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悪役令嬢は溺愛フラグをへし折りたい　断罪エンド回避で薬師を目指したら求愛されています










１　乙女ゲーム『ベルサイユの恋』に転生!?




　――突然ですが、私、阿あ部べマリアは、本日、三十二年の短い人生に幕を下ろしました。

　自分で言っといてなんだけど、三十二年は短くない気がする。かといって長いわけでもないけれど。

　思い返せば、ついてない人生だった。

　ミーハーな母につけられたこの名前のせいで、幼い頃からいらぬ苦労をした。小学生時代は、音楽の時間になるとよく男子にからかわれた。勤めていた調剤薬局もブラックだし、色々あってどん底だったので、正直、あまり阿部マリアの人生に未練はない。

　巷ちまたでは老人のなんちゃらミサイルがニュースで持ち切りだけど、私の死因は暴走トラックに撥ねられたことよるものだった。

　暴走トラックが目の前に迫った瞬間、昨夜、寝る前に読んだＷＥＢ小説を思い出す。

「あーキタ、これＷＥＢ小説でよくあるやつ！　異世界転生！」「なーんて、あるわけがない！」と自分で突っ込みを入れて笑った瞬間、意識が途切れる。

　なにやってんだ、私。

　馬鹿じゃないのか、私。

（自分のボケに突っ込み入れてないで、少しでも逃げれば助かったかもしれないのに……）

　死んだら異世界転生なんてあるわけがない。それで終わりだ。

　輪りん廻ね転生も信じていない。というか、そもそもアレは論理的じゃない。

　死の先に待ち受けているのは――きっと無だ。魂も肉体も消え失せて、そのうち、私を知っている人達の記憶からも消える。そしていつの日か、完全に消えてなくなってしまう。

（――と、思ってたんだけどなあ……）




「どうした？　私の蝶よ」

　何な故ぜか今、私は天てん蓋がいベッドの上で半裸の老人を押し倒している。

　半裸なのは老人だけではなく、私もで。

（え、ええっと……この状況は、いったい……？）

　このおじいさん、どこかで見たことがあるような気がするのだけれど、どうも思い出せない。

　それよりもなによりも、私は何故こんなところにいるのだろうか。暴走トラックが目の前に迫ったところで、記憶が途切れている。

　――確かに私は、仕事帰り、暴走トラックに撥ねられた……はずである。

　頭の中で、今日あったことを一から思い出してみる。

　思い返せば、最悪な一日だった。

　多分、厄日だったんだと思う。厄年――いや、前厄だったし、そういえば今月のまつたけ占いも最悪だった。

　私、阿部マリアは、少子高齢化と過か疎そ化が進んだとある地方の調剤薬局薬剤師だった。

　僻へき地ち故ゆえに万年人材不足で、高給で求人募集をかけても医療従事者の定着率は低い。便利な都会の生活に慣れた人間は、娯楽の少なさとそれに反比例する虫の多さ、田舎特有の閉鎖的な人間関係に嫌気がさしてすぐに離職してしまう。暮らしやすい地方都市なら定着率も定住率も高いようだが、二十四時間開いていないコンビニにはＡＴＭもなく、電車やバスが一日数本しかないような不便な田舎となるとそれも難しい。

　それは私の勤めている薬局も例外ではなかった。

　今までも、無断欠勤をした新卒薬剤師と連絡がつかず、社宅に行くともぬけの殻ということが何度もあった。

　僻地云うん々ぬんを抜きにしても、ブラック薬局がブラック薬局である理由は他にもいくつかあった。

　ひとつ、薬剤師を目の仇かたきにしている事務員のお局つぼね様の存在。

　調剤薬局では、一見、薬剤師と事務員は同じような仕事をしているようにしか見えないので、事務員が不満を募らせるケースがある。彼女が正にソレだった。

　当薬局では、薬剤師は事務員にない「薬剤師手当」「住宅手当」「地域手当」があるので、月十万円以上の給与格差がある。ボーナスも事務員にはない上乗せがある。そのことで、私達は彼女にことある毎ごとに嫌味を言われていた。しかし「じゃあ、他で働けばいいじゃないですか」「薬科大学に入って薬剤師免許取ればいいのでは？」なんて理屈や正論が通じる相手ではないので、もうどうしようもなかった。

　ひとつ、無能医師集団で結成された近所の病院から来る処しょ方ほう箋せん。

　老医師東海林しょうじの処方オーダーの打ち間違いと、日数の打ち間違いは日常茶飯事だ。

　プライドがエベレスト級の医師久く遠おんは、患者が死んでしまうような処方ミスでも「そのまま出せ」と言い出すことがある。しかしそれに抗議しようものなら、烈れっ火かの如ごとく怒り狂い、電話口で罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられる。久遠は性格も陰いん険けんで、新人薬剤師が疑ぎ義ぎ照しょう会かいで失敗なんぞをしようものなら、揚げ足取りをし、「あそこの薬局、薬剤師がおかしなことを言うから行かないほうがいいよ」などと営業妨害まがいのことまでしてくる。

　そしてとどめのひとつは、新人薬剤師の結ゆ愛あ。

　彼女が酷ひどかった。本当に酷かった……。

　まず、社会人に必須の『ほう・れん・そう』が出来ない。それは私達先輩が教えることではあるのだけれど、彼女にはそもそも学ぶ意欲がなかった。勤務態度も最悪だ。消えたと思うと、トイレに籠こもってソシャゲを始める。

　内科医の父親に甘やかされて育ったらしい彼女は、世間を知らない。大学で習ったことと国家試験以上の知識がなく、その自覚もない。調剤ミスを指摘すると「そんなの大学で習っていません」とふんぞり返る。

　以前の結愛の教育係は、それでも彼女に仕事を覚えて貰おうと頑張った。

　しかし、結愛がパワハラだ！　と騒ぐようになったので、皆、彼女には必要最低限しか話しかけなくなった。

　そうなると、結愛は「私は、職場でイジメられてます……」「先輩がなにも教えてくれない……」とＳＮＳに書き込むようになった。最悪なことに、彼女は流行ジャンルの神かみ絵え師しというやつでフォロワーが数万人いる。結愛の書き込みには拡散力があり、彼女が病み系の呟きをすると同情、慰め、そして彼女を傷付けたパワハラ上司への怒りのコメントが怒ど涛とうの勢いで付く。

　それで私の同期――結愛の元教育係の冴さえ島じまさんは、鬱うつになり、退職してしまった。

　お局様を含む事務員達は、こちらの騒動をニヤニヤと面白おかしく見守っていた。そればかりか、火に油を注ぐような振る舞いをすることまであった。

　とどのつまり、人間関係が最悪な職場だった。

　そんな環境なので、皆、次々に離職していく。

　逃げ遅れた私は、気が付けば管理薬剤師になっており、逃げたくても簡単に逃げ出せない状況下にあった。その上、結愛の後始末まで任されることになってしまった。

　私は日々、結愛の尻ぬぐいに追われ、胃を痛めながら残業をしていた。

　――そして、あの日。

　なんと結愛が毒薬ジスチグミン臭しゅう化か物ぶつ錠じょうと、下剤の酸化マグネシウム錠を取り違えて一包ぽう化かし、交付してしまったことが発覚したのだ。

　結愛はその日のうちに気が付いたが、「推おしのバースデーイベントがあるので、早く帰りたい」「阿部さんに怒られるのが嫌だ」というとてつもなく彼女らしい理由で、上司である私に報告しなかったそうだ。

（ありえない……）

　ストレスで卒倒するかと思った。

　最近の若い子は、皆こうなのだろうか？　いや、他の新卒の子はまともだったので、結愛が特殊なのだろう。

　常じょう時じ施せ錠じょう保ほ管かんしている毒薬引き出しの錠をわざわざ開け、全ぜん自じ動どう錠じょう剤ざい分ぶん包ぽう機きのカセッタに毒薬ジスチグミン臭化物錠を入れたのか。何故、錠を開けた時に気が付かなかったのか。通常ならば、ピッキング者と監査者は別の薬剤師が対応するのに、何故自分で監査をしてしまったのか。識別コードも錠剤の形も大きさも違うのに、更に言えば質感も違うのに、何故気が付かないのか。

　毒薬の在庫が合わないことから、薬局の全ての錠剤カプセルの在庫を調べ、酸化マグネシウムとの取り間違えが濃厚となったことを問い詰めれば、翌日から結愛は仕事に来なくなった。連絡もつかなくなった。――そう、バックレたのだ。

（本当に、ありえない……）

　こうなると、結愛の上司である私が彼女の責任を取るしかない。

　ここまでくると、なんだか笑えてきた。

　虚ろな目で患者宅を訪問すれば、患者さんは一週間服薬してしまったあとで、発汗、嘔吐、振しん戦せんを起こしていた。

「これはまずい……」とその場で救急車を呼ぶと、患者さんは重篤な副作用であるコリン作動性クリーゼで、そのまま入院することになった。

　運の悪いことに、その患者さんは例のプライドエベレスト級の医師久遠の母親だった。

　常日頃、私達に処方ミスを指摘され、鬱うっ憤ぷんを溜めに溜めていた久遠がこのチャンスを逃すわけがない。久遠がマスコミに流した的外れな主張が、そのまま全国ニュースになってしまった。

　この時点で、私のメンタルはもうズタボロだった。

　ストレスのせいか眠ることが出来ずに、飲食すらままならない状態になってしまった。

　久遠の母親は一命を取り留めたが、本来責任を取るべき結愛はいない。彼女の上司である私が、責任を取ることになった。――つまりはクビだ。

　テレビや新聞で実名報道こそされなかったが、ネットでは私の実名と顔写真が晒さらされていた。更に自宅アパートに実家の住所、小学生時代の卒アル、卒業文集まで晒され、祭り状態だった。

　この辺りまで来ると、ふとした瞬間「死にたいな……」と思うようになっていた。

　仕事とは言え、久遠の恨みを買ってしまった私の自業自得なのかもしれない。でも、それならどうすればよかったんだろう？　と思う。同時に、「私の人生、終わった……」と思った。

　様々な後処理で疲労困こん憊ぱいした私は、二日後、社宅に帰宅することを許可された。

　疲れていたのだと思う。いや、疲労とストレスがピークだったと言っても過言ではない。迫り来る暴走トラックに気付いたのは、トラックが目の前に来てからだった。

　――「死んだ」と思った。




（思ったんだけど、……生きてる？　なにこれ？）

　私は半笑いを浮かべながら、自分が置かれた状況の把握に努める。

（ここは、どこ……？）

　なんて豪華な部屋だろう。深紅を基調とした寝台には、金と銀を使った豪華な錦織の装飾が飾られている。

（ベッドだけで、うちの１ＤＫの社宅アパートより大きいような気がする……）

　自分の頬を抓つねってみるが、私の押し倒している老人も、豪華なベッドも消えやしない。

「おお、どうしたバリー？」

「ひっ！」

　腰を撫なで上げられて、喉が引き攣つった。

　ええっと、私、枯れ専ではなかった気がする。……というか、このおじいさん、枯れてない。なんだか硬いものが下腹に当たっている。

（って、このおじいさん、やっぱりどこかで見たことがある……！）

「バリー……バリーって、もしかして私のことですか？」

「さっきからなにを言っておる？　おぬしはわしの可愛い公式愛妾メトレス・アン・テイトルマリ＝ジャンヌ・ベキュー・デュ・バリーではないか」

「マリ＝ジャンヌ・ベキューって、……もしかして」

　老人の手が胸元に伸びた瞬間、脳のう髄ずいに雷が落ちたような衝撃が走った。

（こ、ここは『ベルサイユの恋』の世界！　このおじいさんは、学園長のルイ十五世!?）

　私は気付いてしまった。――ここはいつも結愛が仕事をさぼってトイレでやっていた乙女ゲーム『ベルサイユの恋』の世界で、この老人は学園長のルイ十五世だということに。

　何故分かったのかというと、実は私もこっそりプレイしていたからである。……勿論、家で、勤務時間外にだ。仕事中はしていないので。念の為。

（これは夢？　いったいなにが起こっているの……？）

「す、すみません！　今夜は気分が優れないので！」

「バリー!?」

　バッ！

　そう言って私は、己の胸元を直し、おじいさん――もとい学園長の元から脱だっ兎との如く逃げ出した。




＊＊＊＊




（これは、いったいどういうことなの……？）

　フラフラと長い廊下を歩きながら、頭を押さえる。

　頭の上をすり抜ける風に、なんとはなしに顔を上げ――私は絶句した。

（すごい、これ……）

　金箔化粧漆しっ喰くいで額がく縁ぶちのように装飾された天井のフレスコ画に圧倒され、その場に立ち尽くす。王権神授説を視覚化した寓ぐう意い画がは、アレだ。名前が出てこないけど、アレ。有名なやつ。世界史のテストで出てきたやつ。

　高い天井から視線を下ろし、周囲を見回す。

　窓と窓の間には大理石の柱が並び、その間にはなんだかとてつもなく高そうな古代彫刻や壺が飾られていた。

　飾られている置物から窓ガラスに目をやり、私はまたしても絶句する。

　窓ガラスに映った顔は、平均的な日本人――阿部マリアの顔ではなかった。

　シルバーブロンドの美しい髪に、真珠のような白い肌、若干吊り上がり気味ではあるが大きな青い瞳の、それはそれは美しい女性が映っていた。大きな胸にくびれたウエストは、まるで女神像のようだ。真紅の制服はいささか地味なデザインだが、彼女の美貌と抜群のプロポーションを引き立てている。

　――私は彼女を知っている。

　乙女ゲーム『ベルサイユの恋』の悪役令嬢マリ＝ジャンヌ・ベキュー・デュ・バリー――通称、悪役令嬢デュ・バリー夫人。

（って、え？　え？　なんで私がデュ・バリー夫人なの？）

　混乱しながらも、ぺたぺたと自分の顔を確認するように触ってみる。すると窓ガラスに映る巻き毛の美女も、自身の頬をぺたぺた触る。

　右手を上げたり、手を振ってみたり、ジャンプしたりしてみたが――やはりこの美女、私のようである。

　――どうやら私は、乙女ゲームの悪役令嬢デュ・バリー夫人に転生してしまったらしい。

（夢かな？）

　頭が痛い。夢であってくれ。

「それにしても、この人、美人がすぎる……」

　窓ガラスに映る自分の顔を見つめながら、私が思わずそう呟いてしまったのも無理はない。

　流石はルイ十五世の愛妾ファヴォリートデュ・バリー夫人をもとにしたキャラクターだ。彼女は女の私も見み惚とれてしまう程美しかった。

　窓の向こうには、広大で、優美な庭園の景色が広がっている。対照的な造形美、幾き何か模様が美しい庭園も、見覚えがあった。フランスが自国の圧倒的な力を諸外国に見せつける為に造った、贅ぜいを尽くした庭園。

（ベルサイユ宮殿……）

　ベルサイユ学園の校舎――もとい宮殿は、ベルサイユ宮殿をモデルにしたという設定を思い出した。

　季節は春。中世の宮廷音楽に合わせて、中央にある噴水の水が踊るように湧き上がる。

　噴水を囲んでいた生徒達からあがる歓声が、宮廷内まで届いた。

　――確信した。やはりここは紛れもない「ベル恋」の世界なのだろう。

　先程、私が跨またがっていた老人も、ベルサイユ学園の学園長のルイ十五世で間違いない。

　しかし、なんでまた私のような地味な女がデュ・バリー夫人に転生してしまったのだろうか。

（と、とりあえず思い出せることだけ思い出さないと……）

　正直まだ混乱しているけれど……とりあえず現状を整理しよう。

『ベルサイユの恋』――通称ベル恋は、フランス革命の主要人物を元に作った乙女ゲームだ。

　舞台であるベルサイユ学園は、フランスのべルサイユ宮殿をモデルにした学園で、王侯貴族の子息が多数在学する全寮制の教育機関である。

　学園の形態は、フランスの高等専門大学校グランゼコールや大学に近い。ベルサイユ学園には、十八歳から二十、三十代までの幅広い年齢層の生徒達が在籍している。彼等は家族と離れ、寄宿舎生活を送りながら日々、学業に勤しんでいる。

　もっとも生徒達が学ぶのは学業だけではない。教養、芸術、マナー、自立心、道徳心、――そして剣術、魔術。ベル恋の世界は、中世ヨーロッパ風ファンタジーの世界なのだ。

　ヒロインのモデルは、「パンがなければケーキを食べればいいじゃない」の発言でお馴な染じみのマリー・アントワネット。通称マリー。神聖ローマ皇帝フランツ一世とオーストリア女大公マリア・テレジアの十一女で、後のちのフランス王妃である。

　彼女については様々な言説や逸話があるが、ゲーム内ではとても明るくチャーミングなキャラクターに描かれている。恐らくゲームの制作サイドが彼女を好きなのだろう。

　ヒロインのマリーは、オーストリアからの交換留学生としてベルサイユ学園（以下、ベル学）に入学し、卒業後は決められた結婚をしなければならない運命にある。

　母マリア・テレジアの反対を押し切り、ベル学に入学したマリーが「愛のない政略結婚をする前に、身も心も焦がれるような恋をしてみたい……」と、胸をときめかせながら、馬車で校門をくぐるところからこのゲームはスタートする。

　そんな恋に恋するお年頃のマリーには、魅力的な恋のお相手が何人も用意されている。

　この国の王太子であり、彼女の政略結婚のお相手であるルイ十六世。スウェーデンからの交換留学生、フェルセン伯爵。音楽家ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト。女騎士シュヴァリエ・デオンなど。ベル恋は他にも隠れキャラや隠しルートが豊富で、魅力的な攻略キャラクター達と甘い恋に落ちる数多あまたのルートが用意されている。

　悪役令嬢デュ・バリー夫人は、マリーの恋を邪魔するいわゆる意地悪なライバルポジションのキャラクターだった。

　デュ・バリー夫人は、ゲームの最後、乙女ゲームお約束の卒業パーティーイベントで、今までマリーにしてきた嫌がらせが暴ばく露ろされ、断罪される。

（どうしよう、こんなことって……）

　悪役令嬢デュ・バリー夫人の末路を思い出し、思わず頭を抱えてしまった。

　ルイ十六世ルートはギロチンエンド。フェルセンルートは火刑エンド。モーツァルトルートは毒殺エンド。デオンエンドでは刺殺エンドだったはずだ。――マリーがどのキャラクターを選んでも、悪役令嬢デュ・バリー夫人の破滅エンドは確定している。

　阿部マリアの人生も大分絶望みが酷かったが、転生先も大分酷かった。

　せめて最近流行のモブ転生で、ベル学のモブ学生にでもなって穏やかな生活を送るとか、人外転生――王族キャラの飼い猫に転生して、甘やかされた生涯を送るとか、何故そっち方面に行かなかったのだろうか。もしくは追放モノ。今、ＷＥＢ小説ではそっちが人気なのに。

　ゲームはもう進行しているのだろうか？

（なんとか、ここから逃げ出せないかしら……）

　逃げ出せば殺されることはない……とは思ったが、ここは十八世紀フランスの皮を被った中世ヨーロッパ風ファンタジーの世界だ。魔法という概念だけでは飽き足らず、街の外には恐ろしいモンスターが跋ばっ扈こしている。確か、ゲームのルートによっては、フランス革命もどきや戦争も起きるはずだ。

（どうしよう。ここから逃げ出しても、ひとりで生きていける気がしない……）

　なんと恐ろしい世界に来てしまったのか。

　となると、このままこの学園で、平穏に暮らすのが一番安全な気がする。

（――そうだ！　そういえばデュ・バリー夫人は魔術の才能があるキャラクターだった……！）

　マリーへの嫌がらせでも、氷の魔術を使ったイベントがあった。……真面目に勉強していなかったので、失敗に終わるが。

　真面目に授業を受けて、魔術の才能を伸ばす。そして卒業前に学園を逃げ出す……というのは、どうだろう？　というか、現状、それしかないような気がする。

　そうと決まれば、明日からは目立たず地味に、善良に生きよう。質素倹約に努め、品行方正な優等生になるのだ。明日からはこの胸元を大きく開けた制服も大人しめにして、このロールパンのようにグリングリン巻いた巻き毛も控えめにする。

　容姿こそ女神のように美しいが、悪役令嬢デュ・バリー夫人の素行や、今までの行いは最悪だ。

　彼女は元々、ジャン・デュ・バリーという道楽者ルエに囲われ、愛人として貴婦人のような生活をしていた。ジャンの連れてきた男達とベッドをともにすることも多かった。家柄のよい貴族や学者を相手にしていたが、その中のひとりにベル学の歴史教師にて、学園長の悪友であるリシュリュー先生がいた。七十過ぎてお盛んな狒ひ々ひ爺は、彼女に金払いのいい謎の老人を紹介する。その老人こそがべル学の学園長であり、ルイ十五世の世を忍ぶ仮の姿というオチだ。

　宝石がなによりも大好きな彼女は、少しでも多く宝石を手に入れる為にベル学に入学した。勿論、デュ・バリー夫人は真面目に勉強などはせずに、学園長とただれた日々を送っている。

　抜け目ないデュ・バリー夫人は、宝石だけでは飽き足らず、次期王太子妃の椅子も狙っている。彼女はこの学園にお忍びで通っているという噂の王太子を見つけることに躍起になっており、王太子疑惑の男子生徒と親密な女子生徒を見つけては、虐いじめ倒し、責任を追及されては学園長に庇ひ護ごを求める――という、根っからの悪役令嬢設定なのだ。

　デュ・バリー夫人は、ベル恋の攻略キャラ達全員に王太子疑惑をかけており、身元を調査している。マリーがその攻略キャラのルートに入ると、デュ・バリー夫人はそのお相手を王太子と仮定し、攻略キャラとよろしくやっているマリーに嫌がらせをする。

　学園長の庇護もあり、最初は無双チート状態のデュ・バリー夫人だが、盛者必衰はこの世の道理。彼女の天下は永遠には続かない。

　学園長が病に伏せるようになってから、デュ・バリー夫人の旗色は悪くなっていく。

　卒業式の日、静かに息を引き取る学園長。学園長の後ろ盾を失った彼女は、国内外の重鎮が集まる卒業パーティーの観衆の中で悪行を暴露され、断罪エンドを迎えるのだ。

「断罪されない為に、マリーと仲良くやらなきゃ……」

　ギロチンも火炙りも毒殺も刺殺も嫌だ。

（……。いや、仲良くなる必要もないのかも？）

　彼女に一切接触しなければいい。そもそも、彼女に認知されなければいいのでは？

（卒業までマリー達に接触しなければ、断罪されることもないんじゃ……？）

　マリーと接触したら、意図せずなにかしらのイベントが始まってしまいそうだ。

　私はマリーになにかする気はない。ないのだが――不注意や不運が重なり、端から見ると、悪役っぽいことをしでかしてしまったという事態が起こりかねない。それだけはなんとか避けたいところだ。

（地味に地味に生きて、モブに徹しよう！）

「よし！　絶対にマリーに会わないようにするぞ！」

　私が意気揚々に叫んだ、まさにその時――

　ドン！

「ちょっと、なによ……」

　言いかけた言葉を、そのまま飲み呑み込む。

　――そこには、目を見張るような美少女がいた。

　ほのかに輝く赤みを帯びた淡いブロンド、子猫のように爛らん々らんと輝く空色の瞳。女性らしい優美なフォルムではなく、まだ少女らしさの残る小鹿のような健康的な長い手足。――『ベルサイユの恋』のヒロイン、マリー・アントワネットだった。

（げげっ！　マリー・アントワネット！）

　関わらないことにしようと思った瞬間、ぶつかってしまうなんて、こんなことってある？

　不運もいいところだ。

「だ、大丈夫ですか？」

　真っ赤な絨じゅう毯たんの上に、ペタンと尻もちをついているマリーに手を差し出すが――。

「向こうにあるのは、お父様のお部屋……」

　そう言って「あっ……」と扇子で口元を押さえる、小太りの女子生徒にも私は見覚えがあった。

　ベル学の制服をちゃっかり着込んでいるが、彼女はフランス国王ルイ十五世と王妃マリー・レクザンスカの四女のアデライード王女――学園長の娘だ。

　アデライードは一般の生徒を装ってベル学に通いながら、父の寵愛を受けているデュ・バリー夫人を追放しようと躍起になっているキャラクターで、所謂いわゆるマリー派の第一人者となる。

（まずい、これは……）

　王女姉妹の筆頭格で、策略家でも知られているアデライードは、史実でもマリー・アントワネットを自分の味方に引き入れて、彼女にデュ・バリー夫人を無視させたと言われている。

　ゲーム中でも、マリーにデュ・バリー夫人の悪評を吹き込み、反感を持たせるのが彼女なのだ。

　しかし、ティーンエイジャー用に作られているベル学の制服を着込むアラフォー王女は、見ていて若干キツいものがあった。彼女達の背後に立っている、取り巻きの女子生徒達はなにか疑問に思わないのだろうか？

　そういうデュ・バリー夫人も実年齢は二十五歳で、年齢詐称してベル学に入学しているので、大分、この制服はキツイのだが……。

「マリー様、この方ですわ。わたくしが先程申しておりました学お園父長様の愛妾ファヴォリート……」

　彼女の言葉にマリー・アントワネットは、ハッ！　と息を呑み、彼女達の取り巻きらしい女子生徒達も顔色を変える。

「この毒婦、またお父様の部屋に……！」

「なんていやらしい！」

　金切り声をあげる取り巻きの顔をよくよく見てみると、他にも年齢不詳の女生徒がふたり混ざっていた。――アデライードの妹の、ヴィクトワール王女とソフィー王女である。

「アデライード達のお父様をたぶらかした馬の骨フィーユ・ド・リヤン……？」

　――どうやら、既に悪評は吹き込まれたあとらしい。

　マリーは、正面に佇たたずむデュ・バリー夫人――私のことをマジマジと見つめる。

　彼女達の軽けい蔑べつの目線に、私は自分が制服のボタンもろくに留めずに学園長の部屋を出て来たことを思い出した。

「いいご身分ですわね！　入学式にも出席せずに、学園長の部屋に入り浸っていたのですか？」

「ち、ちが……」

　違う！　と言いたいが、明らかに事後の姿である。

　父の浮気に苦しんでいた母の苦悩を知っているマリーは、愛妾という存在を心から嫌悪している。

「あなたのせいで、学園長が入学式を欠席したというの？」

　私を見るマリーの目が、どんどん冷たいものとなっていく。

　どうしようと思った、まさにその時――ザッ！　という足音とともに、彼等が現れた。

「耳障りなオーストリアなまりですなぁ」

「そんなあなたこそ、学園長に何用ですかな？」

「女子生徒の中には、学園長の愛人の座を狙う不届き者も多いとか。もしや、学園長を色落としにきた不ふ埒らちな生徒達では？」

　颯爽と現れた老紳士――いや、見るからに陰険で、底意地の悪そうな顔をしたオッサン三人組は、宗教学のモープー先生、デギュイヨン副学園長、経理のアベ・テレーさんだった。現世では大法官やら公爵やら財務官をやっていた、デュ・バリー夫人派の三人組だ。

「そんな、違います！　私は主席入学のマリーゴールド・ローズです！　体調が優れず、入学式の挨拶を欠席した学園長が心配で……」

「心配、ねぇ」

「やだやだ。わざわざ主席入学を強調するなんて、今年の新入生は謙虚さが足りませんねぇ」

「今日は人が多いと思ったら、入学式でしたか。すっかり忘れてましたわ」

　あんまりな言葉の数々に、マリーの顔が羞しゅう恥ちと怒りで真っ赤に染まっていく。

「マリー様、分が悪いですわ。ここは退きましょう」

　アデライードが耳打ちすると、彼女は悔しさを噛み締めるように唇を固く結ぶ。

「……本日のベルサイユは、大変な人出ですこと！」

　そう言って私の手を払いのけ、足早に廊下を立ち去るマリーとアデライードを、妹王女達が慌てて追いかける。

　私はマリーの巻き毛が背中を踊る様子を、茫ぼう然ぜんと見送った。

（こ、このシーン、見たことある……）

　ベル恋が始まる、オープニングシーンだ。

　ベル学の入学式が終わったあと、学園長の部屋にやって来たマリー達が、学園長とデュ・バリー夫人の密事を目撃してしまうのだ。

『学園長、今年も成績はオールＡでよろしくね』

『はっはっは！　任せられたよ、我が蝶よ』

　事後、部屋から出てきたデュ・バリー夫人に、マリー達の嫌悪感が爆発する。

『あ、あなた……、学園長の部屋でいったいなにを……？』

『あ～ら、うらやましいならあなたもやってごらんなさい？　色気もそっけもない、オーストリアなまりの田舎娘には到底不可能でしょうけど』

　そう言って高笑いするデュ・バリー夫人に、罵詈雑言を叫ぶマリー・アントワネット。――しかし、その現場を学園長に見られてしまう。「生徒同士、仲良く出来なければ退学だ」と叱責されたマリーは、目に涙を浮かべながら「本日のベルサイユは、大変な人出ですこと」と悪役令嬢デュ・バリー夫人に敗北宣言をするのだ。

　ほんの少しだけ（本当にほんの少しだけ）史実になぞられたイベントである。

（ちょっと待って。私、そんなこと言ってない）

　――言ってないったら言ってない。

　しかし、彼女に嫌悪感を持たれたことは確定のようだ。

（なんでこんなことになってしまったんだろう……）

　出だしから最悪だ。

　肩を落とし脱力していると、ポンと肩を叩かれる。

　振り返ると、得意気な顔のオッサン三人組が佇んでいた。

　デギュイヨン副学園長は、白い顎ひげを撫でながら誇らしそうな顔で。モープー先生は「やりましたぞ！」という顔で親指を立てながら、経理のアベ・テレーさんは眼鏡をクイッとやって喉で嗤わらいながら――はい。どっからどう見ても悪役のオッサン三人組ですね。そして私は、そのオッサン達を従えて、ヒロインをいびった悪役令嬢……ということになるのだろう……。

「バリー様、うるさい小娘達を追い払ってやりましたぞ」

「フフン、我々にお任せくだされ」

「またなにかございましたら、我々をお呼びください！」

　思わず、引き攣った笑みが口元に浮かんでしまう。

「私どもは、バリー様の忠実なしもべでございます。なんなりとご用命くだされ」

　そう言って大理石の床に跪ひざまずき、デギュイヨン副学園長は私の手に口付けた。

（ひっ……）

　ねっちょりとしたいやらしい笑みと、ぐっちょりとした手の甲の感覚。思わず喉元までせり上がってきた悲鳴を、必死に吞み込む。

　――そうだ、思い出した。デギュイヨン副学園長は、デュ・バリー夫人に「学園長に私を副学園長に推薦してください」と頼み込んで、同期のショワズール先生を追い落とし、副学園長になった男だった。

　そりゃ自分を副学園長にしてくれたデュ・バリー夫人が女子生徒に絡まれていたら、助けにも来るだろう。

「あ、ありがとう……でも、もうこういうことはしなくていいわ……」

「どういうことでございましょうか？」

「極力、学園の生徒達とは仲良くやりたいの」

「ほう、新しい悪巧みですか？」

「金儲けの話なら、一口噛ませてくださいな」

「そうね……また、機会があれば」

　引き攣った笑顔で笑いながら、私は逃げるようにその場を去った。




＊＊＊＊




（もうモブキャラとして生きるのは不可能かな……）

　せめてマリーの誤解を解きたい。仲直りして、友好的――とまでいかなくても、平穏な関係まで修復したい。

（頭が痛いわ……）

　フラフラと学生寮に戻る。

　あれから程なくして、デュ・バリー夫人の記憶や知識を全て取り戻したので、寮の場所は知っていた。そして帰り方も。

　学生寮はベル学の敷地内に建てられている、学園に負けず劣らず立派な建物だ。

　ベル学の敷地は大分広いこともあり、デュ・バリー夫人は普段、学園長に貢がせた馬車で通学していたが、今日は歩いて帰った。

　純粋にこの世界を見て回りたいというのもあった。

（素敵……）

　ヨーロッパ旅行したことなんてないのに、海外旅行に来ているみたいだ。……まあ、旅行と違って、もう元の世界には戻れそうにはないのだけれど。

　部屋に戻ると、バフン！　とベッドに倒れ込み、大きな溜息を吐く。

「なんだか疲れたな……」

　学生寮の自室も、馬車のように学園長にデュ・バリー夫人が特注で造らせたもので、これまた豪華な部屋だった。

　ブロンズの飾り箪笥コモード、水晶の小箱、暖炉の上には繊細な陶器人形の置時計パンデュールが置かれ、そして天井には贅の限りを尽くした水晶クリスタルのシャンデリアがかけられている。中国や日本のものらしき漆器や磁器もあった。

（これからどうしよう）

　――夢だと思ったけれど、この夢、なかなか覚めない。

　もう、この世界で生きていくしかないのだろうか。

（まあ、いいか……）

　向こうの世界にも、阿部マリアの人生にも全く未練はないので、我ながらあっさりしたものだった。










２　私が悪役令嬢デュ・バリー夫人ですか!?




　私は中学生の頃、イジメに遭ったことがある。

　きっかけは些細なことだった。クラスのボス的存在の女の子が片思いしていた男子と、隣の席になった。きっと、その男子は趣味が悪かったんだと思う。私のことを「好きだ」なんて言い出したのだから――そしてイジメが始まった。

　放課後にボスの女子グループにトイレに呼び出されて、「調子に乗ってる」「ブス」「勘違いするな」と罵ののしられたあと、ボス女子に言われるがまま、その子の告白を断った。

　それでもイジメは終わらなかった。

　今と違って、不登校になるなんて決して許されない時代だった。

　朝、通学路を歩く足取りが重くても、体育の時間やお昼を食べる時にボッチなことをクスクス笑われても、毎日学校に通うしかなかった。……とは言っても、女子のイジメなんてたかが知れている。クラスの全員に無視されて、宿題や教科書を隠されて、上履きがなくなった。机に「死ね」「学校に来るな」と彫刻刀で彫られる、その程度。男子の暴力を含んだイジメよりは大分マシだ。

　クラス替えでイジメは終わったけれど、その後、私はそれまでの私じゃなくなっていた。

　こんなイジメ、大したことはない。テレビで流れるニュースには、もっと凄せい惨さんなイジメに遭って自殺した子達が沢山いる。そう思っていたけれど……なんだかんだでそのイジメは、私の精神に根深い影響を与えていたんだと思う。

　それから、私は誰かに嫌われるのが怖くなった。

　嫌われるのが怖くて、本当の自分を出せなくなった。――いや、出さなくなったというほうが正しい。本当の自分を出したら嫌われるから、綺麗な自分を作って、偽りの仮面を被って生活するようになった。たとえそれで誰かに嫌われることがあっても、偽物の自分なら、嫌われても痛くない。

　気が付けば、どんどん自分のことが嫌いになっていった。

　誰かの悪口を聞かされる度、悪口を言われていた過去の自分と重なって、自分のことのように胸が痛んだ。かと言って、悪口をやめさせたり、イジメが始まる気配を感じても、それを阻止することや、その子を助けることは出来なかった。……だって、また自分がイジメられたら嫌だから。

　だから、せめて私は極力誰かの悪口を言わないようにした。

　いつも笑顔で、皆に親切に接した。皆が嫌がることも率先して引き受けた。優等生だったと思う。――でも、そんな新しい私は、ますます沢山の人に嫌われてしまった。

「八方美人」「いい子ぶりっこ」と言われ、陰口を叩かれるようになった。

　――いい人をやっても、悪いことをしなくても嫌われる。

　それに気付いた時、愕がく然ぜんとした。

　高校生になった私は、処世術を覚えた。今度こそ、私がイジメられることはなくなった。そう、皆と一緒に悪口を言うのだ。皆が悪口で盛り上がっているのに、空気を読まずに、一緒に悪口を言わない人間は嫌われる。

　機敏に空気が読めるようになった私は、皆が疎外したがっている人間が分かるようになった。疎外したいけれど、きっかけが掴めない。そんな空気を察した時は、あえてきっかけを作ってあげる。

　自分が人として、どんどん駄目な方向に向かっているのは分かっていた。分かっていてもやめられなかった。

　同じ制服を着せられて、狭い水槽の中に閉じ込められた思春期の生徒達は、皆、大なり小なりストレスを抱えている。彼らは得てして生いけ贄にえを欲している。生贄を捧げなければ、また、私がイジメられるかもしれない。――そんなの嫌だ。

　そんなことをやっている自分のことを、好きになれるはずもない。どんどん自分のことが嫌いになっていく。――しかし、そんな気持ちとは裏腹に、気が付けば私はクラスの人気者になっていった。

　誕生日にはプレゼントの嵐。皆に「可愛い」「大好き」と言われる毎日。私が好きだと言ったものは、翌日はクラスの流行になる。メイク道具も、芸能人も、雑誌も。こんなこと、初めてだった。

　でも、いつだって空虚感のようなものがあった。

　――だって、皆が好きだと言うのは、本当の自分じゃないから。

　日に日に自分が自分じゃなくなっていく感覚が大きくなっていく。自分はいったいなにがしたいのか、なにが好きなのか、なにが欲しいのか、分からなくなっていた。

　皆、私のことを大好きと言いながら、虎こ視し眈たん々たんとクラスの中心人物である私の立ち位置を狙っている。なにかあったら、ミスをしたら、私も追い落とされて、またイジメられる側に戻るんだろうな……ということだけは分かっていた。

　一見人気者だが、私は孤独だった。――もう、誰も信じられない。誰の笑顔も「好き」も信じられない。自分がイジメられていた時よりも孤独だということに気付いた時、もうやめようと思った。こんなこと、いつまでも続けていたら壊れてしまう。

　それから私は人付き合いを避けて、勉強に精を出した。

　最初は皆、驚いていたが、次のリーダーの座を狙って覇権争いが始まるだけだった。

「ガリ勉になった」「人付き合いが悪くなった」「カンジ悪い」。色々言われていたが、人気者をやっていた時よりも楽だった。

（誰も信じられないのなら、ひとりで生きていけるようにならなきゃ……）

　とりあえず、食いっぱぐれのない資格を取ろう。結婚しても働けるようにと薬学部に入って薬剤師の資格を取った。

　そのあとは、嫌な思い出しかない地元から離れようと、全国転勤のある全国チェーン薬局に就職した。

　そして私は、無事、自分のことを誰も知らない土地までやって来た。

　それからはずっと仕事に打ち込んできたけれど、打ち込んできたからこそ仕事の他にはなにもない人生だった。

　気が付けば三十二歳。相変らず自分のことが大嫌いだし、未だに誰のことも信じられない。誰かに褒められても、その言葉の裏ばかり考えてしまう。大人になってもイジメの記憶は薄れなかった。……私がそうなのだから、きっと私のせいでイジメられていた子達もそうなのだろう。

　何度も自分を変えようとしたが、結局、根っこの部分では変わることが出来なかった。

　それでも私のことを誰も知らない環境で始めるひとり暮らしは、いつだって快適だった。しかし、ここでも自分を作ってしまう悪い癖を、私は捨て切ることが出来なかった。

　転勤で職場が変わり、人間関係がリセットされる度に、「今度こそ、自分で自分が好きになれるようなキャラを演じよう」と思うのに、出来ない。滑り出しはいい感じでも、結局、新しい自分のことも嫌いになっている。

　稀に私を好きだと言ってくれる男性もいたが、結局その人が好きだという私も作っている私だ。本当の私じゃない。かと言って、本当の私なんてもう、私だって分からない。

　偽りの自分に気付けない相手に対する失望と、「こんな私のことが好きなんて、見る目ないな……」という嫌悪感。「付き合ってみれば、そのうち、好きになれるかも……？」と嫌悪感を抱えながら付き合ってみたこともあったが、やはりそんな相手と上手くいくわけがなかった。

　人嫌いなので、自分から誰かを好きになることもなかった。結婚は出来そうにないけれど、ひとり暮らしが長いので、今更誰かと一緒に暮らせる気もしない。

　婚活しようにも、三十二歳という今の年齢を考えると厳しいものを感じた。

　今から結婚相談所に入会して、婚活をして、恋人を作るのに最短で一年。お互いのことをじっくり理解し合うのに最短で一年かかるとする。三十四歳。そこから結婚して、生活に慣れた頃に子供を作って――三十五歳。高齢出産ギリギリだ。容姿に華もなければ、要領がいいようで悪く、ここまで拗らせてしまった私が、そんな順調に恋人が作れるとも思えない。

　婚活アプリを試してみたこともあるけれど、私より年収が低ければ、十も二十も年上で、老親の介護目的で嫁探しをしている中年男性など、微妙すぎる相手ばかりで鬱っぽくなって退会した。

（なんでさっさと結婚しなかったのか……）

　今更、後悔に苛まれる。

　そもそも、恋人ってどうやって作るんだっけ？

　乙女ゲームでなら簡単に作れるんだけど、三次元ってどうやって作るんだっけ？　ガチャ回せばいい？　レベル上げ？　それとも魔法石の大人買い？　思い出せないよ……。

　まあ、なんというかこの通り。拗らせ続けて、スマホゲームにどっぷりハマった私は、それだけで満足してしまい、現実で恋人を作る気力なんてものはなくなってしまっていたのだ。

（だって、私は嫌われるのが怖くて、また必要以上に空気を読んで、その人の好かれるようなキャラを作ってしまう……）

　――偽物の自分を愛してもらえても、それは偽物の愛だ。

　それがとても虚しいことだと分かっていても、やはりやめられない。今までずっとそうして生きてきたから、やめ方が分からない。

　私はいったいどこで間違えてしまったのだろう。

　漠然とした希き死し念ねん慮りょを抱きながら、現実逃避にゲームの世界へ逃げ込んだ。

　仕事以外の時間は、ずっとゲームをしていたような気がする。

　なにか問題があるとすれば、私を現実に引き戻す広告アプリの存在か。しかしそこは、百円ショップで買った知恵の輪を無心で解き、ルービックキューブの面を揃え、時間を潰すなどして誤魔化した。そのように創意工夫を重ね、可能な限り現実に帰って来ないよう努力しながら、オンライン生活を満喫していると――そんな私を嘲笑うように、また何度目かの結婚ブームがやって来た。

　乙女ゲームと知恵の輪とルービックキューブの腕だけは無駄に上がったが、どれも婚活には役立ちそうにない趣味だ。今回もその波に乗ることなく、無駄に年を重ねていくんだろうな……と思っていたら、結愛のアレで全国ニュースに載ってしまった。もう、結婚どころか再就職すら絶望的だ。――むしろ、私に限っては異世界転生出来てよかったのかもしれない。

「……なんて悠長なことも、言っていられないんだよなあ……」

　――マリー・アントワネットと会ってしまった。

　なんとか断罪エンドからは免れたいが、上手く逃げられるだろうか？

「…………」

（いや、案外いけるんじゃない？）

　学生達は皆、私よりも人生経験の浅い子供だ。

　私には阿部マリアの三十二年分の知識と経験にプラスして、デュ・バリー夫人の二十五年の人生経験がある。

（荒波にもまれた社会人経験だってある。集団内での立ち回りだって、昔よりもっと上手く出来るはず……）

　なんたってこちらの人生経験は、五十七年分だ。

　更に私はベル恋のストーリーも、主要キャラクターの性格や気質も知っている。一部、年齢不詳の学生や大人の教師陣もいるが、彼等に後れを取ることはないだろう。

（私は、この世界で幸せになる）

　――そして、今度は自分を偽ることなく、本当の自分のまま生きてみたい。

　どうやら疲れていたらしい。

　そんなことを考えていると、あっという間に夢の世界にいざなわれた。




「おはようございます、バリー様」

　朝。優しい女性の声と、シャッ！　とカーテンを開ける音に目を覚ます。

　部屋に射し込んできた眩しい光に、「今日は晴れだな」なんてぼんやり思った。

「おはよう、ええっとあなたは……？」

「ファンションですが……バリー様、まだ寝ぼけてますの？」

　ベッドから起きると、絨毯の上に跪ひざまずいた侍女のファンションがスリッパを履かせてくれた。

（そうだ、ション……）

　ギョーム・デュ・バリー勲爵士シュヴァリエ――デュ・バリー夫人の名前だけの夫の妹であり、実質、デュ・バリー夫人のお目付け役である。

「今朝も、学園長からお花が届いておりますよ」

　ファンションは満面の笑顔で、大粒のダイヤのネックレスで束ねられている豪華な花束を持ってきた。

　花束には一通の封筒が添えられており、封ふう蝋ろうを開くと、デュ・バリー夫人の美貌を褒め讃える言葉がツラツラと書き綴られている。文末には「今日のお小遣いだよ」との言葉とともに、二十万フランが包まれていた。

　溜息を吐きながらファンション達にチップを渡したあと、「ジャンに渡しておいて」と半分の十万フランを手渡した。

　デュ・バリー夫人は自身に貴族の爵位を与え、ベル学に入らせてくれたジャン・デュ・バリー伯爵に恩義がある。デュ・バリー夫人にとって、ジャンは娼館の親元のようなもので、稼ぎは折半する契約なのだ。

（もう、愛人家業なんてやめたいんだけど、どうすればいいんだろう……）

　もう一度溜息を吐きながら、ベッドから立ち上がる。するとファンション達にゆったりとした朝着に着替えさせられて、浴室まで誘導された。

（破滅エンドを避ける為に、マリーや攻略キャラとは極力関わらない。愛人生活をやめる。……出来るかな）

　前者は可能だろう。問題は後者だ。愛人生活をやめたら、デュ・バリー夫人はベル学での後ろ盾を失ってしまうことになる。――そして、そんな事態をジャンは許さないだろう。

　そんなことをボーッと考えながら、薔ば薇らのオイルを垂らした乳白色のバスタブに浸かっていると、カーテンの向こうからゴホン！　と咳払いをする音がした。

「おはようございます、ジャンヌ様」

　この声は小姓ザモルだ。

「えー、王太子殿下候補についての報告書が上がってきたので、読み上げます」

　ザモルの言葉に、まだ半分眠っていた私は完全に目を覚ました。

「ちょ、ちょっと待って！」

　バシャン！

　慌ててバスタブの中から飛び起きる。

「どうしました、ジャンヌ様」

　カーテンの向こうに顔だけ覗かせると、そこには黒人の小姓の顔があった。

「も、もう王太子妃には興味がなくなったの。明日からは普通の学生として、学生生活を送ることにするわ」

「はい？」

　解せないといった顔になるザモルは、後の断罪イベントでデュ・バリー夫人を裏切り、彼女にとって不都合な事実を証言するキャラクターだ。

　思い出した瞬間、背筋に冷たいものが走る。

　――彼に嫌われてはならない。

　いや、ザモルだけではない。他の侍女達にも、だ。

「私が間違っていたわ。……あなた達にも今まで沢山我わが儘ままを言って、無理をさせてきたと思う。今まで本当にごめんなさい」

「ええっ？」

　困惑気な表情になるザモルと侍女達に、会釈を返しながらバスタブから出る。

　すぐさまバスタオルを持って来るファンションに「自分の身体くらい自分で拭くわ」と言ったら、大層驚かれた。

「い、いえ！　バリー様にそんなことまでさせるわけにはいきません！」

「私達が怒られてしまいます」

（そうか、確かに侍女達の仕事を奪ったら、逆に彼女達が困るのか……）

　確かにここはそういう国で、そういう時代背景をモデルにしたゲームだ。

　仕方ないので、彼女達に身体を拭いてもらい、身支度を整えてもらうことにした。

　絹の下着とレースがふんだんに使われた肌着を着せられていると、ザモルが珈琲コーヒーの入った銀のカップを持ってきた。

　侍女が鏡台コワフーズの鏡にかけたモスリン地のカバーをあげると、そこには見慣れぬ美しい面おもてがあった。

「失礼します」

　ノックとともに、今度は美容師と香水屋が部屋に入ってきた。

　肌をパフで叩き、頬と唇に紅をさし、ヤスリで整えた爪の上に花を咲かせられる様子を、されるがままぼーっと見つめる。香水屋がデュ・バリー夫人の為に特別に調合したという香水瓶を開けると、部屋いっぱいに香しい香水の匂いが漂う。髪をアップにされ、シルバーブロンドの美しい髪を更に輝かせる白い髪粉をかけられ――って、ちょっと待て。

「ま、待って！　今日の香水は控えめなもので！　化粧もね！　あと、このグルングルンのいかにもって巻き毛はやめて！」

「バリー様のトレードマークじゃないですか！　本当にどうしちゃったんですか？」

「今日から目立ちたくないの！　なるべく目立たないように、地味に、質素な感じでお願い！」

「地味？　バリー様が、地味……？」

　今日は槍でも降るんじゃないか？　といった顔になる美容師達を宥めていると、お次は部屋に宝石商達がやって来た。

「バリー様、おはようございます！　こちらべメール一推しのサファイアでございます！」

「べメール殿はまだまだですな。ルコントはジャンヌ様の真珠肌に合わせた大粒の真珠をご用意いたしました」

「待って。ちょっと待って。私、今から舞踏会に行くんじゃないの、学校に行くの」

「ええ、バリー様。私はしかと弁わきまえておりますよ。ちゃーんと制服映えする宝石をお持ちいたしましたから」

「なんだと、ドメー！　貴様！」

　そのまま喧嘩を始める宝石商達を、これ幸いと部屋から押し返し、嘆息する。

　美容師に改めて髪型の変更を頼むが、美容師は、長年、毎朝巻いてきた髪を巻くのをやめるのは寂しいと言う。折衷案ということで、髪を緩めに巻くことになった。

「う～ん……」

　派手なトレードマークはなくなったが、それでも鏡台の鏡に映る姿は美しい。

　隠そうとしても隠し切れない美しさに、思わず唸ってしまった。

（駄目だ。この人、美しすぎる。これじゃモブキャラになれない……）

　せめて言動だけでも控えなくては……。

「他の生徒達が徒歩で通学しているのに、私だけ馬車で通うのはよくないからもうやめるわ。今日から私も歩いて通学する」

「バリー様。本当に、どうなさったのですか……？」

「なにか悪いものを拾い食いしたとか」

「失礼ね！」

　侍女から通学鞄を引っ手繰るようにして奪い、寮を出るが、すぐに青ざめた顔のザモルが走って追いかけてきた。

「せめて、通学鞄と日傘だけは持たせてください！」と言う小姓に鞄を奪われ、日傘をさしてもらいながら学園へ向かう。

　当然、その姿は徒歩通学の寮の生徒達の目に付いてしまい、いつもとは別の形で目立ってしまった。

（先が思いやられるわ……）

　頭が痛い。




　そんな感じで始まった新学期だったが、ベル学の授業は楽しかった。

　不幸中の幸いとでもいうのだろうか。デュ・バリー夫人の記憶とともに、彼女の知識を引き出せるようになっており、フランス語の読み書きが出来るようになっていたので、授業の内容は難なく理解することが出来た。

　一時間目は歴史の授業だった。高校の世界史の授業より、かなり専門的な西洋史学の授業で、日本の教科書とは違った解釈もあり楽しかった。

　問題は、歴史の教師がリシュリュー先生ということだった。

　リシュリュー先生とデュ・バリー夫人は、ベル学に来る前からの付き合いだ（勿論、性的な意味で）。「年老いた自分の代わりに……」と、学園長に愛妾として紹介されたあとも、デュ・バリー夫人は秘密裏にリシュリュー先生との関係を続けた。リシュリュー先生は、国内最大級の領地を持つ資産家で、年齢は七十七歳だ。デュ・バリー夫人が手放す理由はない。

　リシュリュー先生からしてみれば、デュ・バリー夫人は、男としての自信を奮い立たせてくれた特別な恋人だった。資産家の老人とはいえ、そこまで尽くしてくれる愛人――しかも若くて美しい女性となると、なかなか巡り合うことは出来ない。贔屓をしない理由がない。

　初めて自分の授業に顔を出した愛人に、リュシリュー先生はデレデレと鼻の下を伸ばす。

　それだけならまだよかったのだが――昨日のデギュイヨン副学園長達もだが、この老人もデュ・バリー夫人派ということで、性格がすこぶるよろしくない。（割とどうでもいい余談になるが、副学園長はリュシリュー先生の甥である）

　わざとまだ授業でやっていない問題を出して、答えられなかった生徒を泣かせる。そのあと、デュ・バリー夫人に前期中等教育機関コレージュレベルの質問をして、正解を答えたデュ・バリー夫人を褒め讃える。そんなことを繰り返されて、贔屓されまくって目立ってしまった。

　何度も「やめろ」と目で合図したが、勘違いされて、ますます贔屓されてしまい、いたたまれない気分になった。……あとできつく締めておこう。




　二時間目は魔法薬学の授業だった。マンドラゴラやユグドラシルの葉、人面樹の樹液など、ファンタジーの世界に出てくるような魔法植物と一緒に、現実世界にもある岩塩やハーブを用いた授業で、元ゲーマーの血が騒ぐ、心躍る学問だった。

　問題は、魔法薬学の教師がマリー派のショワズール侯爵をモデルにしたキャラクター――ショワズール先生ということだった。デュ・バリー夫人によって失脚したショワズール侯爵をモデルにした彼は、ゲーム内でもマリー派で、デュ・バリー夫人に敵てき愾がい心しんを抱いている。それもそうか。デュ・バリー夫人が「デギュイヨンを副学園長にして」と学園長に頼み込まなければ、本来ならば彼が副学園長になっていたのだ。

　デュ・バリー夫人が教室の中にいるのを確認したショワズール先生は、眉間に深い皺を寄せる。人を殺せそうな凶悪な眼光に、身体が竦すくむ。このまま教室を立ち去るべきか？　と真剣に考えたが、彼はこちらを睨みながら授業を続ける。

　数ページ教科書を読んだあと、ラットの解剖が始まった。

　真面目にラットの解剖に勤しんだが、メスの持ち方やネズミの腹の裂き方など、ことある毎に嫌味を言われ、またしても目立ってしまった。




　三時間目は飛行訓練の授業だった。魔法の箒ほうきに乗り飛行訓練をするという、実にファンタジックな授業だ。ファンタジーや異世界モノが好きな人間ではなくとも、誰もが皆、子供の頃、一度は箒に乗って空を飛ぶことを夢想したことがあると思う。かくいう私もその口で、本日の授業で、一番楽しみにしていた授業だった。

　一年生は座学がメインで、実技も地に置いた箒を手元まで呼ぶところまで。二年生からは実技の授業がメインで、箒に跨り宙に浮かなければならない。

　デュ・バリー夫人は一年生の頃、真面目に授業を受けていない。不安と緊張で始まった実技の授業だったが、どうやらデュ・バリー夫人はかなり地頭がよく、運動神経も抜群らしい。おまけに優れた魔力も持っているようで、難なく実技の授業をこなすが出来た。

　問題は教師がかの悪名名高いマルキ・ド・サドをモデルにした、サド先生だということだ。

　彼はとても教師が務まるとは思えないイッた目をした男で、何故か鞭むちまで持っている。サド先生は、不出来な生徒を容赦なく鞭で叩く。皆、鞭で叩かれる中、ひとりだけ鞭を免れることが出来たデュ・バリー夫人は、クラスメイト達のヘイトを買ってしまった。またしても目立ってしまった。




　気が付けば、あっという間に昼食デジュネの時間になっていた。

（どうしよう。目立たないように頑張ったつもりなのに、いつもとは別の方向で目立ってしまった……）

　頑張れば頑張る程、裏目に出ている気がする。

　溜息を吐きながら学生食堂カンティーヌへ向かう。

　今までのデュ・バリー夫人は、使用人に作らせた豪華な弁当を持ってくるか、昼まで学園に居ないのが主だった。極力目立ちたくない私は、学園内にあるカフェ風のカンティーヌへやって来た。本日のランチは、一般生徒と同じようにとるのだ。

（――今度こそ、目立たず、地味なランチタイムを過ごしてやる……！）

　しかし、そんな私の決意は呆気なく崩れ去る。

　カンティーヌに入るなり、「あのデュ・バリー夫人が、一般生徒用のカンティーヌに!?」とカンティーヌ内がザワめき出した。顔にこそ出さなかったが、自分が選択ミスを犯したことは理解した。

　会計の列に並ぼうとした瞬間、モーセの海割れのように生徒達が左右に避けていく。

（これは……）

「あの、私も皆さんと一緒に並びますが……？」

　近くに居た生徒達に、引き攣り笑いを浮かべながら言ってみるが、皆、青い顔をブンブン！　と左右に振る。

「そんな！　あなた様を並ばせたら学園長にお叱りを受けますわ！」

「どうぞどうぞ！　遠慮なく！」

「…………」

「なんだか申し訳ない……」と思いつつ、サンドイッチとカフェ・ノワゼットなるものを購入し、そそくさと外のテラス席へ出た。

（本格的に困ったわ。カンティーヌに来ただけで目立ってしまうなんて……）

　今までの悪行と、この隠しても隠し切れない美貌のことを考えるに仕方がないことなのかもしれないが、青色吐息は止まらない。

　私は虚うつろな瞳でサンドイッチを一口口に含み――そして目を見開いた。

「お、美味しい……！」

　流石は世界三大料理の冠に輝く、フランス料理。適当にバケットにレタスを敷いて、玉ねぎ、ハムをのせただけのサンドイッチまで、こんなに美味しいなんて。

　ソースは手作りマオンのソースマヨネーズとマスタードを混ぜたものだろうか？　このソースがシンプルでありながら、素材の味を活かした豊かな味わいに仕上げている。

（なに？　なんでこんなに美味しいの？）

　真剣に玩がん味みしている私の頭の中に、デュ・バリー夫人の知識が頭に浮かぶ。

（このマイルドな酸味はブラックマスタード。マスタードシードを擂すり潰し、発酵前のぶどう果汁を加え、ペースト状にしたもの。マオンマヨ・ネーズはトリュフマヨネーズね）

　凄い。阿部マリアはトリュフなんて生涯食べたこともなかったのに、今の私はトリュフの味を知っている。恐るべしデュ・バリー夫人。恐るべし異世界転生。

　ただひとつだけ。サンドイッチのバケットだけが、デュ・バリー夫人の知識を持ってしても分からなかった。

（なんだか懐かしい味がするわ。どこかで食べたことがあるような気がするんだけど……）

　フランスパンらしくとても硬いパンなのだが、中に雑ざっ穀こくかなにかのようなものや、木の実のようなものが入っている。とても歯ごたえがあって香ばしいが、独特のクセのようなものがある。しかしながらそのクセが、サンドイッチのいいアクセントになっていた。

（なんのパンだろう）

　パンだけ千切って、じっくり味わってみる。……この麦は、ライ麦を使ったパンだろうか？　いや、違うような気もする。あと少しで、思い出しそうで思い出せない。……こうなると、無性に気になってくるもので。

（また食べたいし、名前だけ聞いておこう）

　サンドイッチから顔を上げて辺りを見回してみる。すると、テラス席の入口でこちらを恐々見守っている生徒の中に、コックらしき男がふたり混ざっているのが目に入った。

「馬場の花壇の隙間にこっそり埋めてたコンフリーが、そろそろ摘み頃でさ」

「コンフリー？」

「サラダに入れると美味しいし、花も散らすと映えるから生徒受けもいいだろうなって。明日採ってこようかな」

「じゃあ明日のサラダは、コンフリーのサラダか」

「いや、サラダは別の野菜の入荷があるから、ソテーに混ぜるとか。まだそんなに量はないから、特別限定メニューで出そう」

　ふたりが雑談している話の内容に、思わず顔を顰しかめてしまった。

（コンフリーを花壇に埋めるなんて……）

　最悪だ。繁殖力が旺盛なあの草は、地下茎を伸ばし、周りの植物を全て駆逐しかねない。

　暖かくなると、コンフリーはひょうたんのような形の花を咲かせる。観賞用としての人気の高い花ではあるが、植える場所は重々気を付けなければ――。

（って、ちょっと待って。今なんて言った……？）

　――ふたりの会話には、聞き捨てならない言葉があった。

（コンフリーを食べる……？）

　コンフリーとは、抗アレルギー作用や創傷治癒作用など様々な効能のある薬用植物だ。日本でも、少し前までは健康食品として人気があり、天ぷらなどにして食べられていた。

　しかし、コンフリーに含まれるピロリジジンアルカロイドが、肝障害を引き起こす恐れがあるということが分かったので、二〇〇四年以降、日本では摂食禁止になっている。

（そうか。この時代のフランスでは、コンフリーを食べるんだ……）

　この世界では、サラダを食べる時は気を付けた方がよさそうだ。

　米国ハーブ製品協会の勧告を思い出す。確か、年間に四～六週間以上継続してコンフリーを摂取してはならなかったはずだ。時折、少量であれば問題ないだろうが、毎日学食のサラダに出て来たら重篤な健康被害が発生する恐れがある。

　そんなことを考えながらふたりのコックを見ていると、偶然、目が合った。丁度いいと思い片手を挙げる。

「そこのあなた達、このサンドイッチを作った人を呼んできて」

「ひえっ!?」

「は、はい！」

　首を絞められた鶏のような声で返事をして、ふたりのコックは奥に消えた。

（そんなに怖がらなくても……）

　これから少しでも名誉挽回出来ればいいのだけれど……と思いながら、私はサンドイッチと一緒に購入したカフェ・ノワゼットを手に取った。

　私も驚いたが――カフェ・ノワゼットは、現代のコーヒーショップにあるような、お洒落なテイクアウト用紙コップに注がれて売買されていた。確か名前は、トラベラーリットだったか。ご丁寧にカップスリーブまで付いている。

　普通に考えてみれば、この時代にこんなものがあるわけがないのだが――ここは乙女ゲームの世界だ。恐らくこれは、乙女ゲームの世界ならではの舞台装置といったところなのだろう。ガチの十八世紀フランスの世界を舞台にしても、一部の歴史オタしか入り込めない。幅広い世代の幅広い層に受け入れられるように、ゲーム内では、プレイヤーが普段使っているような馴染み深いアイテムや、流行語も使われている。このカンティーヌもその一部だ。探せば珈琲タンブラー辺りもあるかもしれない。

　カチリ。トラベラーリットの開閉式の飲み口を開けると、白い湯気とともに、珈琲豆の匂いが溢れ出す。

　デュ・バリー夫人の知識によると、このカフェ・ノワゼットというものはミルク入りのエスプレッソらしい。

（エスプレッソ、ブラックより苦いし苦手なんだよなあ……）

　しかし折角買ったのだ。飲まないのは勿もっ体たいない。

　恐る恐る口に含む。……またしてもというべきか。私は次の瞬間、感嘆の息を漏らしていた。

「こっちも美味しい……」

　豆はどこ産のものを使っているのだろうか？　阿部マリアは珈琲の酸味と苦味がどうも苦手だったのだが、これは豆がいいのだろうか？　負の要素だったそのふたつが、程よいアクセントとなり、すっきりした後味まで演出している。飲み干してもなお口に残るその余韻は、極細挽きにして焙ばい煎せんしたエスプレッソ豆の旨味だけを引き出した深いコクと、濃厚なミルクのマリアージュ。

　朝、ザモルが煎れてくれた珈琲を飲まなかったことが悔やまれる。食欲がなくて寮の朝ご飯も食べてこなかったが、ちゃんと食べてくればよかった。これは寮の食事もかなり期待出来そうだ。

　思い返せば、阿部マリア時代は長らくコンビニ弁当続きだった。

　なんでこんなことになったのか分からないが、こんな美味しいご飯を三食食べられるのならば、むしろ願ったり叶ったりかもしれない。

　あまりの美味しさに感銘を受け、一口一口、味わって食べていると――

「お、おい、お前が作ったんだからお前が責任取れよ！」

「そうだそうだ！　俺はレタスを千切っただけだからな！」

　どうやらコックがやって来たようだ。

　年若い赤毛のコックが、同僚達に背中を押され、私の前に突き出される。

　頬にそばかすが浮いたその顔は、まだ幼い。恐らくマリーと同じか、少し下くらいの年齢だろう。彼は、明日世界が終わると告げられた人間のような、絶望的な顔をしていた。

「お初にお目にかかります、学園の女主人ノートルダム。あのサンドイッチを作ったブリア＝サヴァランにございます」

「あなたがこのサンドイッチを作ったのね」

「ああ、貴女のような高貴なお方に、あのようなものを食べさせてしまったこと、心からお詫び申し上げます。どうか、どうかご容赦ください！　どうか、首だけは刎はねないで――」

「ちょ、ちょっと待って！　首なんて刎ねないわよ！」

「え？」

「美味しかったと伝えたかっただけなの！」

「さ、左様でございましたか」

　私の言葉に、ブリアはほっと安堵の息を吐く。彼の目には涙のようなものが滲んでいた。

　ブリアを突き出した同僚達も、彼の後ろでほっと胸を撫で下ろしている。

「あと、サンドイッチのバケットが、今まで食べたことがない味だったから質問したかったの。これはなんの麦を挽いて作ったパンなの？　普通の小麦粉とは違うわよね？」

「あ、ああ……終わった……」

「これはギロチンコースか……」

「母よ、先立つ親不孝をお許しください……」

　またしても床に泣き崩れるコック達に、私は慌てて席を立つ。

「ちょっと！　もう、さっきからなんなの？」

　これでは、私が彼等をいびっているようにしか見えない。

　いつの間にか、テラス席の窓側には小さなギャラリーが出来ている。野次馬達の視線から覆い隠すようにして、彼等の横に跪き、顔を覗き込む。

「絶対に怒らないと神に誓うから、詳しく話して」

　強めに言うと、ブリアは喉を詰まらせ、震え声で話し始めた。

「あのバケットは、二等小麦で作ったものなのです」

　初めて聞く言葉だった。「二等小麦とは？」と質問すると、教会で懺ざん悔げする罪人のような顔で、コック達が話を続ける。

「小麦というものは、中心にいく程白くて、甘いのです。これを一等小麦といいます。王族や高位貴族の方々が、普段お召し上がりになっているパンがそれです」

「一等小麦の外側の、茶色く、雑味が多いものを二等小麦といいます。二等小麦は、小麦の甘みもなければ粘り気もなく、味にクセがあり、パサパサした触感をしております。下級貴族や市井の者達の口に入るもので……ノートルダムのような高貴なお方が、お召し上がりになるようなものではなく……」

　なるほど。彼等がさっきから震えている理由が分かった。

（それにしても、そんなこと気にしなくていいのに……）

　顎に手を当て唸る。

　これはデュ・バリー夫人のイメージ払拭に、大分時間がかかりそうだ。

「では、あのバケットの中に入っていたナッツのようなものはなに？　木の実？　雑穀？」

「本当に、お叱りになりませんか？」

「首、刎ねません……？」

「くどい！　大丈夫だって言っているでしょう！」

　思わず声を荒らげると、コック達は泣き顔をへにゃりと歪めて笑った。

「……飢えた農夫達が、雑穀を混ぜたパンを食べ、空腹感を満たしているのはご存知ですか？」

「ええ」

「あれはその、どんぐりのパンです。どんぐりのアクを抜いて、雑穀と混ぜて、焼いたものです」

　どうやら、あの野性味ある味クセはドングリのものだったらしい。納得した。

（道理で懐かしい味がするわけだわ）

　幼少時代、貧しい生活を余儀なくされていた頃のデュ・バリー夫人が食べたパンなのだろう。

　そして阿部マリアのほうも、何度かどんぐりとおからのクッキーを食べたことがある。

　縄文時代、日本でもどんぐりは主食だった。稲作が始まり、米が主食になってからも、どんぐりは飢き餓がや食糧難に備える非常食として重宝された。フランスでもそうだったのかと思うと、なんだか（元）日本人的にちょっぴり嬉しいものがある。

「どんぐりのパンか、美容によさそうね」

「え？」

「いや、美容によさそうだなって」

　どんぐりは栄養価が高く、ミネラルやビタミンが豊富に含まれている。抗酸化作用やデトックス効果まである。

　私が食べたことがあるどんぐりとおからのクッキーもダイエット食だ。

（こちらは食べる前に死んでしまったが）元の世界の一部のダイエッターや韓流好きには、韓国料理のどんぐり寒天トトリムックも人気だった。満腹感を与える反面、カロリーが低く、脂肪吸収抑制効果のあるどんぐりはとても素晴らしいダイエット食なのだ。

（これは毎日食べたいわ）

　ただでさえフランス料理は脂っこいものが多い。

　カンティーヌの本日のおすすめメニューも、豚の背脂とそら豆のポタージュ、仔牛の頭肉のゼリー寄せ～ラヴィゴットソース～、ローストポークのマオン・ネーズ風味など、胃もたれしそうなメニューが並んでいた。

　普通に食べていたら、あっという間にコルセットが苦しくなってしまいそうだ。

　余談だが、カンティーヌのメニューで一番ライトなものがサンドイッチだった。

「あなた――ブリア＝サヴァランでしたっけ？」

「は、はい！」

「あなた達、どんぐりを使った料理には詳しいの？」

「はい？　ええ、まあ……ここのパンは、半分以上、どんぐりのパンを使っているので」

「毎日食べてるしな」

　顔を見合わせ頷き合うブリア達に、しめしめと思う。

「今日の放課後、時間はある？」

「ありますけど」

「よかった。じゃあ、少し私に付き合ってくれない？　作ってみたい料理があるの」

「ノートルダム自らが、お料理をなさるのですか？」

「ええ、ここの厨房も借りられるかしら？」

「ノートルダムのご用命なら、喜んで」

「そもそもこの学園自体が、学園の女主人ノートルダムのもののようなものですし」

「なにか用意しておくべきものはございますか？」

「そうね……」

　私は彼等にちょっとしたお使いを頼むことにした。お礼に金貨を握らせると、頑なに受け取りを拒否されたが、対価は対価だ。しっかり受け取ってもらった。

　額が少々、多かったのだろう。「いただきすぎなので……」と、ブリアがもうひとつ、サンドイッチを持ってきてくれた。こちらはローストビーフのサンドイッチだった。ありがたく頂戴することにした。

（放課後が楽しみね）

　そんなことを思いながら、濃厚な赤ワインのソースが絡み合うローストビーフサンドに舌鼓打っていたその時だった。

「こんなところで食事だなんて。いったいどういう風の吹き回しですか？　ジャンヌ様」

　一瞬誰のことだ？　と思ったが私のことだった。デュ・バリー夫人の本名だ。

　私の中でデュ・バリー夫人は〝悪役令嬢デュ・バリー夫人〟だし、この世界に来てからずっとバリーの愛称で呼ばれている。学園内で、生徒達にこの名前で呼ばれることはまずないので、反応が遅れてしまった。

「ごきげんよう、いい天気ね」

　咳払いをして誤魔化しながら顔を上げる。

　驚きょう愕がくの表情で、私の向かい席に座る男子生徒の名前はシャルル＝アンリ・サンソン。

　ベル学の医学部に通うエリートでありながら、死刑執行人という裏の顔を持つ男であり、デュ・バリー夫人の恋人その一――いや、パシリその一である。

　史実でもデュ・バリー夫人とは恋人関係だったが、晩年の彼女やマリー・アントワネットを手にかけた処刑人でもある。

　灰銀色アッシュグレーの髪の長身の美青年だが、どこか影があるのは、やはりその死刑執行人というキャラクター性故だろうか。他のキャラクターと区別化するように、死神っぽい黒のマントまで羽織っている。そんな特殊な家の生まれなので、アンリはアンリ・サン・テグジュペリという偽名を使って通っている。

（そうだ。シャルル＝アンリ・サンソンって、確か……）

　ゲームのギロチンエンドでは、彼に殺されることを思い出し、頬に緊張が走る。

「『こんなところのバケットなんて、豚の餌にもならないわ！』と言っていたのに、いったいどうして？　皆、驚いてますよ」

　彼の目線を追うと、テラス席の窓側にはまたしても野次馬達が集まっていた。

　私の視線に気付くと、生徒達は蜘く蛛もの子を散らすように退散する。

「……私も驚いてる。こんなに美味しいサンドイッチに、そんな罰当たりなことを言っていただなんて」

「俺もリュシリュー先生から話を聞いて驚きました。今日は、真面目に授業を受けていたって聞きましたけど……本当にどうしたんですか？　頭でも打ちました？　それともまたなにかの悪巧みとか？」

　夜道で亡霊にでも出くわしたような顔でこちらを覗き見るアンリに、サンドイッチを食べながら淡々と告げる。

「今日から心を入れ替えることにしたの」

「本気で言ってます？」

「本気も本気、大真面目よ。今日から私、真面目に生きようかと」

「えー……？」

　しばらくアンリは、信じられないといった顔で私を見ていた。

「そういえば髪型とか雰囲気もいつもと大分違いますけど、それもそういうことですか？」

「ええ、イメチェンしたの。変かしら？」

「いや、びっくりしたけど……うん、似合ってますよ。とっても綺麗です」

「ありがとう」

　ひとつ微笑んでみせると、何故か彼は耳まで赤くなる。

　流石はデュ・バリー夫人というべきか。彼女の笑顔の効果は絶大だった。アンリは慌てて私から目を逸らすが、その衝撃で、手に持った珈琲が飲み口から零こぼれる。

「ちょ……大丈夫？　零れてるわよ」

　制服のポケットからハンカチを取り出して、アンリの手を濡らす茶色い液体を拭いてやった。

　アンリは当惑しきった表情で、「ありがとうございます」と言った。

「洗ってお返しいたしますので」

「いいわよ、そんなの」

「そういうわけには……」

「世の男性は、美人にこんな反応をするんだ……」と感慨深く思いながらも、アンリの大おお袈げ裟さなまでの反応には、内心、私も驚いていた。――思い返してみれば、デュ・バリー夫人は、こんな風にパシリ達に微笑みかけたりするような女性ではなかった。申し訳なかった。珈琲もだが、今までのアレな対応も。

「あと、あなたも私のことはジャンヌではなくバリーと呼んで」

「え、ええっ!?　いいのですか？」

「いいわよ」

　ただでさえ通称悪役令嬢デュ・バリー夫人やら学園の女主人、公式愛妾メトレス・アン・テイトルなどの二つ名があるのだ。混乱するので統一してほしい。

　これは元日本人的な感覚なのかもしれないが、ジャンヌという名前と、デュ・バリー夫人は直接的なイメージが繋がり難いのだ。ジャンヌといえば、ジャンヌ・ダルクさんのほうのイメージが強く、そちら様が頭に浮かんでしまうという個人的事情もある。

　アンリはしばらく「そんな、俺のような者が……」とぼそぼそ言っていたが、「いいからバリーと呼んで」と押し通した。

「そ、そうだ。さっき、ザモルにも会ったんです。ザモルが『今日、ジャンヌ様が馬車に乗らずに歩いて通学した』って言っていて――」

「ええ、これからは毎日そうするつもり」

「ええ……？」

　彼はまだ、デュ・バリー夫人の変化についていけないようだった。

　その後も、何故かデュ・バリー夫人と目を合わせず明後日のほうを向いて会話したり、珈琲をまた零しかけたり、なんだか様子がおかしい。

　そんな小間使いの様子に、流石に心配になる。

「ちょっと、さっきからどうしたのよあんた。なんだかおかしいわよ？」

「……おかしいのはジャン……バリー様のほうです」

　そう言って彼は、ポケットから取り出したハンカチで顔の汗を拭く。

「もしかして熱でもある？」

「な、ないです！　ちょ、顔が近い！」

　そういってアンリは、ギャグ漫画のように背をのけぞった。

「うわわっ！」

　勢いあまって椅子ごと後ろに転倒するアンリに、私は眉を潜めて立ち上がる。

「立てる？　あなた、本当に大丈夫？」

　助け起こすと、彼は消え入るような声でもう一度「あなたのほうこそ」と呟いた。

　そういえば今までのデュ・バリー夫人は、彼のことを罵り、蔑み、平手打ちこそすれど、こんな風に労わったり、優しく微笑みかけることはなかった。……稀に、パシリのご褒美に胸の谷間を見せつけたり、背中に胸を押し付けたりすることはあったが。

　アンリからしてみれば、今日のデュ・バリー夫人は本当におかしいのだろう。「確かにそうかしらね」と言って頷くと、彼も同調するようにコクコク何度も頷いた。










３　マリー・アントワネットにルイ十六世!?




　午後の授業は、馬術の授業だった。ファンタジックさこそないが、実に貴族的な授業である。乗馬なんて元の世界でも富裕層の趣味だ。そんなおハイソな趣味とは縁がない人生だった阿部マリアからすると、胸弾む授業だった。

　乗馬服に着替え、馬舎へ向かう私の足取りは軽い。

「馬術の授業まで受けるんですか？　正気ですか？」

　医学部生のアンリは違う校舎のはずだが、何故か彼も馬舎へ向かう私のあとをついてきた。

「正気よ、失礼ね」

「失礼ですが、どこかに頭でもお打ちになりました……？」

　ギロリと睨むと、彼は慌てて言い訳する。

「今までバリー様は、馬舎は動物くさい、馬糞の臭いがすると言って、絶対近寄らなかったじゃないですか」

「…………」

「ベッド以外で汗をかくことは大嫌いなの、が口癖だったし、砂埃にまみれる馬術の授業なんて……」

「……私って、本当に嫌な女だったのね」

　仕方がないこととは言え、少し切なくなった。

「嫌な女だなんて、そんなことは……うん、まあちょっとだけ」

「…………」

　アンリは目を泳がせながら、誤魔化すように笑った。

　ここまで悪いイメージが定着していると、全てを払拭するのは難しいだろう。

　だが、今までの行いを恥じて、反省し、これ以上悪行を重ねない。そのあとは断罪されない程度に、嫌われないようにする――それだけなら、さほど難しくないだろうと思っていた。なにも、学園内でのイメージを聖人や聖女のようなところまで持っていく必要はない。

　しかし、アンリのこの反応。……それすら危ういのかもしれない。気が滅入って来た。

「ご、ごめんなさい。その、俺……」

「いいの、本当のことだから。気にしないで」

「…………」

　どうやら彼は、様子がおかしいデュ・バリー夫人のことを本気で心配しているようだ。

　しかし、ここは乙女ゲームの世界で、私は悪役令嬢デュ・バリー夫人ではなく、阿部マリアという別の人間で――なんて正直に言えるわけがない。言ったらまた別の意味で心配されてしまう。

「うっ……」

　馬舎の前まで行くと、確かに馬特有の動物の臭いと、糞尿の臭いが鼻についた。

「やっぱり無理でしょう？　戻りますか？」

　思わず足を止める私に、アンリは心配そうな顔になるが、私が立ち止まった理由はそれではなかった。

　そこに、あってほしくない顔があったのだ。

（マリー・アントワネット！）

　地味な乗馬服を着込んでも、正ヒロインである彼女の美貌は隠せない。まるでマリーの元にだけ、スポットライトが照らされているようだ。一目で彼女と分かった。

　今日のマリーはとても機嫌がいいようで、自然と零れる笑顔にえくぼが浮かんでいる。

　そういえば、マリー・アントワネットは、毎年ルイ十六世に伴い、狩猟の季節になるとフォンテーヌブローに滞在していたと聞いたことがある。「狩猟をするマリー・アントワネット」なんて絵画も残されている。元々活発な少女だったというフランス王妃をモデルにして作られたこちらのマリーも、十中八九、乗馬が好きなのだろう。とても生き生きとした顔をしており、その表情が彼女の健全な美しさを更に引き立てていた。

「ん？」

（なに……？）

　キラキラ光り輝くエフェクトのようなものを感じ、恐る恐る後ろを振り返る。

　そこには凄せい艶えんの色男がいた。

「乗馬なら私が教えてあげよう。その代わり、今夜私の部屋に来ないかい？」

「やだー、もうっ」

　色男は、軽薄な様子で女生徒達をナンパしている。

　私は、その金髪ロン毛の色男の顔にも見覚えがあった。

　――攻略キャラのひとり、ハンス・アクセル・フォン・フェルセン。

　スウェーデンの名門貴族にて、王室顧問でもあるフェルセン侯爵の息子である。自身も国王グスタフ三世の寵臣であり、長身で、容姿端麗の色男だ。

　一七七四年、フェルセンはパリの仮面舞踏会でマリー・アントワネットと運命的な出会いを果たした――ように見せかけて。その出会いは実は運命的なものではなく、スウェーデンの国益などが絡んでおり、裏では様々な思惑が交差する出会いだった。しかし、ルイ十六世に不満を抱えていたマリーは彼と親密な仲になっていく。マリー・アントワネット没後も彼女のことを愛し続けたという愛の人である。

　そんな男をモデルにして作られたスウェーデンからの留学生フェルセンというキャラクターは、ベル恋の一番人気のキャラだ。

（ま、まずい。マリーにフェルセン……？）

　自分の顔が、どんどん引き攣っていくのを感じた。

（――確か、フェルセンルートにあった。乗馬の授業イベントが……）

　ある日の乗馬の授業で、マリーはフェルセンとペアになる。

　仲睦まじい様子のふたりを、ハンカチを噛みながら見つめる悪役令嬢デュ・バリー夫人。フェルセンに抱き上げられて、馬上に乗せられたマリーを見た悪役令嬢デュ・バリー夫人の嫉妬が爆発する。

　なんとデュ・バリー夫人は馬の前で日傘をさしたのだ。

　馬は大人しく優しい動物だが、大きな身体とは対照的に臆病で繊細な動物である。いきなり開いた傘に驚いた馬は、マリーを乗せたまま暴走してしまう。慌てて他の馬に乗り、フェルセンはマリーを救出する。

『大丈夫だったかい？』

『ええ、あなたのお陰でなんとか』

『ふふ、ならお礼にキスしてほしいな』

『ええっ!?』

『頬でもいいから。……駄目？』

　助けたお礼にフェルセンはマリーにキスをおねだりする。「全く、あなたって人は」と呆れ返るマリーだったが、「もう……」と言って彼の頬に口付けをする。――というラブラブイベントである。

（このままここに居たら、イベントが始まってしまうかも……）

「バリー様？」

「場所が悪いわ、移動しましょう」

　マリーとフェルセンから逃げるようにして、私は馬舎の裏までやって来た。

　ほっと一息吐こうとしたその時――もうひとつ、エフェクトのようなものを感じた。

（ったく、もう！　なんなのよ！）

　半分自や棄けになりながら、バッ！　とそちらを振り返る。

（げっ……）

　――やはりというか、もうひとりいた。

　あまりにも大きいので岩だと思ったが、それは岩ではなく男――大男だった。馬舎の影から、熱い視線をマリーに送っている大男はルイ十六世。ブルボン朝第五代フランス国王だ。

　一七七〇年、長年敵対してきたブルボン家とハプスブルク家の間の和議を結ぶ為、マリー・アントワネットと政略結婚をする。王妃との間には七年間子供が生まれず、ギクシャクした期間もあったが、最終的に四人の子宝に恵まれる。在位中にフランス革命が起こり処刑された。――というかのルイ十六世をモデルにした攻略キャラクターである。

　この王太子、マリールートに入らないととても酷い。……主に容姿が。変装の為、黒縁の丸眼鏡をかけている彼の髪はボサボサだ。肥満体型ではなく全体的に筋肉質なのだが、恐らく制服のサイズが合っていないのだろう。背中を丸めていることもあり、とても太って見える。

　不気味な笑いを浮かべながら馬舎の影からマリーを盗み見ている様子は、ただの陰気なストーカーである。

　とは言っても、ここは乙女ゲームの世界。攻略キャラのひとりであるルイも、元のつくりはいいのだ。ルイルートに入った瞬間、彼はマッチョな美青年へと変身する。

　しかし変身前ということもあり、大分……というか、かなりアレな感じではあるのだが、それでも攻略キャラだからだろうか？　謎のエフェクトのようなものが周囲に漂っている。

「…………」

　ふと、私はあることに気付いて、隣にいるアンリの顔をジッと見つめた。

「……な、なんですか？　俺の顔をジッと見つめて」

　何故か真っ赤になるアンリも彼等に負けず劣らず美形なのだが、モブだからだろうか？　攻略キャラ達のような、謎のキラキラエフェクトはない。

「あんた、美形だけど地味よね」

「本当になんなんですか！　心配してついてきたのに失礼すぎる！」

　憤慨するアンリを無視して、私は考えた。

（マリーだけでも厄介なのに、それにプラスして攻略キャラがふたり……）

　どうやら今回の授業は、一年生のマリー達と合同授業らしい。

　真面目に授業を受けたいと思っていたが、この授業ばかりはバックレたほうがよいのかもしれない。

　彼等と関わると、昨日のように勝手にイベントが始まってしまう可能性がある。

「困ったわ。この授業はサボタージュしましょう」

「はあ!?　これからは真面目に生きるんじゃなかったんですか？」

　アンリが非難の声をあげる。

「そうだけど、なんだか喉が渇いてきたからカフェに行きたいなって」

「気分屋にも程がある！」

「うるさいわね」

　アンリからすれば、デュ・バリー夫人のいつもの気まぐれに見えるのだろう。

　しかし、説明したくても出来ないのだ。勘弁してほしい。

「理由があるの。……説明は出来ないけれど」

「理由、ね」

　彼はなにか考えながら、しばらく私の顔を見つめていたが、はあと溜息を吐く。

「……いいですよ、別にいつものことですし？　喉が渇いたのなら、俺がカリフラワーのポタージュを買ってきてあげますから、バリー様は大人しく授業を受けて待っていてください」

「え？　ちょ、ちょっと待っ……」

　そう言ってプンスカしながら馬舎から校舎に戻ろうとするアンリに、私は喉まで出かかった言葉を呑み込んだ。

（私、カリフラワー苦手なのよね……）

　だが、彼の様子から察するにカリフラワーのポタージュは、デュ・バリー夫人の好物らしい。

　正直、あまり飲みたくないのだが、我慢して飲んでみよう。フランス料理だし、もしかしたら美味しいかもしれない。




　そんなこんなをやっていると、いつの間にか授業が始まってしまっていた。

　ヴォーギュイョン先生曰く、乗馬にはバランス感覚と身体の柔らかさが必要不可欠らしい。特に股関節の柔らかさが大事とのこととで、まずはふたり一組でペアを組んで、ストレッチをするという。

（まずい）

　馬舎の裏でアンリとどうでもいい話をしているうちに、皆、ペアを組んでしまった。

　――ひとり、あぶれてしまった。

（こ、これは……）

　この気まずい空気、知っている。

　阿部マリアがイジメられていた時代の体育の時間。あの時の空気とよく似ている。というか、そのものだ。

　気が付けば、ドクドクと動悸が激しくなり、呼吸が上がっていた。

（どうしよう……）

　ここで仮病を使ったら、大いに目立ってしまう。――そして、ボッチなのでサボったようにしか見えない。

「なんだ？　お前達あまっているのか？　ペアを組め」

　ヴォーギュイョン先生の鶴の一声にドッと脱力する。

　――今回、あぶれていたのは私だけではなかったようだ。

　先生の声に安堵の息を吐くや否や、私の身体に大きな影が落ちる。

「よ、よろしく」

　隣にやって来た男子生徒の顔を見て、またしても私の顔が引き攣った。

（ルイ十六世！）

　攻略キャラ特有のエフェクトできらめかせても、溢れ出る陰キャラオーラのせいか、見るからに鈍くさい性格のせいか、どうやら彼もあぶれたらしい。

　オドオドしながら、彼は握手に手を差し出してきた。

「ぼ、僕はルイ・オーギュス……じゃなかった、ルイ＝カペーです」

　おいおい、本名最後まで言いかけてるぞ。

　この王太子、本当に大丈夫なのだろうか？

「私はマリ＝ジャンヌ・ベキュー・デュ・バリーよ。バリーって呼んで」

　そういう自分は、本名そのままなのかよという突っ込みナシにしてほしい。

　阿部マリア的には、デュ・バリー夫人もなにか偽名らしいものを名乗ったほうがいいのと思うのだが、これが公式設定なのだ。ルイやマリーのように王族ではなく、とりたてて隠すべき身分でもない悪役令嬢デュ・バリー夫人は、本名のままゲームに登場する。

　ぎこちなく微笑みながら、私はルイの手を握った。瞬間、彼はなにかを思い出したような顔で「あっ！」と叫ぶ。

「もしかして、君が例の悪役令嬢デュ・バリー夫じ……ひい！　ご、ごめんなさい！」

　ギリリッ！

　思わず、彼の手を握る手に力が籠ってしまったらしい。

　悲鳴じみた声をあげて謝り倒す王太子殿下に、思わず半眼になる。

　迂う闊かつというかなんというか、気の弱そうな王太子である。

（ん？　なに？）

　ふいに殺気立った視線を感じ、背筋が凍り付く。

　恐る恐る振り返ると、そこには般若の形相で、ルイと握手をする私を睨み付けているマリーがいた。

（なんで……？）

　慌ててルイの手を離す。

　マリーはフェルセンと組み、ストレッチをしながらこちらを睨んでいる。

「はは！　マリーの身体は柔らかいなあ。こっちも柔らかいかな？」

「胸に触れたら殺すわよ」

「わあ、怖い」

　私を睨む目は、女を武器にして生きるデュ・バリー夫人に対する嫌悪感……ではなさそうだ。

　マリーはフェルセンルートに入ったのではないだろうか？

　こちらを睨む瞳は、嫉妬一色だ。

「じゃあ、私達も始めましょうか」

「う、うん」

　彼女達から目を背けながら、私達もストレッチを始めた。

「君、身体かたいね」

「そう？」

「運動不足？　運動不足は万病の元だよ。今はいいけど、肥満に動脈硬化、老化の促進に……ひい！　ごめんなさい！」

　ギロリと睨みをきかせると、彼はまた悲鳴じみた声をあげる。

　本当に一言多い男である。

「でも、どこかで会ったことがあるような……もうちょっとで思い出せそうなのに、思い出せないな」

　ルイに背中を押してもらっていた私の顔が、ギクリとした。

　それはあれだ。君の父親のベッドの中だ。

　デュ・バリー夫人はルイの父親――ベル学の学園長の愛人だ。デュ・バリー夫人の記憶によると、この迂闊な王太子が、何度か最中に寝室にやって来たことがあり、鉢合わせしたことがある。

　なんで国王陛下が、こんなところで学園長なんてやっているんだ？　と私も思う。思うのだが――青春時代を懐かしく思った彼が、学生時代お忍びで通っていたベル学を自分で買い取って、学園長をやっているという設定なのである。

　ちなみに息子のルイ十六世にも、身分の違いなどを抜きにして、楽しい学園生活を送ってほしいという親心から通わせているという設定だ。

「どこだったかな……絶対会ったことがあると思うんだけど」

「き、気のせいじゃない？」

「思い出すなよ……」と思いながら、今度は私が彼のストレッチを手伝った。

「なんで私がこんなナンパ男とペアなのよ！」

「酷いなマリー、私はこんなに君のことを愛しているのに」

「それ！　さっき、他の女の子にも言ってるの聞いたから！」

　向こうではまたマリー達が騒いでいる。

「と、ところで、肥満はね、万病の元で――」

　私はというと、マリー達の会話を他所に、肥満の危険性について話し出した王太子に閉口していた。

　ルイの厚い背中を押していると、ギギギ……！　と、マリーの歯ぎしりの音がこちらまで聞こえるようだった。

（こんな無神経王子とのペアなんて、むしろ譲ってあげたいんですけど！）

　マリーはフェルセンルートに入ったのではないのだろうか？　マリーとフェルセンのほうを盗み見るに、あまりラブな気配は感じられない。

　ストレッチが終わると、次は台に載せた長い丸太の上を歩き、バランス感覚を鍛える運動になった。

　ルイは運動不足についてブチブチ言うだけあって、鍛えているのだろう。見事なバランス感覚だった。

　私はというと、呆気なく丸太から転落した。

「ぎゃあ！」

「っと。だ、大丈夫？」

「え、ええ、ありがとう」

　丸太から落ちた私は、ルイの厚い胸板とヘラクレスのように太い腕に受け止められる。

　ルイの手を借りて丸太の上に戻る。

（勘弁してよ～っ！）

　また、マリーの歯ぎしりが聞こえてきて、どうしようかと思った。

　次は、二年生が一年生に馬への基本的な接し方や、乗馬・下馬の仕方を教えるようにと言われた。

　私が教えるまでもなく、ルイは馬の扱いを心得ており、こちらはすぐに終わってしまった。

　そらそうだ。こちらにおわすお方は仮にもルイ十六世（をモデルにして作られたキャラクター）である。乗馬など、幼い時分から教え込まれているはずだ。彼の趣味は、狩猟と錠前作りと後世にも記録が残されているくらいだ。

「バリー様ー、カリフラワーのポタージュ買ってきましたよー！」

「あら、ありがと」

　アンリが買ってきてくれたカリフラワーのポタージュは、ランチタイムに飲んだカフェ・ノワゼットと同じように、お洒落なテイクアウト用紙カップに入っていた。

　乙女ゲームの仕様に感心しながら、一口ごくりと飲んでみる。

「お、美味しい……！」

　正直、この世界にやって来てから食べたものの中で、一番美味しかった。

　ひんやりとしたスープを口に運んだ瞬間、しっとりとした確かな食感と、みずみずしくも繊細な味わいが広がる。アンチョビの塩味とガーリックチップが絶妙なアクセントとなり、白ワインのまろやかな風味が、濃厚なクリームスープを上品に仕上げていた。

　カリフラワーには、際立った甘さやコクがあるわけではない。あのつぶつぶした花か蕾らいの独特な食感が苦手な人も多いと思う。かくいう私がそうだった。しかしこれなら気にならない。これは美味しい。

　カップを開けると、スープの上には色鮮やかなパセリが散らしてあった。新鮮なパセリの緑色と美しい乳白色のスープのコントラストに感動しながら、スープを目で愛で、舌で愛でる。

（なんて素晴らしいの……）

　パセリと一緒に味わうと、また別の味わいが広がり、自然と恍こう惚こつの溜息のようなものが漏れた。

「本当好きですよね、それ」

「大好きよ」

「こちらの方かたは？」

「これは帆立の出汁かしら……素晴らしいわ……」

「あの、バリー様。こちらの方は？」

　私はこのスープの出汁が気になって仕方ないのだが、アンリは私の隣で所在なげに佇んでいる大男が気になっているらしい。

「今回の授業でペアになった、一年生のルイよ」

「ど、どうも。ルイ＝カペーです」

「酷いですよバリー様、俺以外の男とペアを組むなんて」

「だってあんた、いなかったじゃない」

「でもでも、だってー」

　あっという間になくなってしまったスープの喪失感に打ちひしがれる私を他所に、アンリは子供のように頬を膨らませて、不機嫌さをアピールしていた。美形はこんな顔をしても美しいので凄いと思う。

（アンリはいったい、なにを言っているのかしら）

　そんなことよりももう一杯、カリフラワーのポタージュを買ってきてほしいのだが。

「あ、あ、そういう関係……譲りましょうか……？」

「は？」

　スープに夢中になっており気付くのが遅れたが、オロオロとこちらのやり取りを見守るルイのキラキラエフェクトが増している。

　いったいなにが起こった？　と思えば、ルイは眼鏡を外し、顔の汗を拭いていた。

（黒縁眼鏡が取れてる……？）

「眼鏡は？　もうかけないの？」

「邪魔だからしまったよ。座学の時は必要だけど、元々そんなに目が悪いわけじゃないんだ」

「そう」

「バリー様、ひょっとして今ルイのこと格好いいとか思っちゃいました？　思っちゃいました？」

「もうさっきからなんなのよ、あんた……」

　うるさいったらありゃしない。

　空になった紙コップを当然のように受け取るアンリに、小間使いとしての才能を感じた。しかし彼はルイのことが気になるらしい。まだブーブー言っている。いい加減うるさいので、彼から逃げるようにその場を離れた。

「バリー様ー！」

「しつこい！」

　馬の水を汲みに行こう。……いや、このままこっそり授業を抜け出して、カリフラワーのポタージュを買ってこようか。

　――その時。

「きゃあ！　馬が！」

「！」

　聞き覚えのある声に振り返る。マリーだった。

　彼女の乗った馬が、アンリに向かって暴走している。

（これは……！）

　彼の手元を見て、ハッとする。

　ポタージュが入っていたコップの残り香に、馬が反応したのだろう。

「アンリ！　コップを捨てて！」

「は、はい!?　しかしポイ捨てはよくない……」

「いいから早く！」

「は、はい！」

　私に言われるがまま、アンリがカップを捨てた。――瞬間、馬が前脚を上げる。

「きゃああ！」

　その衝撃で、馬上からマリーが振り落とされた。

　フワッと高く、宙を舞うか細い身体にゾッとする。このスピード、この高さからの落馬は、大怪我――いや、死亡も重々ありえる。

（間に合うか!?）

　ザッ……！

　馬に向かってダッシュをかけていた足で、強く大地を蹴り、高く跳躍する。

　宙で落下していくマリーと指が触れ合ったと思った瞬間、全身に激痛が走った。

「っ……大丈夫？」

　地面に転がり落ちた私の上には、マリーが覆い被さっている。

「え、ええ……って、なんであなたが？」

「えっと、……近くにいたから？」

　彼女の下敷きになりながら、えへへと笑う。

　悪意こそないが、馬の暴走はデュ・バリー夫人のカリフラワーのポタージュだ。

（断罪エンドは勘弁……）

　もうここまで来たら、マリー達と無関係に過ごすのは難しいだろう。

　ならば少しでも媚こびを売っておこう、嫌われるのだけはなんとしてでも避けよう、という作戦だった。

　マリーは驚愕に青い瞳を丸めていたが、自分がデュ・バリー夫人を下敷きにしていることに気付いたらしい。

　私の上から降りると、こちらに手を差し出してくれた。

　差し出された手を握ると、彼女は私を助け起こし、乗馬服についた砂埃を叩く。

「Merci.……私、あなたのことを誤解していたかもしれない」

「いいえ、こちらこそ」

「今日のベルサイユは、いい天気ね」

「そうね」

　暴れ馬をヴォーギュイョン先生達が取り押さえるのを遠目に見ながら、私とマリーは微笑み合う。

（いい感じだ……！）

　折角だから、あの王子とはなんでもないのだとここで誤解を解いておきたい。

「それよりあなた、ルイが好きなの？」

「へ？　な、なんで？」

　こっそり耳打ちすると、彼女は露骨に狼狽うろたえ出す。どうやら顔に出やすいタイプらしい。

「なんでって、見れば分かるわよ」

「やっぱり、あなたも狙っているのね！　ルイはあんなに魅力的な人だもの、あなたも好きになって当然――」

　また敵意溢れる瞳になり、捲し立てるマリーの口元に人差し指をあてて、ストップをかける。

「違うって。あなたの恋路、協力させて」

「な、なんで……？」

（殺されたくないから……とは言えないしなあ）

　数秒考えたあと、私は笑顔で続ける。

「とてもお似合いだと思ったから」

「本当に!?」

　その後、彼女は真っ赤な顔のままボソボソ話し始めた。

「私、彼の素朴な人柄が好きなの。……でも彼は、私のことなんか相手にしてくれなくて」

「そんなことないって！　ルイは照れているだけだと思う！」

「そ、そうかな」

「ええ、応援するわ」

　マリーははにかんで笑ったあと、小さく溜息を吐いた。

「……でも、やっぱり無理だわ」

「何故？」

「私、この国に来て四キロも太ってしまって……」

「そうなの？　全然、そんな風には見えないけれど」

「太ったのよ」

　憂鬱そうに首を左右に振るマリーの言うことは、よく分かる。この国――というか、この学園の食べ物は、極めて高カロリーの食べものが多い。

　四キロ太ったと言ってもほっそりして見えるマリーは、元々、華奢だったのだろう。

「アデライード達とのお茶会で、毎日ケーキを食べているのが原因だということは分かっているんだけどね……断れば角が立つし」

　楽しく過ごしているのだと思っていたが、どうやら取り巻きとの付き合いも大変らしい。

「完璧な身体に戻らないと、彼に告白なんて出来ないわ……」

「…………」

　今にも泣き出してしまいそうな顔のマリーに、近いようで遠い過去、あっという間に過ぎ去った思春期の感情の揺れを思い出す。

　中身はアラサーだが、彼女の気持ちは重々理解出来た。あの頃は一、二キロの体重の増減で気分は天国から地獄に急降下したし、外出も億おっ劫くうになった。前髪を切り損なった日には、仮病を使って学校を休みたいと思ったし、にきびなんて出来ようものなら、世界の終わりのような気分になった。

　今となってみればほんの些細なことだと思うし、なんであんなに気になったのか分からない。私の微妙な変化なんて誰も見ていないし、気にも留めていないのに。

　しかし、この年齢の女子にとってはそれが時に生死を左右するような重大な事件となりえることも、それが世界の全てと言っても過言ではないということも知っている。

　好きな人の記憶の中に一瞬でも残るのなら、完璧な姿でありたい。ベストな体重になってから告白したいという彼女の気持ちは理解出来た。……アラサーの私のほうは、そのままでも十分可愛いぞ！　さっさと告白しちゃいなさいよ！　と言っているが。

「実は私も二キロ太ったの」

　私の急な告白に、彼女は「え？」と顔を上げる。

「一緒にダイエットしない？　ベスト体重に戻ったらルイに告白すればいいわ。私は今のままでも、あなたは十分魅力的だと思うけど」

「あなたって……本当にいい人ね。私、やっぱりあなたのこと、誤解していたわ。私はマリーゴールド・ローズよ、マリーって呼んで」

「私はマリ＝ジャンヌ・ベキュー・デュ・バリーよ、バリーって呼んで」

　マリーゴールドなのかローズなのかどっちなんだ、と内心彼女の偽名に突っ込みを入れながら、改めて自己紹介をする。

「ああ、バリー。では、早速協力してほしいことがあるんだけど」

「なに？　私に出来ることならなんでも言って」

「本当に？　嬉しいわ」

（よしよし、いい感じ）

　マリーと手を取り合い、キャッキャと笑い合いながら――私は内心、ほくそ笑んでいた。

　だてに私も三十二年、生きていない。十数年しか生きていない小娘の攻略なんて、お手のものだ。

（ダイエットと恋こい話ばなで仲良くなって、このまま――）

　――しかし。

「本当になんでも言っていいのね？」

「え？」

　試すような青い瞳に不穏なものを感じた。

「私、本当になんでも言っちゃうわよ？」

（一緒にダイエットするって話よね……？）

　なんだかそれだけではないような。含みを感じた。

「あ、でも、犯罪やお金がかかりすぎることはちょっと……」

「なんでも言っていいって言ったわよね？」

「え、ええ、まあ、言ったけど……」

　グッ……と私の手を握るマリーの手の力が、強いものになっていく。

「なぁに、その顔？　あんなこと言っておいて、本当は、オーストリアの田舎娘なんぞ豚のように醜くブクブク肥えているのがお似合いよ！　って思ってる？」

　光のない暗い瞳で、目を覗き込まれる。呪うような低い声に背筋がゾクッとした。

　――マリーが怖かった。

「ままままままさか！　そんなことあるわけ――」

「それとも、やっぱりあなたもルイのことが好きなの？」

「それはない！　ないです！」

「じゃあ、協力してくれるわよね？」

「…………」

　もしかしたら、私はなにか間違えてしまったのかもしれない。

　そんなほのかな後悔を感じながら、私は引き攣り笑いを浮かべた。

「え、ええ！　喜んで！」

「よかった、私達きっといいお友達になれるわ」

「明日の放課後、魔法薬学の実験室で待ってるわ」と言って微笑むマリーは、大輪の花のように美しい。

　私の学園生活、そして命は本当に大丈夫なのだろうか？

　風に揺れる花壇の青葉を遠目に見ながら、私は軽く現実逃避をした。

（あら、あれが噂のコンフリーなのかしら）

　薔薇の木の下で揺れている小さな蕾つぼみの付いた長卵形の葉には、見覚えがある。きっと、ブリアの同僚のコック達が植えたと話していたものだろう。

　向こうの世界と同じ色形の懐かしい葉に、自然と頬が緩む。

　阿部マリアにとって、コンフリーはとても馴染みの深い植物だ。

　死ぬ直前まで勤務していた薬局の隣家にも、コンフリーが茫ぼう々ぼうと茂っていた。

　時季的にまだ花は咲いていないが、もう少しすれば、茎の頂いただきに集しゅう散さん花か序じょを出し、釣り鐘状の小さな愛らしい花を咲かせるだろう。花の色は私のよく知っている淡紫色や淡紅色だろうか？　それとも違う色だろうか？　こちらの世界のコンフリーの花も、向こうの世界のコンフリーの花と同じ香りがするのだろうか？

（コンフリーか、懐かしいな……）

　思わず目を細める。

　生育旺盛なその花は、毎年、隣家から薬局の敷地内に侵入していた。

　苦情を言おうとしても、隣家の住人は、認知症の疑いのある独居老人だった。どうもこうもないので、例のお局様に命じられた私や、他の薬剤師が、毎年草むしりを命じられていたことを思い出し、暗あん鬱うつたる気分になる。

（嫌なことを思い出した……）

　元の世界のことを思い出しても、これからのことを考えても、思考が暗くなっていくので、それから私はしばらくコンフリーのことだけを考え続けた。

（そういえば、なんだっけ。コンフリーによく似た薬用植物があったような……毒のある奴）

　思い出せそうで思い出せない。……まあ、いいか。

　――マリーの敵意は（多分）消えたが、なんだかよく分からない展開になってしまった。










４　どんぐりとライ麦粉で庶民派アピール!?




　その後は特にハプニングらしいハプニングもなく、無事、午後の授業が終了した。

　今日一日、真面目に授業を受けて思ったが、元薬剤師的に魔法薬学の授業が一番楽しかった。……ショワズール先生にはとても嫌われているが。

（もっとこの世界の薬学について、勉強したい）

　やはり私は薬学が好きなのだろう。

　漠然とだが、ベル学を卒業したあとは、こちらの薬くす師しという職業に就いて身を立てたいと思った。もしくは研究職に就きたい。愛人業は廃業したい。まだ先は見えないけれど、そんな薄らぼんやりとした目標が出来た。

（まずはどうやって学園長達を拒みながら、卒業するかよね……）

　阿部マリアの倫理観が、老人と寝て金銭を得ることをよしとはしない。デュ・バリー夫人がジャンの客や学園長達と寝ていた時の記憶はあるが――正直、アレを自分に出来るとも思えない。何故なら、授業中、偶然目が合ったリシュリュー先生に投げキッスされただけで卒倒するかと思ったくらいなのだ。

　――とても長い一日だった。

　授業の終わりを告げる鐘の音と、生徒達の明るい笑い声。放課後のこの解放感で溢れる雰囲気は、こちらの世界でも同じようだ。

　懐かしい解放感に浸りながら、私はカンティーヌへ続く廊下を歩いていた。

「鞄、お持ちいたしますよ」

「ありがとう」

「お疲れのようですね」

「まあね……」

　私が疲れていることに気付いたのだろう。隣を歩くアンリが私の鞄を持ってくれた。

　この男、根っからの下僕体質なのかもしれない。なにかと世話焼きだ。いや、助かってはいるのだが。

「今日はもう帰って、ゆっくりなさってください」

「約束があるの。カンティーヌへ向かうわ」

「カンティーヌですか？　誰と食事の約束をしたんです？　俺もついていっていいですか？」

「ん？　ええ、ブリア達と……」

　アンリの問いかけに生返事で答えながら、溜息を吐く。

『明日の放課後、魔法薬学の実験室で待ってるわ』

『え、ええ』

『きっと来てね。世界が滅びても絶対来てね、約束だからね』

『ええ、きっと……』

　マリーとの約束を思い出した瞬間、ドッと疲労感が込み上げてきた。

（明日、魔法薬学の実験室でなにをするのかしら……）

　誰かを呪い殺すのだろうか？　なんだかそんな雰囲気だった。

　悪事の片棒を担がされるのは勘弁願いたい。極力面倒ごとは避けたいが、断ってまたマリーの反感を買ってしまったら、更に面倒くさいこと――断罪エンドが待っている。

　今はマリーの「協力してほしいこと」とやらが穏便な内容であることを願うことしか出来ないが――恐ろしいことにあのマリーさん、どうやらすこぶる気が短いようだ。短いやり取りの中で、ヤンデレの気質も感じられた。思い込みや勘違いで、人を殺めてしまいそうな危うさもある。

（先が思いやられるわ……）

　ヒロインなのだからもっと大らかに、生きてほしいものである。

　思い込んで先走るのは、ある意味ヒロインキャラの専売特許のようなものではあるが……その手のスキルは恋愛方面オンリーで、ヒーローの前でのみ発動願いたい。後生だから。

「ブリア？　その男とも仲がよろしいのですか？　どのような仲なんですか？　まさか、その男とも肉体関係も……」

「ええ、まあ……」

「なんですって!?」

　アンリの大声に、我に返る。

　考えごとをしながら適当に相槌を打って歩いていたら、あっという間にカンティーヌ前だった。

「あらアンリ、あなたまだいたの？」

「相変わらず酷い人ですね……」

「アンリったら、なにを怒っているの？」

「もういいですって」

「…………」

（私、なにか言ったかしら……？）

　なんだかこの男、機嫌を損ねている。

　気付けば普通に接していたが――不機嫌そうに唇を尖らせるこの男が、ギロチンエンドではデュ・バリー夫人を殺す男だということを忘れてはいけない。

　なにを怒っているのか分からないが、あまり彼の機嫌を損ねないほうがいいだろう。

（よし）

「鞄、重かったでしょう？　いつもありがとう。あなたには本当に感謝しているわ」

　そう言って微笑むと、アンリは驚愕に目を見開いたあと、「あああああ、もう、この人は！」と言って額に手を当てた。

　手で隠れている顔が赤かった。

　この男、なんだか思った以上にちょろい感じはするが――それだけ、デュ・バリー夫人が美しいからだろう。つくづく、美人という生き物はお得だ。

　アンリには労うことを忘れずに、普通に接していれば問題ないだろう。なんとなく。

　この男の場合、もしなにかあっても、デュ・バリー夫人の笑顔でなんとかなってしまいそうな感はある。

　モデルになったシャルル＝アンリ・サンソン自身も、死刑執行人という立場でありながら熱心な死刑廃止論者だったと言われている。心優しい彼は、何度も死刑廃止の嘆願書を提出していたそうだ。皮肉なことに、それは彼の生涯実現することはなく、彼は二千七百人の人間を処刑し、人類史上二番目に死刑に立ち会った男として名を遺してしまうのだが。

（もし断罪エンドになったとしても、見逃してもらえるくらい仲良くなっておきたいところね……）

　生き残る為には使えるものはなんだって使ってやる。それこそデュ・バリー夫人の美貌だって。

「男と食事の待ち合わせをしているのでは？」

　カンティーヌに入らず、裏手に回る私に彼は言う。

「いいえ、厨房で待ち合わせているのよ」

「厨房？」

　カンティーヌの建物の裏手に回ると、生々しい緑の匂いがした。芝を刈り終えた直後なのだろう。

　しかしその匂いはすぐに、換気口から流れる香ばしいバターの香りに掻き消される。

「ごきげんよう」

　ガチャッ！

　裏手にある、従業員用のドアを手にかける。

「いらっしゃいませ、学園の女主人」

「お待ちしておりました」

　厨房のドアを開けると、ブリア達が笑顔で出迎えてくれた。

「どの男だ……？」

　何故かアンリが敵てき愾がい心しん溢れる目で、ブリア達に睨みをきかせている。

「ちょっと、今から料理を教えてもらうんだから感じよくしなさいよ」

「料理？」

「そうよ、料理」

「…………」

　呆ぼけた顔をするアンリを無視して、ブリア達に向き直る。

「どう？　お願いしたものは手に入った？」

「ええ、こちらに」

　調理台の上には、市場で買ってきたのであろうどんぐりの実が、ぎっしり麻袋に詰められていた。ざっと五キロといったところか。

　袋の中のものを確認していると、厨房の奥から、ブリアがボウルを持ってきた。

「仰せの通りに、どんぐりの殻と薄皮を剥き、アクを抜いて、細かく砕いて粉状にし、おきましたが……こんな感じで大丈夫でしょうか？」

　ボウルの中の粉をひとつまみ手に取ってみる。サラサラだ。

「ありがとう、……うん、上出来よ」

　満面の笑みを浮かべると、彼らはほっと一息吐いた。

　昼間よりは緊張や恐怖の色は薄れているようだが、それでもまだ、彼等の頬は若干強張っている。

「ライ麦粉、砂糖、塩、オリーブオイル、鶏卵は？」

「こちらにございます」

「不要かとも思いましたが、一応、エプロンも用意しておきました」

「助かるわ、ありがとう」

　こちらも街でわざわざ買ってきてくれたのだろう。ありがたく思いながら、エプロン紐を腕に通す。

「よし。では、作りますか」

「なにを作るんですか？」

　どうやらこちらは、コック用の制服を借りたらしい。暢のん気きな顔で、白いコック服のボタンを留めるアンリに、私は顔を顰めた。

「というか、なんであんたもそんなの着てるのよ？」

「いやぁ、折角なので俺もバリー様とご一緒したいな、なんて」

　そもそも、何故この男もついてきたのか。……まあ、別にいいけれど。

「あなたも料理に興味があったのね、知らなかったわ」

「うーん、確かに料理にも興味はあるんですが……まあ、今日のところはそういうことにしておきましょうか」

「はあ？」

　アンリは意味深な表情で笑ったあと、私の手元を覗き込む。

「ところで、どんぐりの粉でいったいなにを作るのですか？」

「ダイエットメニューよ」

「ダイエットメニュー？」

　私の答えに、男達は顔の脇にクエスチョンマークを浮かべた。

「ダイエット？　もしや、学園の女主人様が……ですか？」

「そうよ」

「全く必要ないと思いますが……」

　アンリがそう言うと、ブリア達はうんうんと首を縦に振る。

　男である彼等には分からないだろうが、どの世界でも――たとえ、乙女ゲームの世界でも、ダイエットとは全女性の永遠のテーマだ。

　マリーとの会話の中でもちらりと話した二キロ増の話は、嘘から出た実ではなく真実だった。

　――実は、デュ・バリー夫人は太りやすい体質だった。

　自分自身が商品で、美が収入に直結するデュ・バリー夫人の身の上を考えれば、ダイエットはライフワークと言っても過言ではない。

　学園長の愛妾になり、きらびやかな世界で、贅を尽くした生活を送りながらも、デュ・バリー夫人は人知れず苦心していた。

　日に日にきつくなっていくコルセット。――飽ほう食しょくの悪夢である。

　デュ・バリー夫人も、今まで太らないように細心の注意を払って生きてきた。しかし、何度も言うように、この学園のメニューは高カロリー食ばかりなのだ。お国柄、仕方がないのかもしれないが、朝からケーキが出てくる。

　かくいう私も今、この瞬間、自身の胴体をきつく戒いましめる忌いま々いましいコルセットに苦しんでいる。

　エプロンの紐が解けたので結び直すと、デュ・バリー夫人のメリハリボディーが浮き彫りになる。

　アンリ達の言う通り、デュ・バリー夫人のプロポーションは、端から見れば問題ないどころか文句の付けようがない。マリーと同じだ。

　本人達が気にしているだけで、ふたりのスタイルは国宝クラスだ。コルセットが少しきついと言っても、一、二キロなんて、誤差の範囲でしかない。

　――しかし、その一、二キロの油断が命取りになる、

　同じ女として、彼女の完璧な肉体に感心するのと同時に、「守りたい、この完璧なスタイル」と思う。

　どんぐりのパンの話を聞いた時、「これで、低カロリーのクッキーが作れるんじゃ……？」と思った。

　しかし、学園長がデュ・バリー夫人だけの為に寮に派遣してくれた料理人達に頼むわけにはいかない。彼等に任せれば、きっと、一等小麦や最高級バターを使った、とてもとても豪華で美味しい――高カロリーのクッキーが出てくるだろう。

　デュ・バリー夫人が、貧しい者達が食べているパンやどんぐりを食べたいと言ったら、きっとまた騒ぎになる。もしかしたら病気を疑われるかもしれない。

　それなら、自分で材料を集めて自分で作ったほうが早いと思った。

　沢山作って、マリーにもおすそわけすればいい。




　――そういうわけで。

　まずはブリア達に、小麦粉代わりに買ってきてもらったライ麦粉だ。

　ヨーロッパでは、長らく、小麦で作った柔らかい白パンは上等で、ライ麦パンや黒パンは下等という価値観が浸透していた。先程のブリア達の反応を見るに、その価値観はこのゲーム内にも適用されている。

　しかしだ。現代からやって来た私は、近年、カロリーと糖質が低く、グルテンフリーのライ麦パンが注目されていたことを知っている。

　ライ麦パンは他のパンと比べてとても硬く、噛み応えがある。その為、満腹中枢が刺激され、少量でも満足感も得ることが出来る優れたダイエット食品なのだ。更にライ麦粉は、小麦粉よりもタンパク質、カルシウム、カリウム、マグネシウム、鉄、亜鉛、食物繊維などが豊富に含まれている。腸内環境改善やデトックスにもうってつけだ。

　そんなライ麦とダイエット効果の高いどんぐりの組み合わせに、（元）日本人の私は雑穀米を思い出さずにはいられなかった。昔「貧乏人は麦飯を食え」と言った偉い人がいたが、結局はあれも白米が高価だったからだ。しかし、近年、雑穀米はビタミンやミネラルなどが豊富で、ダイエット効果が高く美容にもいいと注目されている。

　現代人の私はそこに着想を得た。

　ライ麦とどんぐり粉を使って、クッキーを焼けば、簡単、最強のダイエットクッキーを作れるのではないか？　と。

「ライ麦粉、砂糖、塩を混ぜ、ふるいにかけて……っと」

「なんか、クッキーでも作るみたいですね」

「その通りよ。ライ麦とどんぐりのクッキーを作っているんだもの」

「庶民の食べ物じゃないですか」

「それがいいのよ」

　なにか言いたそうなブリア達――「この人、本当にどうしちゃったんですか？」という視線に、アンリは「俺も全く分からないんです」とでも言うように、肩を竦める。

「本当にどうしちゃったんですか、バリー様……」

「言ったじゃない、イメチェンするんだって」

「あ、クッキーを焼くなら、オーブンの用意をしておきますね！」

「じゃあオレは薪を用意してきます！」

「よろしく頼むわ」




　――一時間後。

　ライ麦の焼ける香ばしい匂いとともに、オーブンの蓋が開かれる。

「おおー！」

「美味しそう！」

　こんがり焼き上がったクッキーに、私達は歓声をあげた。本当にいい匂いだ。

「ぼく達も味見してみていいですか？」

「もちろんよ」

「美味しい」

「あ、本当だ！　美味しい！」

「焼きたてなのを差し引いても美味しいですね」

「この独特の風味、クセになりますね」

「ええ、まあまあね」

（改良の余地はあるけれど）

　バターの代わりにオリーブ油を使い、砂糖少なめで作ったが味は悪くない。豆乳やおから粉も手に入れることが出来れば、もっとそれっぽいクッキーを作ることが出来るかもしれない。

「第二弾も焼き上がりましたよー！」

「こちらは砂糖ではなく蜂蜜で、薄力粉も混ぜて作ったものね」

「あ、こっちのほうが食べやすいです」

「皆さん、山羊のミルクで作ったクッキーも焼き上がりましたよ！」

「おお、これはこれで」

「これ、すぐにお腹いっぱいになりますね。量が食べられません」

「それなら、大成功だわ」

「流石です、バリー様」

「皆、今日は協力してくれてありがとう。この調子でどんぐり珈琲、どんぐり豆腐、どんぐり餅、どんぐり団子などのレシピも開発していきたいところなんだけど、是非、あなた達にも協力を……って、ブリア？」

　ブリアの反応がない。

　振り返るとブリアはクッキーの最初の一口を頬張ったまま、固まっていた。

「ごめんなさい、お口に合いませんでした……？　も、もしくは生焼けだったとか……？」

　俯いている顔を覗き込むと、彼はゆっくり頭を振ったあと、顔を上げる。

　目尻に涙を浮かべ、フルフルと震えるブリアの様子に不安になる。彼は感極まった様子で呟いた。

「……〝新しい一皿の料理の発見は、人類の幸福にとって、ひとつの星の発見よりも、より有効なものである〟」

「はへ？」

「素晴らしい！　学園の女主人！　いいえ、敬愛の念を込めて、バリー様と呼ばせていただいても!?」

「ど、どうぞ、遠慮なく……？」

「バリー様、遠慮しましょうよ！　出会って間もないのに、この男！　ズルすぎます！」

　ブリアは抗議の声をあげるアンリを無視して、私の手を握る。

「常々、思っていたんです。……〝ヒトを肥満にさせるのは、日々の食事を構成するデンプン質と小麦粉であり、これに砂糖も組み合わせれば確実に肥満をもたらす〟と！」

「え、ええ……？」

「〝デンプン質・小麦粉由来の全てのものを厳しく節制すれば、肥満を防げるだろう〟と！　ベル学の学生と肥満は切り離せない問題です。是非、レシピ開発に協力させてください！」

「お、オレも！」

「ぼくも！」

「私もです！」

　ブリアに続き「はいはい！」と手を挙げて参加表明するコック達に負けじと、アンリも手を挙げ、名乗り出る。

「俺も忘れないでくださいね、バリー様！」

「え、ええ……」

　なんだかよく分からないが、協力者が増えた。

「とりあえずは、このクッキーの改良に努めましょう」

「まずは試食ですね」

「あ、俺、珈琲でも淹れてきます！」

「助かるわ」

　皆でパクパククッキーを試食していたその時のことだった。

「ちょっと！　このケーキ、クリームの甘みが足りないんだけど！　責任者、出てきなさいよ！」

　怒鳴り散らしながら厨房に入り込んで来た女子生徒に、私達は後ろを振り返る。

「あなたは……」

　聞き覚えのある声だった。ベル学の制服が妙に浮いている生徒だな……と思えば、アデライード王女――学園長の娘で、マリー派のアラフォー女学生だった。

　彼女はデュ・バリー夫人の顔を見るなり、目尻を吊り上げる。

「げげっ！　なんであんたがこんなところにいるのよ!?」

「なんでと言われても……」

「分かったわ、またなにかよからぬことを企んでいるんでしょう!?」

「クッキーを焼いていただけよ」

　正直に答えるが、彼女の目尻はキリキリ吊り上がっていく。

「まさか……そのクッキーに毒を盛ってお父様を暗殺し、財産を独り占めしようとしていたとか！」

「これ、自分用に開発していたダイエットクッキーなんだけど」

　アンリ達に目配せをすると、彼等もうんうんと頷く。

「俺達も食べてますけど、毒なんて入ってませんよ」

「あ、もう一枚いいっすか？」

「どうぞどうぞ」

「いやあ、この香ばしさ、たまらんですね」

　奪い合うようにポリポリ食べているブリア達の様子に、アデライードは毒が入っていないことは理解したらしい。

「クッ……なんだか美味しそうじゃないの！　わたくしにも一枚よこしなさいよ！」

「その態度で、なんで貰えると思った？」

　思わず漏れてしまった本音に、アデライードは顔を真っ赤にして地団駄を踏む。

「キイィッ！　なんですってぇっ!?　なんて底意地の悪い女なの！」

「そう言われても……」

　私は目を泳がせながら考えた。

　私はだてに生きていないので知っている。この手の人間の場合、クッキーをあげてもあげなくても面倒くさいことになる。

（あげたほうがいい？　いいえ、あげないほうがいいか……？）

　アデライードのような人間――私を失脚させようと躍起になっている人間にとって、このクッキー程使い勝手のいいアイテムはないだろう。このクッキーは、様々な意味で発展途上の未完成品だ。文句の付けどころが沢山ある。……まあ、彼女の場合は、一流素材で作った完璧なものでも毒を入れられたなど、因縁を付けてくるだろうが。

（面倒なことになったわ）

　アデライードの対応に悩んでいると、キラキラ眩しい、独特のエフェクトとともにひとりの美少女が厨房に現れた。シャランラと謎の効果音までした。

「アデライード、なにを騒いでいるの？」

　見覚えのあるエフェクトだと思ったら、マリーのヒロインエフェクトだった。

「マリー様！　この毒婦がなにやら怪しい企てを……」

　唾を飛ばしながら叫ぶアデライードを押しのけて、マリーはパア！　と顔を輝かせながら私の前までやって来た。

「あら、バリーじゃない！　こんなところで会うなんて奇遇ね、ごきげんよう！」

「ごきげんよう、マリー」

　笑顔で挨拶を交わし合う私達を見て、アデライードは眉間に皺を寄せる。

「なんでなんで？　嘘でしょう？　マリー様、いつこの女と親しくなったのですか？」

「バリーとは午後の合同授業で一緒だったの。話してみたら噂と違って、とても感じのよい方だったから」

（マリー……）

　柄にもなくジーンとしてしまった。

　いそいそと焼きたてのクッキーが載った皿を、差し出してみる。

　――マリーがいるなら、きっと大丈夫だろう。

「ダイエット用のクッキーを焼いてみたの。よかったら……」

「フン、クッキーでダイエットなんて出来るワケがないじゃない！」

　想像を裏切らず、アデライードがちゃちゃを入れてきた。

「普通のクッキーならね。このクッキーはバターの代わりにオリーブ油を、小麦粉の代わりにどんぐり粉とライ麦粉を使い、お砂糖は少なめで作ったクッキーなの。普通のクッキーよりカロリーが低くて、腹持ちがいいから、ダイエットにお勧めよ」

「カロリー？」

「とは、なんですか？」

　マリーとアデライードだけではなく、アンリ達まできょとんとした顔になった。

　そうか、この世界ではカロリーでは通じないのか。

「ええっと……難しいことを省略して言っちゃうと、多少、食べすぎても太らなくて、少し食べただけですぐにお腹いっぱいになる魔法のクッキーよ」

「魔法のクッキーですって……？」

　ギリッと奥歯を噛み締めるアデライードの声を、「Très bien!」というマリーの歓声が搔き消した。

「嬉しいわ、バリー！　そんな素晴らしいものを私の為に作ってくれたの!?」

「ええ、一緒にダイエットするって約束したでしょう？　まだ試作品の段階なんだけど、よかったら試食してみて」

「ああ、あなたって本当にいい人ね！　最高の友人だわ！」

　私の手を握り、ブンブン上下させるマリーに苦笑する。

　マリーは少しクセのある子だが、根はとても素直で無邪気な少女なのだろう。

（もしかしたら、本当にいい友人になれるかも……）

　なんだかそんな気すらしてきた。

　口元に浮かべた苦笑のようなものが、自然な笑みに変わっていくのを感じた。

「……なによなによなによ、もうマリー様に媚びを売ることに成功したの？　流石、人に擦り寄ることは天下一品の売女ね」

　低い声に、私達は手を繋いだまま彼女を振り返る。

　アデライードは苦虫を噛み潰したような顔をしていた。

　アデライード達王女姉妹は、父親が自分の身分を打ち明けて、彼女がベル学からベルサイユ宮殿に入ることを未然に阻止したいが為にここにいる。更に彼女達は、マリーがただのオーストリアからの交換留学生ではないこと、弟の政略結婚のお相手であることも知っている。これからの為に、アデライードがマリーと懇意になりたいと思うのは当然の流れだった。

　学園からデュ・バリー夫人を排除することに失敗すれば、彼女の戦いのステージは宮廷に移り変わる。アデライードは、今のうちに未来のフランス王妃にデュ・バリー夫人の悪評を吹き込み、反感を持たせ、宮廷内で対立させる必要があった。

（うっ……）

　彼女の事情は、頭では分かってはいるのだが――憎悪の込められた視線にたじろいでしまう。

　――今の私は、彼女の父親の公妾になる気も、ベルサイユ宮殿に入城する気もない。

　断罪エンドを迎えず、平和に暮らしたいだけなのだ。

（どうにかそれを、上手く伝えることが出来ればいいのだけど……）

「お姉さま、いったいなにが……？」

「これは……？」

　なかなか戻らないマリー達を不審に思ったのだろう。ヴィクトワール王女とソフィー王女までやって来た。

　味方の到着にアデライードはニヤッと笑うと、勢いを増した様子で声を張り上げる。

「この目敏い女狐が、お父様の次はマリー様を騙くらかそうとしていたのです！」

「なんですって!?」

「まあ、なんて恐ろしいの！」

「アデライード、皆、バリーはそんなこと考えていないわ」

　マリーがフォローを入れてくれたが、アデライードは強硬な態度を崩さない。

「騙されちゃ駄目です！　これは罠ですわ！」

「罠？」

　確信した様子で続けるアデライードに、マリーの狼狽が伝わってきた。

「どんぐり？　ライ麦？　そんなもの、農奴の食べ物でしょう？　この女は、庶民の食べ物を食べさせることにより、あなたの品位を貶めようとしているのです！」

（やっぱり、そこを突いてきたか……）

　言われると思った。だからこの女には、このクッキーを食べさせたくなかったのだ。……結果、食べさせていなくても言われてしまったが。

「まあ、なんて恐ろしい！」

「流石は、お父様をたぶらかした悪女ですわ！」

　――妹達の加勢に、厨房の空気が変わっていく。

「きっとこの悪女は、学園一の美貌の新入生マリーゴールド・ローズに嫉妬したのでしょう。クッキーを食べさせることによって、マリー様の品位だけでなく、学園内での地位を貶めようとしたに違いありませんわ！」

「まさか、そんな……」

　マリーの青い瞳が揺れる。

（あ……）

　この空気、この悪意、知っている。

　――阿部マリアの過去の記憶が、フラッシュバックする。

　中学生時代、私がドアを開けた瞬間に静まり返る教室の空気と似ている。

　狭い水槽に閉じ込められた金魚のような集団生活のストレスと、絶えず点数を取り続けなければならない受験ストレスの鬱憤を晴らすための的探し。喰らいついてもいい肉を探している肉食獣と、狩られないように草葉の陰に潜む草食動物達の息遣い。時折差し出される肉。集団心理による傍観者効果で、罪悪感と責任感が希薄化すれば、肉食獣に捕えられた草食動物なんて、皆、見ないふりをする。聴衆抑制と多元的無知の前では、善良な人間も溺れる者に手を差し伸べない。そこに思春期の過剰な評価懸念が重なれば、人間はどこまでも残酷になれる。

（そうだ、似てる……？）

　ＳＮＳに数万人のフォロワーがいる結愛が、職場の愚痴を書き込んでプチ炎上していた時と。――言い訳も反論も出来ない場所での、善意の皮を被った悪意の雨。自分を正義だと信じて疑わない人間の善意の刃。鬱になって退職した冴島さんは、もしかしたらあの時の私と同じ気持ちだったのかもしれない。

　あの時――結愛が毒薬ジスチグミン臭化物錠と、下剤の酸化マグネシウム錠を取り違えてバックレたあの時。私の個人情報がネットに拡散され、結愛の代わりに叩かれていた時。真実はなにも知らない――知ろうともしない赤の他人から、偏った情報で、一方的に断罪される感覚。「多数派＝正義」という短絡的な思考。集団の一因であると感じて強くなったと錯覚し、より凶悪になれる集団心理。

　――なにを言っても無駄だろうという諦てい観かん。

（こんな時、私はどうしてたっけ……？）

　そうだ。こんな時――私は新しい場所に、新しい人間関係に逃げていた。人気者の仮面を被って、演じて。そこで失敗したらまた新しい場所に逃げて、新しい人好きする人間の仮面を被り直して。そのうち、本当の自分の顔も、感情も分からなくなってしまって。

　ただ、快適な居場所を求めて、逃げて逃げて逃げて、逃げてももう逃げられないところまで来てしまって。最終的にこんなところ――乙女ゲームの世界に来てしまった。

（でも、ここじゃ逃げられないじゃない）

　いったい、どこに逃げればいいというのだろう？

　ある意味自由度の高い社会人と、そう簡単に逃げることの出来ない学生は違う。――しかもここは、異世界でゲームの中という、更に逃げるのが困難な場所だ。

「バリー……？」

「…………」

　私の顔を覗き込むマリーから、目を逸らす。

　違うと言いたかったが、言葉が出てこなかった。

（やっぱり、断罪エンドしかないの……？）

　――その時。

「……そりゃあ、裕福な貴族の学生さん達からすれば、ライ麦もどんぐりも農奴の食べ物なのかもしれませんけど」

　援護射撃は、想定もしていなかった場所からやって来た。ブリアだった。

「庶民の生活の知恵とでも言いましょうか。お腹が膨れるありがたい食べ物であることには間違いないので、そんな言い方をされると……」

　不服そうな顔で言い捨てるブリアに、他のコック達も続く。

「俺は食べますよ、美味しいですし」

「ぼくもです。最近、お腹周りが気になっていたので」

「食べて美味しくて、ダイエット効果もあるなんて最高じゃないですか」

「あなた達、なんで……？」

「俺達庶民の食生活に、バリー様が興味を持ってくださったことが嬉しかったんです」

　はにかんでいうブリア達に、目頭が熱くなる。

「ブリア、みんな……」

「……流石は、ここに来る前、殿方のお相手をなさる商売をしていただけのことがありますわね。もうこの厨房の男達を手玉に取ったのですか？」

　今まで黙って事態の成り行きを見守っていたアンリが、ここで口を開く。

「ただ光に向かって花開く美しい花に、いったいなんの罪がありましょう」

「はあ？　なによ、どうせあなたもこの女にたぶらかされた男なんでしょう？」

　意地の悪い目で言うアデライードに、アンリは首を横に振る。

「あでやかな花の芳香なや、甘い蜜に誘われてやってくる蜂や蝶の数を競うことに、なんの意味もございません。薔薇は決して百合にはなれないし、百合は決して薔薇になれない。花はどの花も等しく美しい」

「…………」

「花の香りは風の吹く方向にだけ広がります。しかし、人のよさはあらゆる方向に広がる」

　アンリはいつになく鋭い視線でアデライードを一いち瞥べつしたあと、こちらを振り返った。

（これは……）

　妙に含みのある言葉だった。

　一瞬、私に対するなにかの嫌味かと思ったが。……これは、もしかして、アンリも私のことをフォローしてくれた……のだろうか？

　ふと目が合った瞬間、アンリはふっと頬に笑みのようなものを浮かべる。

（な、なに……？）

　瞬間、高鳴る胸の鼓動に戸惑った。

「バリー様？」

「い、いえ、なんでも……」

　いきなり変なことを言って、ドキッとさせないでほしい。

「もうやめましょうよ、アデライード」

　次はマリーだった。

　無言で私達を睨み付けるアデライードの肩に、マリーがポンと手を置いた。

「私達、なにも彼女の事情を知らないわ。……あなたもバリーのことを誤解していると思うの。きっと、話せばきっと分かり合えるわ」

「アンリ、マリー……」

（みんな……）

　感情の波がうねり、言葉が出てこなかった。

「それに、民がパンを食べられず貧しさに喘いでいるのなら、私達特権階級の人間は、現状を恥じるべきなのよ。彼等の収める税で生かされている私達が、彼等の貧困を嘲笑うのは違うわ」

「……オーストリアの小娘風情が、我が国の国政を侮辱するおつもりですか？」

「そういうつもりではないけれど……私は自分だけ贅沢な暮らしをしていても、心から楽しむことが出来ないから。自分が毎日食べているものと同じ、上等の麦で作った美味しいパンを皆に食べて貰いたいわ」

　アデライードはマリーの手を振り払うと、こちらを忌々しげにねめつけた。

「……いい気にならないでよ、覚えていなさい！　行くわよ、ヴィクトワール、ソフィー！」

「お姉さま！」

「あ、待って！」

　バタバタとアデライード達の足音が小さくなっていく。

　完全に足音が聞こえなくなったあと、皆、脱力するように息を吐いた。

　眉尻をしょぼんと下げたマリーが、私の手を握りながら言う。

「ごめんなさいね、アデライードも根は悪い子じゃないんだけれど……」

「いいわ、気にしていないし。それより、皆、ありがとう」

　改めてお礼を言うと、アンリは「今日のバリー様は、本当に調子が狂う……」と言って、赤く染まった頬を掻く。

「いえいえ、俺達もムカついたので！」

「バリー様のクッキー、とっても美味しかったです！」

「これ、完成したらカンティーヌで売り出してもいいでしょうか？　きっと、皆、喜ぶと思うんです」

　ブリアの提案に笑みで返す。

「名案ね！　それに、ここでダイエットクッキーを販売してくれるのなら、私も毎日食べることが出来るもの」

「……ダイエットクッキーと言っても、食べすぎは太るわよ」

「なんですって!?」

　素っ頓狂な表情で叫ぶマリーがおかしかった。

「他のメニューの開発もしたいし。これから、忙しくなりそうね」

「私も手伝いたいわ！」

「是非」

「やったあ！」

　はしゃいで踊り出すマリーを、笑顔で見守る。

（少しは仲良くなれた……かな）

　そんなことを考えていると、ブリアが籠に入った大量の黒パンを持ってきた。

「そうだ。この硬くなってしまった黒パンなんですが、なにかにリメイク出来ませんかね？」

「そうね……じゃあ、フレンチトーストでも作ってみる？」

「ふれんちとーすと？　なんですか、それ？」

「あれ、フレンチトーストってフランス発祥じゃなかったかしら……？　卵、砂糖、ミルクを混ぜたものにパンを浸して、バターで焼く――」

「ああ、パンペルデュのことですね！」

「それなら知ってる！」

　ブリア達と固くなった黒パンの再利用をあーでもない、こーでもないと話していると、ふと視線を感じた。

「…………」

　――アンリだった。

　壁に背を預けて、こちらの様子を伺っている男の視線は鋭い。不信感――というよりは、慢性的に消化不良の胃を持て余しているような、そんな顔。

　アンリと目が合った。瞬間、彼はそのわだかまりを感じているような表か情おを、パッと笑顔に切り替える。

（やっぱり、怪しまれてるのかしら……）

　今日、一番デュ・バリー夫人の近くにいたのは彼だ。なにも感じていないわけがない。

　私はそんな彼の心の内に気付かないふりをして、卵を割った。










アンリ side




　――ずっと、つらい恋をしていた。

　決して、実ることのない苦い恋。

　彼女は権力者が、金が、宝石が好きだ。己の美貌を活かし、権力ちからと金を持つ老人達と寝る彼女を合理的だと思いながらも、日々、想いは募り、胸は苦しくなるばかり。

　彼女が完璧な悪女ならよかったのに、そうなら未練を断ち切れたのに。戯れの優しさに今日も俺は翻弄される。




＊＊＊＊




　シャルル・アンリ・サンソンは、表向き、悪役令嬢デュ・バリー夫人の使いっ走りのような立ち位置にいるキャラクターである。

　――表向きというのは、表があれば裏があるということだ。

　アンリは王党派の人間だった。ベル恋ではモブキャラ故に明言こそされていなかったが、彼はルイ十五世に忠誠を誓い、ルイ十六世を崇拝しているキャラクターだ。忠誠を誓う理由は、サンソン家の特殊な事情――彼が死刑執行人の家の長男として生まれたことに起因する。

　死刑執行人は不可触賤民パリアのひとつだ。彼等は被差別階級故に、市街地に住むことが許されない。死刑執行人の家の子供は、一般の学校に通うことすら難しい。

　一族に纏わりつく不吉な死の影と、不気味で禍々しいイメージは、彼等がどんなに品行方正に生きようと払拭するのは不可能だった。仕事とはいえ、平気で人の首を刎ねる一族に、人々は恐怖と嫌悪の目を向けた。

　しかし、ムッシュー・ド・パリ――フランス全土の死刑執行人のトップであるサンソン家は、死刑執行人の一族の中では特殊な部類に入る。

　サンソン家は、パリ郊外に大きな屋敷を構えていた。通常、死刑執行人の家は、家を赤く塗らなければならないが、サンソン家はそれを免除されていた。屋敷の豪華さも、広大な庭も、貴族達の住まう城となんら引けを取らない。死刑執行人に給金は存在しないが、アンリは、貴族以上に豊かな生活を送っていた。

　サンソン家が財を成したのは、ひとえに商人達から税金を徴収する権利のお陰だろう。

　この権利は商人達からの反感が大きく、アンリの祖父の代で廃止されてしまう。その後は、毎年、国から年棒が支給されることになった。それでもサンソン家としては大きな減収となったが、今まで築いてきた富と、アンリの父が医師として働いている収入があった。

　貴族同様の暮らしを送りながらも、アンリの両親には悩みがあった。――まずは子供の教育だ。身元が知れ渡っているパリの学校に息子をやれば、イジメは免れない。

　もうひとつは、世襲制という、我が子が逃れることの出来ない残酷な未来をいつ告げるかだ。悩みに悩んだアンリの両親は、アンリをパリから遠く離れた地方の寄宿学校に送ることにした。父がなんの仕事をしているか、そろそろ察することの出来る年齢になってしまう。せめて子供時代だけは、幸せな思い出を沢山作らせてあげたいという両親の愛情だった。

　しかし、二年で死刑執行人の子供だということがバレてしまい、アンリは退校に追い込まれてしまった。そして彼は、自分の父の職業と、自分の残酷な未来について知ることとなった。

　その後、彼の両親は、哀れな息子の為に家庭教師を探したが、死刑執行人の子供にものを教えようなんて物好きはそうそう見つからなかった。

　ある日、アンリの父は死にかけた牧師を助けた。幸運なことに、その牧師――グリセル師は、アンリの家庭教師になってくれた。グリセル師はアンリに聖書を読み聞かせ、ラテン語を教えた。彼が街で子供達にイジメられれば、神の教えを説いた。アンリにとって忘れられない恩師となったグリセル師だが、彼はアンリが十四歳の頃に亡くなってしまう。彼の両親は、また息子の教育に悩むことになった。

　その翌年、アンリの父は病に倒れた。

　アンリは齢十五にして、父の代理として働くことになってしまった。

　初仕事の出来は散々だった。相手は女で、刑は絞首刑だった。なかなか上手くいかずに、六度目でやっと刑を執行出来た。何度も失敗した。苦しみ、助けを乞い、泣き叫ぶ女の姿にアンリは思った。――殺したくない、と。

　しかし、サンソン家に生まれたアンリは、彼等を殺す他ないのだ。（ならば、可能な限り罪人を苦しませずに刑を執行したい。その為には、もっと人体について学ばなければならない……）

　その日、アンリは「もっと学びたい」「もう一度学校に通いたい」と強く思った

　――高等教育機関に通い、医学を学びたかった。

　アンリの父も病に伏せる前は、死刑執行人として働きながら、医師として働いていた。

　この相反するふたつの職業に従事するということは、一見矛盾した行動に見えるが、その行動原理は一貫している。

　――人を殺したくない。その一心である。

　不運なことに死刑執行人の家に生まれながらも、アンリも彼の父も、死刑廃止論者だった。

　死刑執行人の仕事は、なにも罪人を殺すことだけではない。公の場で罪人に鞭打ちしたり、鉄の棒で身体を殴打して骨を砕くなどの刑罰を与えるのも彼等の仕事だった。

　アンリが医学を学びたい理由は、もうひとつあった。社会から完全に隔離されている彼等は、学校教育を受けられないだけではなく、公共の病院で治療を受けることすら許されない。一族の為に、医学を学ばなければならないという、現実的な側面もあった。

　可能な限り人を殺さない為にも、家族を守る為にも、彼等は人の身体を熟知する必要があった。アンリの父も祖父も曾祖父も、仕事の傍ら、徹底的に人体を研究し、それを自分の子孫に書き残してきたがそれはあくまで独学だ。

　独学ではない、標準医療の知識をアンリは欲していた。

　だが前述した通り、死刑執行人の家に生まれたアンリが正規の教育を受けることはとても難しい。

　歴代のサンソン家当主が残してくれた医学や解剖学、魔法薬学や、魔法植物学を学びながらアンリは死刑執行人の公務をこなしていたが――

（やはり足りない。医学の知識がほしい。もっとほしい。――そして、人を救いたい……）

　刑を執行する度、そんな思いは膨らむばかりだ。

　青色吐息が止まらないアンリは、ある日、偶然ルイ十五世と知り合った。

　厳格な世襲制により、死刑執行人として生きることしか許されないアンリに、彼は同情したようだった。王として生きる道しかなかった彼も、自身の人生に思うところがあったのかもしれない。叙任状に大だい国こく璽じを捺印されてある公的職務とはいえ、自分達権力者の意向で、社会から差別や偏見を受けるであろう非人道的行為をさせている自覚もあったのだろう。もしくは現行の社会制度のあり方や、大衆の残酷さに思うところがあったのか。

　ルイ十五世は、特例でアンリをベルサイユ学園に通うことを許可してくれた。――自分の愛人と息子を守ることを条件に。




　ルイ十五世は、自身の身分を隠し、ベルサイユ学園の学園長をやっていた。

　最初は遊んでいるだけかと思ったが――ただ遊んでいるわけでもなく、彼は学園内で有能な生徒を探し、自身の部下としてスカウトしているらしい。

　彼がアンリに課した条件はふたつあった。ひとつ、息子が王子だとバレないよう、つつがなく学園生活を送れるよう、陰ながらフォローすること。ふたつ、自身の愛妾の世話だ。

　下世話な仕事だとは思ったが、死刑執行人という家業と比べればまだ健全な部類だろう。

　息子のほうはなんら問題なかった。よくも悪くも、大人しい優等生だ。

　問題はルイ十五世の愛妾――デュ・バリー夫人の方だった。学園の女主人、公式愛妾などと陰口を叩かれている彼女は、その名の通り、学園で傲慢な女主人のように振る舞っていた。「歩くのが嫌だ」と言ってひとりだけ馬車で通学をしたり、寮の部屋を五部屋ぶち抜いて、さながら豪華な宮殿のようにワンフロア丸々改装したり、自分の好物であるカリフラワーのポタージュをカンティーヌの定番メニューにさせたり、学園長の権力を笠に着てやりたい放題だ。

　入学準備を済ませたあと、挨拶に赴き、その愛妾の美しい面を見たアンリは驚愕した。驚いたことにふたりは面識があった。

　デュ・バリー夫人は初対面のように振る舞ったが、確かにアンリは彼女のことを知っていた。

　アンリの知っている彼女は、強欲で意地の悪い悪女などではなかった。街のしがないお針子のジャンヌだった。当時から輝くばかりの美貌で、数多の男達に言い寄られていたが、今とは違い、心優しい少女だった。

　実はアンリも、彼女に言い寄る男の中のひとりだった。

　お針子のジャンヌは、アンリの職業を知っても彼を差別しない奇特な女性だった。彼は生まれて初めて、自身を差別しない女性に出会った。

　アンリの勘違いでなければ、恋人同士だった……と思う。

　しかしジャンヌは、ある日、女衒ぜげんの真似ごとを生業としている下劣な道楽者――ジャン・デュ・バリーと出会ってしまう。

　そして、ジャンヌは変わった。

　今でもアンリは、あの頃、無理にでも彼女を連れ去ればよかったと後悔している。彼女にプロポーズ出来なかったのは、アンリの弱さだ。

　死刑執行人の家の生まれという引け目と劣等感で、アンリが悶々としている間に、ジャン・デュ・バリーは貴族の男達に仲介し始めた。

　ジャンヌがルイ十五世の友人に気に入られたことを知ったジャンは、彼女を王の公式寵姫にする為に、自分の弟と名ばかりの結婚をさせて貴族の地位を与えた。何故弟と結婚させたかというと、その時、ジャンは既婚者だったからだ。ルイ十六世が娯楽として経営している学園は、よほど優秀でなければ入学することが許されなかった。だが、貴族位があれば別だ。

　気が付いた頃には、ジャンヌは、アンリが簡単に会えるような女性ではなくなってしまった。

　アンリはベル学でのジャンヌ――いや、デュ・バリー夫人との再会に喜びながらも、王の愛妾となった彼女に驚きを隠せなかった。更に驚いたのは、デュ・バリー夫人は学園長の正体に気付いていないことだ。ルイ十五世に、自身の正体を隠すように言われているアンリは、それを彼女に伝えることはしなかった。

　彼女も彼女で色々あったのかもしれない。お針子時代と比べて、傲慢で、横暴な女王様となった彼女にアンリは暗あん澹たんたる気持ちになった。

　強欲な悪女となり、身も心も変わり果てた彼女の姿に、アンリは深い悲しみと憤りを感じながらも、王命通り、彼女に付き従った。

　次第にアンリは、自分が彼女を殺す夢を見るようになった。これは願望だろうか？　それとも未来だろうか？　夢の中のアンリは、断頭台の上で命乞いをし、泣き叫ぶ彼女の首を、無情に切り落とす。

　何度も繰り返し見る夢に、アンリはこれは自分の願望であり、未来でもあるのかもしれないと思うようになった。欲に目が眩み、自分を裏切った彼女への憎しみ。そして、自分が救うことの出来なかった彼女を、せめて魂だけでも救済したいという願望。

　――だが。

『「こんなところのバケットなんて、豚の餌にもならないわ！」と言っていたのに、いったいどうして？　皆、驚いてますよ』

『……私も驚いてる。こんなに美味しいサンドイッチに、そんな罰当たりなことを言っていただなんて』

　どうも、昨日から彼女の様子がおかしい。

　カンティーヌのサンドイッチを美味しそうに食べる、その子供のような無邪気な笑顔に、迂う闊かつにも可愛いと思ってしまった。

　それだけではない。――一度も受けたことのなかった授業にまで出るようになったのだ。様子を観察した限り、真面目に勉強している。

『乗馬の授業まで受けるんですか？　正気ですか？』

『正気よ、失礼ね』

『今までバリー様は、馬舎は動物くさい、馬糞の臭いがすると言って、絶対近寄らなかったじゃないですか』

『…………』

『ベッド以外で汗をかくことは大嫌いなの、が口癖だったし、砂埃にまみれる馬術の授業なんて……』

『……私って、本当に嫌な女だったのね』

　彼女がベル学に在籍している理由は、学園長から少しでも多くの金をせしめる為だ。そして学園にお忍びで通っているという王太子――ルイ十六世の心を射止め、王太子妃になる為だ。意味が分からない。

　最初は、いつものようになにか悪巧みをしているのかと思ったが――なんと今日は、カンティーヌのキッチンを借りて、ライ麦とどんぐりのクッキーを作った。ライ麦やどんぐりなんて、お針子時代の彼女ですら口にしなかったものだろう。

（ジャンヌ……？）

　一瞬「お針子時代の彼女に戻った？」と思ったが、それも違うような気がする。

　全くの別人のような言動に、目が離せない。

（まだ、間に合うのか）

　もう、ジャンヌのことは諦めていた。

　彼女が完全にジャンヌでなくなる前に、殺してしまおうと思っていた。どうせこのままでは、遅かれ早かれ、断頭台に送られる運命は避けられない。

（それならせめて、俺の手で……）

　――でも。

（もしかしたら、まだ救えるのかもしれない）

　彼女が学園長の正体を知り、本当の公式寵姫になる前に。
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　あのあとは、フレンチトーストを作った。

（フレンチトースト発祥の地は、フランスじゃなかったのね。フレンチなんて名前が付いているので、フランスだと思っていたわ）

　起源はフランスのパンペルデュ（pain perdu）――失われたパン、駄目になったパン、無駄になったパンという意味だと思われる。こちらのほうはブリア達も知っていたから。

　ちなみにパンペルデュは、日本人が知っているフレンチトーストと基本的に同じだ。ただ、使っているパンが違うので少し食感が違う。

　謎に豆知識が増えた。

　フレンチトーストの試食会をしたあとは、厨房の片付けを手伝った。ブリア達には大層驚かれたが、これくらいはさせてもらわなければ気が済まない。




　マリーにお土産のクッキーを包んで別れたあとの帰り道。

「バリー様お手製のパンペルデュ、美味しかったです。かろりー？　とやらも普通のパンペルデュよりも低いのでしょう？」

「牛乳を豆乳に、砂糖を蜂蜜に代用しただけだから、そこまでの差はないんだけどね」

　アンリとそんな話をしながら校舎を出る。

　もう夕方のはずだが、まだ外は明るい。そういえばこちらの夏は、二十時を過ぎても太陽が出ていて明るいと旅番組で観たことがある。

「今日は色々ごちそうさまでした。バリー様の手料理を食べることが出来て光栄でしたよ」

「ふふ、お粗末さまでした」

「おそまつ……？」

　怪訝そうに眉を顰めるアンリに、まずいと気付く。お粗末さまは日本語だった。そういえばこちらではそうは言わなかったか。

「え、ええっと、美味しかったのならよかったなって」

　笑って誤魔化したその時、校門前に見覚えのある人影を見つけた。

「ザモル！」

　黒人小姓のザモルだった。

「ジャンヌ様、お疲れさまです」

　彼は私の姿を見つけると、ほっと笑みを零す。

「迎えはいいって言ったのに……もしかして、ずっと待っていたの？」

「ええ、馬車はいらないと言われましたが、やはり心配だったので。それに、ジャンヌ様が日焼けしたら一大事ですから」

　今日は天気がよすぎる程いい。きっと暑かっただろう。ザモルの頬に汗の跡を見て、申し訳なく思った。

「そう……なんだかごめんね、ありがとう」

　お礼を言うとザモルは驚いた顔をして、私の隣に立っているアンリに視線を向ける。

「やっぱり今日のジャンヌ様、なにか変ですよね？」

「ええ、もうなにがなんだか」

　肩を竦めるアンリとは、そこで別れた。男子寮は女子寮と正反対の場所にある。

「バリー様、また明日」

「ええ、また明日」

（また明日、か）

　自分の台詞に、苦笑を浮かべる。

　――今の私は、この世界の明日があると思ってる。

　そして、内心明日が楽しみなのだ。明日はどんな出来事が起こるだろう。どんな授業があるのだろう。どんな人と出会うのだろう。どんな食べ物を食べるのだろう、と。

　まだ、断罪エンドも避けられていないのに、暢気な考えではあると思うが。

「あ、バリー様、日傘をさしますよ！　日焼けしちゃいますよ！」

「ありがとう、でも今日はいいわ。陽射しを感じたいの」

「ええっ!?」

　雲ひとつない青空を見上げ、太陽の陽射しの眩しさに目を細める。

　――ずっと楽なほう、楽なほうに逃げ続けてきた私が、今日、初めて逃げなかった。

（でも、それは私がひとりじゃなかったからで）

　アンリ、マリー、ブリア達の顔が脳裏に浮かぶ。

　人間関係なんて、失敗すればリセットすればいいと思って生きてきた。大人になってからは、特にその傾向が強くなった。……面倒くさいことは嫌だから。傷付きたくないから。

　だけど、リセットして、新しい「いい人」の仮面を被り直せば直す程、どんどん息苦しくなっていった。いい人をやればやる程、空気を読めば読む程、自然と必要以上に他人に合わせてしまうことになった。気が付けばいつも、自分が望んでいない距離感での人付き合いをしていた。

　――次第にストレスが溜まっていき、やがて爆発して、そのコミュニティーから逃げ出してしまう。

（失敗してもしなくても、逃げて逃げて逃げて逃げ続けて……）

　でも、本当はそれじゃ駄目だった。人間関係というものは、そんな風に簡単にリセットしていいものではなかったのだ。……でも、気付いてはいたけれど、もうどうしようもなかった。

　いい人のやめ方が分からなかった。自分が、ただの都合のいい人間になっていると理解していても。

　誰かと真剣に向き合う勇気がなかった。――それなら、ひとりのほうが楽だった。

　でも、それじゃ寂しくて。

（この世界に来てよかった……のかも）

　この世界でやり直そう。

　デュ・バリー夫人なら――阿部マリアが出すことが出来なかった我儘な自分や、幼稚な本音、醜い欲求でも口に出せそうな気がする。そうして他人と――そして自分と向き合えるかもしれない。










５　転生者なのでカエルの解剖くらいなら!?




　――翌朝。

「いってらっしゃい、ジャンヌ様！」

「私の帰りを待ってなくていいからね！　待っているのなら、日陰で休んでてね！」

　ザモルと別れ、噴水前まで来たところだった。

「Bonjour!　バリー！　ああ、あなたのお陰よ！　起きたら〇・八キロも減っていたの！」

「マリー、おはよう」

　上機嫌のマリーに、背後から抱きつかれた。

　マリーは私の手を取ると、噴水前でくるくる回り始める。

「本当に凄いの！　おやつの時間にあのクッキーを食べたら、お腹が減らなくて」

「それはよかった」

　それなら、少しは効果があったのかもしれない。〇・八キロは水分や誤差の範囲ではあると思うが。

「なくなったらまた作ってくれる？」

「もちろん。明日からしばらく、放課後、厨房を借りて作るつもりだから」

「放課後といえば今日の放課後、忘れずにね」

「え、ええ」

　悪戯っぽく笑うマリーに、耳打ちされる。

　ふと、背中に殺気立った視線を感じて振り返ると、ふたつ鞄を持っているアデライードが立っていた。ひとつはマリーの分だろう。

　半笑いでマリーと別れ、大きな溜息を吐いた。

（大丈夫、よね……？）

　マリーはいい子だ。それは昨日の件で感じた。彼女のお願いとやらも、そんな変なものではないだろう……だと思いたい。
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　――その日の放課後。

　私は魔法薬学の実験室に来ていた。

　マリーとは友好的な関係を築けている……と思う。私達の仲を裂こうと画策しているアデライードの存在が気になるところではあるが。

　このまま友好的な関係を継続し、断罪エンドから逃れるのが目標だ。

「Bonjour!　ジャンヌ」

　数分遅れてやって来たマリーは、少しお疲れの様子だった。

「なにかあった？」

「アデライード達がどこに行くんだ？　ってうるさくて」

　アデライードは私と会うと勘づいていたのだろう。

　憂鬱そうな顔で溜息を吐いたあと、マリーは顔を上げる。

「正直に話してほしいんだけど……学園長――アデライードのお父様とは、いったいどのような関係なの？」

　――ド直球なやつが来た。

　恐らく、今日一日中、デュ・バリー夫人の悪口を吹き込まれていたのだろう。

　いつか聞かれるだろうとは思っていたが、思ったより早かった。正直に愛妾と答えたら……うん、色々まずそうだ。

「…………」

　やや悩んだが。――私は、今の自分の気持ちを正直に話すことにした。

「信じてもらえないかもしれないけど……これからは、真面目に生きようと思っているの」

「え？」

「私は貧しい家庭の生まれよ。弟が生まれてすぐに母は駆け落ちして、叔母に引き取られて育ったの。七歳の頃、再婚した母に引き取られてパリに来たけど、あまり上手くいっていなくて。そのあとは、ある家の侍女をしていたけれど……旦那様に手を出されて、侍女を辞めて、そこからは堕ちるばかりの人生で」

「苦労したのね」

「生きる為ならなんでもやったわ。この学園にもそうやって入ったことは事実だし、言い訳はしない。アデライード達には嫌われて当然だと思う。……でも、折角学ぶチャンスを得たのだから、真面目に勉強をして、人生をやり直したいって思っているの」

　――嘘は言っていない。

　固かた唾ずを呑んで私の話を聞き入っていたマリーだったが、「そう」とひとつ頷いた。

「これから、学園長とはどうするの？」

「時期を見て、別れを切り出したいと思っているわ」

　マリーは目を瞑って、しばらく考えていた。

　長いようで短い沈黙のあと、彼女はゆっくり目を開く。そして柔らかく微笑んだ。

「バリー、私はあなたを信じます」

「マリー」

「私も協力するわ。私になにか出来ることがあったら、なんでも言ってね」

「ありがとう」

　誤解は解けたのだろうか？

　私達の間に、温かい空気が流れ始める。

「とは言っても、今日は私がお願いする側なんだけど――あなた、魔法薬学が得意なんですって？」

「誰に聞いたの？」

「ショワズール先生がおっしゃっていたの。あなたは魔法薬学の才能があるって」

（ショワズール先生、か）

　ショワズール侯爵が宮廷にマリーを引き入れたように、この学園にマリーを引き入れたのも彼になる。そんな世間話をする程度には、彼等は親しい仲なのだろう。

（才能、ねえ……）

　授業中、ネチネチやられていた記憶しかないのだが、デュ・バリー夫人の実力は認めてくれていた――ということなのだろうか？

　昨日の魔法薬学の授業を思い出す。

　ラットの解剖をやったのだが、あれは酷かった。ベル学の生徒は、温室育ちの貴族のご子息ご息女が大半だ。予告もなしにいきなり始まった解剖の実習に、教室は阿あ鼻び叫きょう喚かん、地獄絵図状態となった。

　かくいう私も、新学期からこれかい！と思ったが。私――阿部マリアのほうは、向こうの世界で、既にラットの解剖の経験がある。大学生時代、実習でやったことがあるので、慣れたものだった。

　しかし、私はそうでも他の生徒達はそうではない。教室を見渡すと泣いている生徒が多く目立った。白目を剥いて卒倒してしまう生徒や、嘔吐している生徒もいた。

　血管を傷付けてしまったのだろう。隣の女子生徒が悲鳴をあげながら何枚もガーゼを取り出し、溢れ出る血液を拭き取っていた。ラットは血管さえ傷付けなければ、案外血は出ないことを教えてあげていると、目敏いショワズール先生に見つかってしまい、「私語は厳禁である！」と教科書で頭をぽかりとやられた。

　そのあとは無言で、淡々と皮を裂き、各臓器を摘出して観察し、スケッチしていたのだが――そんなデュ・バリー夫人が、彼の目に留まったらしい。

（それならもう少し優しく接してくれても、罰は当たらないと思うんだけどなぁ……）

　しかし、それは無理な相談なのかもしれない。

　――彼のモデルになったショワズール侯爵は、デュ・バリー夫人によって失脚した人物だ。

　失脚の直接的な原因は、ことある毎にデュ・バリー夫人を攻撃していたショワズール侯爵の妻と妹だったが、ショワズール侯爵本人も、元々、デュ・バリー夫人に批判的だった。

　失脚後のショワズール侯爵はパリ高等法院の法服貴族と共に、デュ・バリー夫人が元娼婦であると非難する小冊子を作成して広めた。――ショワズール先生は、その程度にデュ・バリー夫人と犬猿の仲の人物が元になったキャラクターだ。ゲーム内でもショワズール先生は、誰かの断罪エンドでデュ・バリー夫人を「娼婦」と罵っている。

（気を付けないと……）

　ショワズール先生のデュ・バリー夫人に対する評価や好感度は、最初から地を這うようなものだが、せめてこれ以上下がらないように気を付けなければならない。マリーと友好的な関係を築けても、そこから崩される可能性がある。

（気を付けないといけないのは、もしかしてリシュリュー先生達も……？）

　ショワズール先生は、デュ・バリー夫人よりも彼女の背後にいるリシュリュー元帥を敵と見なしていたという。自身の失脚後、三頭政治と言われる体制を執ったリシュリュー元帥の甥デギュイヨン公爵、モープー、アベ・テレー辺りもだ。あの辺りのデュ・バリー夫人派と彼等が揉めないように、目を光らせる必要がある。

　何故こんなことまで知っているのかというと、私が根っからのオタクだからだ。ベル恋にドハマりしたあとは、フランス革命関連の書籍を探しては読み漁るのが日課だった。

　前世の知識があって幸運だと思う半面、考えれば考える程気が滅入る。自分のことだけでいっぱいいっぱいなのに。

　私がうんうん唸っている間にも、マリーの話は続いていた。

「――というわけで、ものは相談なんだけど媚薬を作るのを手伝ってくれない？」

「媚薬？」

「そう、媚薬」

（媚薬か、なるほど、媚薬ね……）

「――って、媚薬!?」

　思わず素っ頓狂な声で叫んでしまった。

（やっぱり変なお願いだった……っ！）

「二年生でも、媚薬の調合は後期の試験になるわ。それも、合格率がとても低いと言われている試験で――」

「だからこそ、才能のあるあなたに頼んでいるのよ」

「才能……ないと思うけどなぁ」

（昨日の解剖だって、単に大学でやっていたから出来たわけだし）

　思わず渋面を浮かべてしまう私に、マリーは訴えるような瞳で言う。

「そんなイジワル言わないで。魔法生物の解剖学は、魔法薬学の必須科目だけど、そこで躓く生徒が多いって聞くわ。初めてであそこまで出来る生徒は、初めて見たってショワズール先生感動していたし」

（解剖だけならなんとかなりそうだけど、魔法の絡んだ調合になると……）

　腕を組み、唸りながら彼女に話を促す。

「まずは詳しい話を聞かせてくれない？」

「私には時間がないの。実はお母さまに、早く国に帰ってきなさいって言われていて……」

　それからマリーは自身の事情について話し始めた。

　概ねゲームの内容と変わらないのだが、マリア・テレジアの「帰ってこい」という圧力が強いというのはよく分かった。

「大変なのね」

「大変なの。だからもう、色落とししかないような気がして」

「それにしたって、いきなり媚薬は強硬手段すぎない？　もっと段階を踏んで……」

「だって、もう時間がないんだもの」

「そんなものに頼らなくても、あなたなら普通に迫れば……」

「何度かルイをベッドに誘ったことがあるの。でも、逃げられてしまって」

「わお」

　私の反応に、マリーは頬を赤らめる。

　それにしてもマリーちゃん、実に積極的である。

　そりゃ、当然、童貞力の強いあの王太子様は逃げるだろう。

　というか、ベル恋は全年齢の乙女ゲームだ。これじゃ十八禁乙女ゲームである。レギュレーション的には大丈夫なのだろうか？

「普通に告白とかしてみたら？」

「もう、何度もしたわ。でも、あなたは僕には勿体ないって逃げられるばかりで……」

「う～ん……」

　なんとなく、ルイの気持ちが分かるような気がした。

　元々、正史で夫となるルイのマリーへの好感度は、登場時から高い。

　しかし、彼は初う心ぶで奥手なキャラクターだ。毎日少しずつ、ゆっくり好感度を上げていかなければクリア出来ない。いきなりベッドに誘われたら、そりゃ逃げるだろう。

「ルイには全く相手にされないのに、微塵も興味がないフェルセンに言い寄られて……もう、本当に意味が分からないわ。挙句の果てには、ルイまでフェルセンのほうが君にお似合いなんじゃないか？　なんて言い出すし」

「…………」

　マリーは本当に困っているのだろう。美しい面が苦悩で歪んでいる。

　悪い子ではないし、力になってあげたいと思う。しかし、ベル恋既プレイの私からすると「まあ、そうだろうな……」というのが感想だった。

　正史でマリーの愛人というポジションに就いているフェルセンの好感度も、登場時から高いのだ。

　しかしフェルセンを攻略するには、ゲームの初期段階で、彼に冷たく接する必要がある。

　フェルセンには塩対応で、他のキャラクター――それこそルイなどの好感度を上げていると、フェルセンのライバル心に火がつく。そして、攻略ルートに入るというキャラクターなのである。

　逆に一途にフェルセンだけの好感度だけを上げていると、マリーはただの彼の遊び相手として終わってしまう。

　現時点、ルイのマリーへの好感度は、相当低いはずだ。……いや、それでもルイはマリーのストーカーをしているくらい彼女のことを好きなので、好感度が低いというのは正確ではないのかもしれない。好きではあるが攻略は厳しい状況というべきか。

　ルイは今、恐らく著しく自信を喪失している。

　彼は元々、男としての自信がない。プレイヤーは彼が自信を持ってくれるような選択肢を選び続け、自己肯定感を植え付けさせる必要がある。プレイヤーの励ましや、温かい言葉で自信を持ち、ようやく告白してくるというキャラクターなのだ。

　乙女ゲーム特有の選択肢も、控えめで、清楚な回答で好感度がアップしていくタイプだ。

　残念ながら、マリーが今まで彼にしてきた試みは全て逆効果なのだ。そして逆にフェルセンの好感度は鰻登りという、なんとも皮肉な状況になっていた。

（協力してあげたいけれど、これ、もうフェルセンルートに入りかけてるんだよなぁ……）

　――マリーが少しでも優しい反応をした瞬間、フェルセンルートに決定してしまう。

　しかし、マリーの様子を見るに、本人はそれを望んでいないのだろう。

（でも、まだ望みはあるのかな）

　先程の授業で、ルイの眼鏡が外れていた。

　――ルイのルートに入らないと、彼は眼鏡を外さない。

「それで媚薬？」

「私、思い出がほしいの。どうせ、私達は結ばれない運命にあるのだから。それならせめて彼と夢のような一夜を過ごしたい……」

「マリー……」

　悲しげな瞳に、なにも言えなくなる。

　――彼女は知らない。彼女が嫌がっている政略結婚の相手が、自分の意中の人だということを。

「だから、お願いよ。あなた、そういうのが得意なんでしょう？　私に男を虜にするイロハを教えて」

「い、いや、別に得意ってわけじゃ……」

　勘弁してほしい。デュ・バリー夫人はともかく、私――阿部マリアのほうは、干物女歴が相当長い。

「なら、やっぱり媚薬しかないわ。あなたなら作れるでしょう？」

「う～ん……まあ、多分」

　持ってきた教科書をパラ読みしながら、目を細める。

（これなら、多分、出来なくはない……とは思うけど）

　魔法生物を数体解剖する必要があるが、そこはなんとかなる。

　魔力を使う部分も――デュ・バリー夫人は、不幸中の幸いか、元々強い魔力を持っている。教科書を見ながら、手順さえ間違えなければなんとかなるだろう。

（でもこれ、大丈夫なの？　まずくない……？）

　阿部マリアの押しの弱さが恨めしい。「なんでこんな無茶なお願い、断れないの。全然変われてないじゃない」と自己嫌悪が募る。

　しかし、マリーの気持ちは女として理解出来なくはないのだ。

　断罪エンドを避ける為に、協力してあげたいという気持ちの他に、純粋に彼女の恋路を応援してあげたいという気持ちもある。

　でも、媚薬なんて作って……本当に大丈夫なのだろうか？

　――実は、ベル恋でも媚薬イベントがあるのだ。

　一緒にランチをするルイとマリー。それを見て嫉妬したデュ・バリー夫人が、媚薬を作り、ルイの食事に盛るというイベントだ。

　一時は媚薬の力に惑わされるルイだったが、ふたりは真実の愛によって媚薬の力を打ち破る。

　なにかトチ狂って、そっちのイベントに繋がってしまわないだろうか？

（いや、私が邪魔しないから、マリー達のラブラブイベントが発生しない……？）

　だとしたら申し訳ないような。……いや、いやいや。でも、媚薬とか人道的にどうよ？　ヒロインのすることじゃないよね？

「ねえ、いいでしょう？　私達、友達じゃない」

　私の心中を察したように、ジッと間近で瞳を覗き込まれる。

（うっ……）

　彼女の瞳には、強い力があった。

　流石は時代を創ったフランス皇后。貴族特有の有無を言わさぬ、高慢で、強制力のあるその瞳には――人を魅了し、篭ろう絡らくする力があった。

　――やや悩んだが。

　マリーとは、円満な関係を築けている……と思う。

　媚薬を作っても、私がルイに盛らないのなら、大丈夫……ではないだろうか？　と思うことにする。

「分かった」

　マリーの熱意に負けた私は、渋々頷いた。




＊＊＊＊




「でも、あなたにも手伝ってもらうわよ。材料を一から集める必要があるわ」

「集める集める！」

　やった！　と飛び跳ねるマリーを横目に、私は密かに溜息を吐く。

（根負けしてしまった……）

「猫又のひげ、ヤモリの尻尾、イモリの黒焼き、蜂蜜酒、虹色ビーツ、百年チョコミント、泡ヒキガエルの内臓、マシュマロエムプーサ……この辺りは購買で手に入るわね」

「購買で買ってくればいいの？」

　ページをパラパラ捲りながら唸っていると、マリーが私の教科書を覗き込む。

「問題は、〝禁断の果実の果汁〟一滴よ」

　これは簡単に手に入るものではない。

「確か、ショワズール先生が持っていると聞いたことがある。ショワズール先生の研究室から拝借してくればいいわ」

「確かにショワズール先生なら持ってるだろうけど……」

　マリーちゃん、簡単に言ってくれる。

〝禁断の果実の果汁〟は高級品だ。小瓶ひとつで、馬一頭買える額である。

　そりゃショワズール先生なら持っているだろうが、それだけ高値で稀少な品なのだ。研究室の奥深くに、それはそれは大事にしまっているだろう。

「あなたにお願い出来る？　先生に目を付けられている私じゃ無理」

「う～ん、呼び出して時間を稼ぐことなら出来ると思うけど、その間に誰かに取ってきてもらわないと」

「つまり、私にやれと」

　当然のような顔で頷かれて、思わず半眼になる。

「バレたらどうすんのよ？」

「一滴くらいならきっとバレないわ」

「じゃああんたが行ってきてよ」

「嫌よ、怖いもの。私達親友じゃない」

「友達からランクアップしたわね」

　――その時。

「これはこれはマリー君に、学園の女主人の君とは。珍しい組み合わせですな」

　上品な包装紙でラッピングしたような皮肉に、思わず笑ってしまいそうになる。

　典雅にカールした白ヒゲに、ライトグレーの巻き毛。アーモンドグリーンの瞳、常に眉間に皺が寄っている気難しそうな顔、老齢ながら引き締まった体躯、黒いローブ――ショワズール先生だった。

「大声が聞こえたが、喧嘩かな？」

「Bonjour !　ショワズール先生、お会い出来て嬉しいわ！」

　マリーはパアア！と顔を輝かせ、イノシシのような勢いで先生に突進して、ハグをする。

　彼女のハグの効果か、厳いかめしい教師の頬が緩んだ。

「喧嘩なんてとんでもない！　私達、仲良しなのよ！　昨日、友達になったの！」

「え、ええ」

「君達が友達に？」

　明らかに信用していない目で、ジットリと一瞥される。

（うっ）

「昨日の四時間目に、お話ししたら妙に馬が合って――」

「馬術の授業で、私が乗った馬がいきなり暴れ出したの。私が振り落とされたところをバリーが助けてくれたのよ」

　私の言葉を遮って捲し立てるマリーに、先生は意外そうな顔になる。

「ほう、ジャンヌ君が？」

「先生がバリーは魔法薬学の才能があると言っていたので、勉強を教えて貰っていたのよ！」

「ふむ？」

　まだ疑っている目でジロリと一瞥されるが、マリーのお陰で、彼の敵意のようなものが若干薄れたような気がした。

「ところで先生、質問があるのですが……」

「なになに？　ああ、モウセンゴケの粘液と食人スライムの類似物質の計算式か。ここは――」

（ん？）

　机の下でマリーになにか硬いものを握らされた。

　こっそり手のひらを開いてみると――そこには銀の鍵束があった。

（これは……？）

　マリーに目で問うと、彼女はひとつ頷く。

　どうやらこれは、ショワズール先生の執務室の鍵のようだ。

　なるほど、抜け目ない。先程のハグはマリーのオーバーリアクションではなく、鍵を拝借する為の行為だったのだろう。

　さっさと行けと目で合図される。

（私が行くしかないのか……）

　――今なら、先生の執務室から〝禁断の果実の果汁〟を拝借出来る。

（不本意だけど！　とてつもなく不本意だけど！）

「で、では、私はお花を摘みに行ってまいりますわ」

　マリーの視線に急かされるようにして、そそくさと実験室を出る。

　実験室と彼の執務室は目と鼻の先だ。

　歩いて一分も経たない距離だったと記憶している。

　廊下で誰かとすれ違わないかドキドキしたが、実験室のある校舎は、元々人気がない。誰にも会うことはなかった。

　あっという間に到着してしまったショワズール先生の執務室の前で、深呼吸する。

　今までの人生、盗みなどしたことのなかった私は、これから自分がやろうとしていることに怯えていた。

　鍵を一本一本試しながら、「当たりが出ませんように……！」と願うが、三本目の鍵で、錠が開いてしまった。

（ええい、ままよ！）

　ここまで来てしまったら仕方ない。

　こっそりと執務室に忍び込む。

　――執務室の奥の小部屋に、ショワズール先生の秘密の魔法薬コレクションがある。

　何故私がそんなことを知っているかというと、ベル恋でもその部屋が出てきたからだ。

　そう、例の媚薬イベントだ。デュ・バリー夫人は学園長の名前を使い、嫌がるショワズール先生に媚薬を作らせるのだ。そして、例の断罪イベントでそれがショワズール先生によって暴露されるのだが。

　カチャリとドアノブを開くと、薬草の匂いに包まれた温室が露わになる。

　こちらは錠がかかっていなかった。

「わあ！　素敵！」

　温室では青々とした草木が茂っている。――全て、魔法薬の材料になるものなのだろう。

　時間があればゆっくり見て回りたいところだが、今回はその時間がない。

　残念に思いながら、下半分は引き出し、上半分は飾り棚になっている、壁面に備え付けられた木の戸棚の前まで行く。彼の几帳面な性格を表したように、飾り棚には薬草や薬液の入った小瓶が、ひとつひとつ綺麗にラベリングされて置いてあった。

（果汁は液体だから……こっちの段か）

　小瓶のラベルをひとつひとつ確認するが、見つからない。

「どうしよう、ない……」

　焦りを隠せない。

　この部屋は実験室から近い。マリーの時間稼ぎが終わったら、すぐにこの部屋に来てしまう可能性が高い。

（あれ、この引き戸……）

　下の引き戸にひとつ、鍵がかけられているものがあった。

　不信に思い引いてみると――ガチャガチャ音がする。中にガラス瓶が入っている。

（ここか！）

　また鍵束の鍵を一本一本試していた、その時だった。

「せ、先生！　お待ちになって！」

　廊下から聞こえるマリーの声に、心臓が凍り付いた。

（まずい！　もう帰ってきた!?）

　どこかに隠れるべきだろうか？　それともさっさと錠を開けるべきか？

　私が判断に悩んでいる間にも、ふたりの声が近付いてくる。

「なんだね、マリー君。質問はもう終わったのだろう？」

（まずい、部屋の錠が開いている……！）

　このままでは、侵入者の存在に気付かれてしまう。

　今からでも急いでドアの前まで戻り、鍵をかけ、部屋のどこかに隠れるべきだろうか？

　気が付けば、鍵を試す手が汗で湿っていた。

　鍵を持つ手が震えて、上手く回せない。

「お、終わりましたが、ええっと、ええっと……！　まだ聞きたいことがあって」

「さっきから本当になんなんだ、マリー君。要領を得ぬ質問ばかりだし。私も暇ではないのだが」

「ええっと、ええっと、どうしよう、どうしよう……」

　そんなことをしている間にも、ふたりの声と足音は、部屋の前まで来てしまった。

（万事休す、か……！）

　諦めるべきだろうか？　学園長の力を借りれば、誤魔化せないことはない。

（でも、それじゃあ私は……）

　また、彼と寝ることになる。

　――娼婦生活には戻りたくない。

　感情移入出来ない映画を観ているような感覚ではあるが、私には、阿部マリアの記憶が戻る以前のデュ・バリー夫人の記憶がある。

　またあれをやることになるのだと思うと、ゾッとした。――その時。

「先生、学園長が呼んでいましたよ」

（え？）

　その時、廊下から聞こえた声はアンリのものだった。

「学園長が？」

「ええ、早く行ったほうがいい」

（なんでアンリが……？）

　疑問に思いながら、鍵を試し続ける。

　ガチャリという乾いた音とともに、引き戸が開いた。

（やった……！）

　引き戸の中には、値が張る薬品や、稀少な魔法生物の角などがあった。

　宝石箱のような小箱を開けてみると――あった！　箱の中で、大層大事に綿に包まれているクリスタルの小瓶のラベルには〝禁断の果実の果汁〟の文字があった。

　蓋を開け、クリスタルの小瓶の中に液体を少量入れる。

　安堵の溜息を吐いていると、見知った顔がふたつ温室に入ってきた。

「バリー、なんかこの人が協力してくれて……」

「バリー様、もう用は済みましたか？」

　困惑顔のマリーと、したり顔のアンリだった。

「あなた、なんで……？」

「なんで、とは？」

　キョトンとした顔で言われるが、今までこの男は、デュ・バリー夫人派ではあれども、例の悪役面のオッサン三人組とは違って、少し距離があった。

　デュ・バリー夫人が命令すれば動くが、逆に言うと彼女の命令以外で動くことはなかった。

　昨日もアデライードの前で含みのある台詞を言いはしたが、味方になって援護射撃してくれたブリア達と違って、どっち付かずな発言だった。

「よく分かりませんが、必要なことなのでしょう？」

「ありがとう、助かったわ」

　彼の心の内はよく分からないが、助かった。

　素直に礼を言うと、アンリは柔らかい微笑みを浮かべる。

「どういたしまして。ちなみに学園長が呼んでいたというのは嘘ですからね。さっさとズラかりましょう」

「ええっ!?　じゃあ、急がないと！」

　クリスタルの小瓶を懐に入れて、小箱を閉めようとするが――。

（あれ？　こんなのあったかな？）

　いぶかしげに思いながら、私は小箱の蓋の留め具にぶら下がっている、音符のような金具を手に取った。

「これは……？」

　難易度二のハーモニーという知恵の輪だ。見覚えがある。

　これを解かなければ、留め具が閉まらないように知恵の輪が付けられている。

「バリー様？　急いで」

　温室の入り口に向かうアンリに急かされて、私はその知恵の輪を解く。

（ええっと、確かこれはこうやって……）

　阿部マリアの地味な特技が、まさかこんなところで役立つとは。

　知恵の輪が外れると、ガチャ！　と音を立てて、小箱が閉まる。

　小箱が閉まると、知恵の輪は光となって消えた。

（なんだったんだろう、魔法……？）

「バリー！　どうしよう、ドアが開かないの……！」

　マリーの叫びに、慌ててふたりの元に駆け付ける。

「どうしたの？」

「変な鍵が付いているの！」

　さっきまでなかった南京錠のようなものがドアノブの下にある。

　――どうやら、鍵がかかっているようだ。

「ここにも知恵の輪……？」

　驚くことに、南京錠の下には、またしても知恵の輪があった。

「マリー様、これはマリー様が入ってきた時からあったものですか？」

「いいえ、さっきまでこんなものはなかったわ」

「これは、魔術の匂いがしますね。なるほど、侵入者を閉じ込めるトラップか」

「なるほどね」

　先程のハーモニーもそうなのだろう。

　試しに鍵を全て試してみるが、南京錠は開かなかった。

「なに？　なに？　どうすればいいの？」

「う～ん……これを解くしかないんでしょうね」

　南京錠の下の知恵の輪を指差すと、アンリがひとつ頷いた。

「魔力の源はここですね、これを解かなければ開かない仕組みのようです」

「私に任せて！　こういうの、実家にいた頃やったことがあるの！」

　マリーが知恵の輪を引っ手繰るように奪い、ガチャガチャやり始めるのを横目で見ながら、アンリに聞いてみる。

「これ、解いてしまってもいいのかしら？　ショワズール先生にバレない？」

「百発百中、バレるでしょうね」

　即答され、渋い顔になる。――もう既にハーモニーのほうを解いてしまっている。

「ですが、侵入者が誰かまでは分からないでしょう」

「じゃあ、解くしかないか」

「キー！　なんで開かないのよ！」

　長い髪を逆立てて叫ぶマリーから、知恵の輪を奪う。

「これは悪魔の爪キャストデビルと呼ばれる知恵の輪よ、貸してみて」

　難易度は五。素人には難しいだろう。

　数秒もかからずに解除すると、ふたりは「おおー！」と歓声をあげる。

　知恵の輪と南京錠は、また光となって消えた。

「凄いわバリー！」

「バリー様に、まさかこんな地味な特技があるなんて」

「うるさいわね、さっさと逃げるわよ」

　地味な自覚はあるので、放っておいてほしい。

　ショワズール先生の執務室を出て、廊下を曲がった時だった。

　肩を怒いからせながらこちらに歩いてくる彼の姿に、私達は足を止める。――明らかに、怒っている。

「テグジュペリ君、どういうことだ」

「どういうこととは？」

「学園長は私を探してなどいないそうだが？」

「そうでしたか？　おかしいな、彼が探していたのは副学園長だったかな」

　案外肝が据わっているのだろう。

　涼しい笑顔で答えるアンリの背後で、私とマリーは青ざめながら、震えていた。

「では、失礼します」

「ごきげんよう、先生」

　そそくさと、私達は逃げるようにその場を離れた。

「間一髪だったわね」

「あと一分遅かったら見つかってましたねぇ。では、俺はこれで」

　昨日はべったり引っ付いてきたが、今日はついてこないらしい。

（本当になにを考えているのか分からない男だわ……）




　アンリと別れたあと、私とマリーは実験室に戻った。

　まずは、調合の準備に取りかかる。道具を全て用意したところで、購買で他の材料を買いに行ったマリーが戻ってきた。

「では、始めますか」

　まずは下準備だ。

　授業中にも使った白衣を着込み、マリーが購買で買ってきた袋のひとつを開く。

　ガサガサいっている袋の中には、赤子の頭くらいの大きさのカエルが入っていた。――泡ヒキガエルである。

　活きのいいカエルに、ブスッ！　と麻酔を刺すと、マリーが「ひっ」と息を呑んだ。

　泡ヒキガエルが大人しくなったのを確認して、私は手にメスを持つ。

「ぎえっ……あなた、よくカエルの腹を裂けるわね」

　マリーは戦々恐々とし、泡ヒキガエルの腹を掻っ捌く私の手元を見ている。

「マリーも来年やるのよ、頑張ってね」

「うええ……」

「ところでヒキガエルの内臓ってどれのことだと思う？」

　マリーに開いて貰っている教科書を見て、眉を寄せた。

「い、いや、無理。そんなグロテスクなもの見せないで」

　カエルの解剖も大学でやっているので、解剖自体は特に問題ないのだが――問題はこの教科書の不親切さだ。

　内臓と言っても、消化器、呼吸器、泌尿器、生殖器、内分泌器など様々ある。いったい、どれを使えばいいのだろうか？

（内臓ならどれでもいいのかしら？　いや、そんなまさか）

「ねえ、青い顔してないで『魔法薬学全集　二』を持ってきて。カエルの内臓、どれを使えばいいのか分からないのよ」

「え、ええ」

「泡ヒキガエルのページね」

　私は今、教科書を開けない。

　マリーに辞典を持ってきてもらい、ページを開いて貰う。

　カエルの解剖図を見て、私はまた唸った。

「どう？　分かる？」

「う～ん……」

「媚薬に使われる内臓」と書かれている矢印の指す場所を、目を細めてジッと見つめる。

（この位置だから……多分、膵臓か胆嚢だとは思うんだけど）

　不親切というか、適当すぎる。カエルの臓器がしっかり描写されていない。

　肺と肝臓はいっしょくたになっているし、卵巣と小腸も同じように描かれている。胃の下にある膵臓と胆嚢にいたっては、存在すらしていない。

　泡ヒキガエルというこのカエルは、向こうの世界には存在しない魔法生物だ。人体に有害な毒を吐くカエルで、その粘液や生いき胆ぎもは様々な魔法薬の材料になる。

　しかし解剖してみたところ、この泡ヒキガエルの体の構造は、向こうの世界のカエルと変わりない。

（膵臓、かな）

　カエルの解剖をする時、見落としやすいのが膵臓だ。

　恐らく解剖図を描いた人間は、脂肪体に埋もれて見つけ難い膵臓を確認していない……と思われる。ならば、膵臓だろうと思ったのだが、確定ではない。

「ねえ、マリー。媚薬の材料として膵臓と胆嚢、どちらが適切だと思う？」

「スイゾウとタンノウってなに？」

「…………」

　質問する相手を間違えたかもしれない。

　こんなことならアンリを連れてくればよかった。

　医学部の生徒である彼なら、なにか知っていたかもしれない。

「カエルの消化器系は、機能面、解剖学的構造において人間のソレと類似点が多いの」

「カエルが？」

　私の言葉に、マリーはとてつもなく嫌そうな顔になった。

「カエルと人間の消化器系で異なる代表的なものといえば、人間のものよりも短い小腸ね。カエルは直腸と尿道の代わりにクロアカという器官を持っているの。クロアカは総排出腔……って言えば伝わるかしら？　魚や両生類、爬虫類についている直腸、排尿口、生殖口を兼ねる器官」

「ええ、なんとなく伝わったわ」

「話を膵臓に戻すわ。膵臓とは、胃の裏にある――ここね、本当ならこの後ろにあるはずなんだけど、この解剖図には書かれてないのよ」

「それで困っているのね」

「ええ」

　渋面を浮かべ、解剖図をメスで指しながら私は続ける。

「膵臓とは、脊椎動物の器官のひとつで、消化液を分泌する外分泌機能と、ホルモンを分泌する内分泌機能を持っている臓器のことよ」

「…………」

「もうひとつの候補は胆嚢。胆嚢というのは、中鎖骨線と幽門横断面の――」

「あああああ！　もう難しい話はやめて！」

　ついに限界に達したらしく、マリーは頭を抱えて叫ぶ。

「簡潔に言ってしまうと、胆嚢管は――解剖図のここね」

「最初からそれだけでよかったのに！」

　胆嚢をメスで指す私を、恨みがましい視線で見つめるマリーに苦笑する。

「胆嚢の入り口と出口で、〝袋小路〟のような構造をしているでしょう？　ここ、来年テストに出るから、覚えておいたほうがいいわよ」

「私、なんで魔法薬学なんかがある神学部に入っちゃったのかしら……」

「そちらも袋小路みたいね」

「袋小路……私の恋もそうね、恋の袋小路」

　ぽつりと呟いたマリーの言葉にハッとする。

（恋か。なら――）

「胆嚢にしてみましょう」

「え？　い、いいの？　そんな適当に決めて」

　即決する私に、マリーはギョッとする。ワンチャン胃の可能性もある。――だが。

「あなたの言葉を信じるわ」

「なにそれこわい！」

　自信がないらしいマリーはぎゃあぎゃあ叫ぶが、何故か私は彼女の言葉が妙にしっくりきたのだ。なにかしらのヒロイン効果かもしれない。

「大丈夫なの？　本当に？」

「ええ、多分」

「多分って！」

　胆嚢を試験管に入れると、アルコールランプに火を灯す。

　ひとつひとつ、材料を混ぜていく。最後に、禁断の果実の果汁を注ぎ――数分後。

「――出来た！」

　私は額の汗を拭う。

　試験管の中には、蛍光ピンクの妖しい液体が揺れている。

　膵臓か胆嚢か、そこだけは自信がなかったけど、完成品を見るに、胆嚢で合っていたのだろう。教科書通りだ。

「色よし、匂いよし。スライム状のとろみもあるし……多分、完璧だと思う」

「ああ、本当にありがとう！　バリー、あなたに任せてよかった！」

「おわっ！」

　勢いよく抱きついてきたマリーの瞳には、涙が滲んでいた。

「これで……！」

　マリーは私から媚薬を受け取ると、目元の涙を拭う。

（しかし、胆嚢か……）

　とてもいい勉強になった。これは魔法薬学の後期の媚薬の試験でも、いい成績が取れそうだ。

「上手くやってね」

「ありがとう！」

　実験室の戸口に背を預けながら、廊下を駆け出すマリーにヒラヒラ手を振って見送る。

（王子は照れているだけだし、これを使わなくてもきっと上手くいくとは思うけど……）

　きっと、ふたりが結ばれるいいきっかけになるだろう。










６　媚薬完成、マリーの恋の行方はいかに!?




　いいことをしたあとだからだろうか？　とても気分がよかった。

　実験室を片付けて、念入りに消毒したあと、私も帰路につく。

　少しだけ、薬剤師時代を思い出した。この感じ、患者さんが使うことを不安がっている薬の説明をして、感謝された時の気分とよく似ていた。

　渡り廊下に出ると、風に乗ってフルートの音色が聞こえてきた。吹奏楽部の生徒達のフルートだろう。

（私もなにか、部活に入ろうかな）

　阿部マリアの中高時代の部活動には、あまりいい思い出がない。ないからこそ、ここで新しい思い出を作っていってもいいかもしれない。――まあ、出来るだけ目立たないようにとの条件付きではあるが。

　渡り廊下から見える中庭では、マリーゴールドが春風にそよそよと揺れていた。

（マリーゴールドか……）

　マリーゴールド・ローズ。最初は、妙ちくりんな名前だとは思ったが、マリーは元気で明るいマリーゴールドのような魅力と、高貴で優雅な薔薇の花のような色香を兼ね備えている。案外、マッチしている名前なのかもしれない。

　急に吹いた風に、一輪のマリーゴールドの頭が下がる。どうやら茎がやられたのだろう。

「…………」

　ふと、マリーが走り去っていった廊下を振り返る。

　――妙な胸騒ぎがした。

（マリーは大丈夫かな）

　出羽亀をするつもりはないが、もう少し様子を確認してから帰ったほうがいいかもしれない。

　彼女が向かったのは、ルイのいる場所――この時間なら、これから錠前作りクラブの部室になる部屋……だろうか？

　ルイは錠前作りが好きで、自らそんなマイナーな部活を立ち上げるのだ。

　しかし昨日、入学式を終えたばかりだ。まだ、時期的に部活は発足していないはずだ。――となると、馬舎か。

　彼の第二の趣味は狩猟だ。放課後、ルイに会おうとするとプレイヤーは馬舎か錠前作りクラブの部室に行くことになる。

　とりあえず馬舎に向かおうと思ったその時。

「きゃあ！」

　そう遠くないところから、マリーの悲鳴が聞こえてきた。

　駆け付けると、そこは学園長の部屋の前だった。

（いったいなにが……？）

　開けっ放しのドアから部屋を覗き見ると、絨毯の上に、私が渡した小瓶が転がっている。

　小瓶を拾い、奥へと続く寝室に向かうと、マリーが学園長にベッドに押し倒されたところだった。

　ベッドの横には、オロオロ佇むルイ十六世の姿がある。

「父上、なにを……？」

「倅よ、わしは真実の愛を見つけたのじゃ。彼女をわしの愛妾にする」

「そんな！」

（そうか……！）

　ルイは錠前作りクラブを作っていいか、父親――学園長に相談に行ったのだろう。

　この状況から察するに、そのあとをつけたマリーが、ルイに媚薬を飲ませようとしたが、間違って学園長が飲んでしまった――というところだろうか？

「バリー！　助けて！」

　茫然と佇む私に気付いたマリーが、ベッドで足をバタバタさせながら悲鳴をあげる。

（そ、そうだ、助けなきゃ……！）

　――しかし、私が動くよりも前に彼が動いた。

「ち、父上！　か、彼女から手を離してください！」

「ルイ？」

　ルイが、学園長の手を掴んだのだ。

　気の弱い王子様が父親に意見したことに驚愕する。当のマリーも、歓喜にサファイアの瞳を潤ませていた。

　――しかし、ルイはルイだった。

「うるさい！　わしがこの国の法なのだ！　なんじゃ！　わしに逆らうつもりか!?」

　父親に怒鳴られた彼は、うっと大きな身体を縮こませる。

「逆らうつもりというか、や、やめてほしいな、なんて」

「さっさと出て行け！　さもなくば、この学園から追放するぞ！」

「そ、そんな……」

（仕方ないわ）

　私は手に持った小瓶の中身を口に含むと、そのまま学園長に口付けた。

　いきなりのことに目を皿のように丸めた学園長が、口移しした液体をごくりと嚥下するのを確認したあと、唇を離す。

「嫌ですわ。私という者がありながら……浮気ですの？」

　拗ねた表情を作りながら、後手で逃げろと合図する。窓ガラスにマリー達が頷く様子が見えた。

　音もなく部屋から逃げ出すふたりに、密かに安堵の息を吐く。

「おお、バリー……私のバリー……！」

「ええ、あなたのバリーですわ」

　薬はすぐに効いてきた。学園長はもうマリーを見ていなかった。私――デュ・バリー夫人を蕩けるような瞳で、見つめている。

　――よかった……！

「わしにはやはりお前しかおらぬ。会いたかったぞ、私の蝶よ」

（ん？）

「何故、昨日も今日もわしの元に来なかったのだ？　寂しかったぞ」

「え、ええ、私も寂しかったですわ……」

「では、深く、愛し合おうぞ」

　――よくなかった。

　今度は、私が学園長に押し倒される番だった。

　太ももを這う手に、ゾッとする。

「ごめんなさい！　その、もう、こういうことはちょっと……」

「なんじゃと？　今までお前にいくら使ったと思っている？　ジャンに言い付けてやるぞ」

　腐っても国王陛下。凄まじい威圧感に、恐怖を感じた。

「えっと、その……明るい場所は、恥ずかしいかも、なぁんて……」

「明るい場所でも何度も愛し合ったじゃろう？　どうしたのじゃ？」

（あああああ、もう！　どうにでもなれ！）

　――ここは正直に話すしかない。

「ご、ごめんなさい！　私、実は記憶喪失なんです！　今までのことをよく覚えていなくて……」

「はあ？」

　不可思議な表情になる学園長の瞳には、ワケの分からぬことを言い出して、自身を拒んだ愛妾への怒りの色が滲んでいる。そしてその怒りの炎は、どんどん大きくなっていく。

「わしのことを愛していないと申すのか？」

「分からないんです！　記憶がないので！」

　ギュッと目を瞑り、学園長の胸を押し返す。殴られる！　と思ったが――。

（え……？）

　いつまでもその衝撃が来ることはなかった。肌に触れられることもなく、恐る恐る目を開ける。

　学園長は白目を剥いて、ベッドの上に倒れた。

　学園長の背後には、謎の注射器を持ったアンリが立っていた。

「とりあえず、逃げましょっか」

「アンリ？」




「あーもう、無茶するんだから！」

「無茶はお互いさまです」

　――あのあと、私達は馬場まで走って逃げてきた。

（これから、どうしよう）

　花壇の隣にあるベンチに腰を下ろし、空を仰ぐ。雲ひとつない青空が、今は空虚感を掻き立てる。

「さっきの記憶喪失云々って、本当なんですか？」

　溜息を吐く私の隣に座りながら、アンリは言う。

「え？　ええ……記憶はあるにはあるんだけど、飛び飛びで」

「なるほど」

　咄嗟に出てきた嘘だったが、彼はしっくりきた様子で頷いた。

「最近のバリー様の様子がおかしいと思ったら、そういうことだったんですね。……もしかして、俺のことも覚えていない？」

「覚えているけれど、全てのやり取りは覚えていないっていうか」

「覚えていなくていいです。俺達は、あまり健全とは言えない関係だったので」

「なにそれ！　不健全な関係だったってこと!?」

　思わず真っ赤になって叫んでしまう。

　ゲーム中でも、デュ・バリー夫人は彼に胸を押し付けて、言うことを聞かせたりしていたが――もしかしなくても、それ以上の関係だったということだろうか？

「ごめんなさい、冗談です」

「あんたね」

　いたずらっぽい表情で、舌を出して笑うアンリをねめつける。

「半分は本当ですよ。肉体関係はありませんでしたが、俺達は対等な関係ではありませんでしたし……そういった意味では、あまり健全な関係ではありませんでした」

　寂しそうに微笑むアンリの表情に、何故かズキンと胸が痛んだ。

　悪役令嬢デュ・バリー夫人は、賢いキャラクターだ。

　彼女は様々な男に色を使えど、ベル学では、学園の権力者である学園長と副学園長としか寝ていなかった。デュ・バリー夫人からすれば、手駒全てと寝ていたら身体がもたないということなのだろうが、彼女に恋をして、尽くしていたアンリからすれば切ないことこの上ない関係だったのだろう。

「なんで助けてくれたの？　私、今まであなたに沢山酷いことをしてきたんでしょう？」

「そうですね、あまりいい扱いは受けていなかったかな」

「じゃあ、何故？」

「何故だと思います？」

「さあ……」

「こんなに鈍い人だったかな」と溜息を吐いたあと、アンリは私の顎を持ち上げる。

「最近のバリー様は……らしくないというか、可愛くて調子が狂うんですよねえ」

「な！」

（――そうだ。アンリは、デュ・バリー夫人のことが好きなんだわ……！）

　思い出した。彼とデュ・バリー夫人は恋仲だったこともあるとなにかで読んだ記憶がある。もしやとは思うが、現在も彼はデュ・バリー夫人のことが好きなのだろうか……？

（ベル学に来る前、彼と付き合っていたような記憶があるような、ないような……？）

　気が付けば、なんだかまた頬が腫れぼったくなっていた。

「なに言ってるのよ、馬鹿」

　彼の手を振り払い、咳払いをする。

「これからもあなたに尽くさせていただきますよ？」

「そんなの当たり前でしょう！」

　ベンチから立ち上がる。足早にスタスタと歩く私の後ろを、クスクス笑いながらアンリが追いかけて。

「バリー様、待ってくださいよ」

「待ちません！」

「カリフラワーのポタージュを奢りますから」

　私の足が、ぴたりと止まる。

　そういえば、今日はまだカリフラワーのポタージュを飲んでいない。

　あれなら無限に飲める。というか、今すぐ飲みに行きたい。馬場とカンティーヌは目と鼻の先だ。むしろ、行かない理由がない。

「……それなら」

　カリフラワーのポタージュに釣られた私が、アンリを振り返ったその時のことだった。

「ここに居たのか！　見付けたぞ！」

　ショワズール先生が息を切らして現れた。ここまで走って来たのだろう。白い巻き毛のウィッグが外れかけている。

「げっ……」

「ショワズール先生!?」

「さっきからなにかおかしいと思えば！　お前達だな！　私の部屋に侵入したのは！」

　今にも飛びかかってきそうな形相に、私達は一歩後ずさった。

（まずい）

　進退維谷まる状況に、頭をフル回転させる。

（どうやって言い逃れる!?　そもそもショワズール先生は、どこまで気付いているの？）

　気付かれているのが部屋に入ったことだけなら、なんとでも言い逃れ出来るだろう。しかし〝禁断の果実の果汁〟を拝借したことまでバレているのなら、もはや言い逃れは難しい。素直に謝るべきだろうか？

（いえ、ルイ十五世に口を聞いてもらえば……）

　そこで、思考が停止した。――たった今、私はこの学園の権力者の後ろ盾を失ったばかりだ。

（どうすれば……戻って謝る？　そして媚び売って……嫌よ。あんなこと、もう二度としたくない）

　デュバリー夫人の記憶が、走馬灯のように脳裏を駆け巡る。嫌悪感で胃液が込み上げて来た私が、口元を抑えたその時――。

「くっ……」

　ショワズール先生は口元を抑えると、その場に蹲うずくまる。

　どうやら、気持ち悪くなったのは私だけではなかったらしい。カエルが鳴くようにグエッグエッ！　とえずきだした先生に、私達は顔を見合わせた。

「ショワズール先生？」

「どうしたんでしょう、持病かなにかでしょうか？」

　アンリは戸惑いながらも医学生らしく、先生の顔色や脈を確認しはじめる。

「脈が速いですね」

　先生は首を傾げるアンリを押しのけた。

「テグジュペリ、どけ」

　そして私達に背を向け、その場で咳込み始めた。一瞬遅れて漂ってきた酸っぱい匂いに、アンリに目配せをする。

「食中毒かなにかかな」

「分からないわ。先生、大丈夫ですか？」

　背中をさすると、ショワズール先生は私の手を跳ねのけて毒づいた。

「今日の昼から、どうも調子が悪い。……今日のソテーは妙な苦味がしたが……ブリアの奴め、腐った食材でも使ったのか。頭痛までしてきたぞ」

（今日の昼？　ソテー？）

「あっ！」

　思わず声をあげる。

「バリー様、いかがなさいました？」

「ちょっと、心当たりがあって」

　――昨日の昼のコック達の雑談を思い出したのだ。

『馬場の花壇の隙間にこっそり埋めてたコンフリーが、そろそろ摘み頃でさ』

『コンフリー？』

『サラダに入れると美味しいし、花も散らすと映えるから生徒受けもいいだろうなって。明日採ってこようかな』

『じゃあ明日のサラダは、コンフリーのサラダか』

『いや、サラダは別の野菜の入荷があるから、ソテーに混ぜるとか。まだそんなに量はないから、特別限定メニューで出そう』

「先生は今日のお昼に、カンティーヌでコンフリーのソテーを召し上がりましたか？」

「食べたがそれがなんだ？　コンフリーの葉や根は、古くから抗炎症薬や接骨剤として使われてきた薬草だ。疲労回復作用もある」

　ハンカチを渡すが、険のある目で睨まれる。

　ショワズール先生の話した内容は事実だ。

　コンフリーはそのような薬効と毒性を併せ持つ植物である。この時代のフランスでは、農夫達にも大変重宝されていた。

　向こうの世界の薬学の歴史や知識が、このゲームの世界にも反映されていることに少しほっとしている自分がいる。

「存じ上げておりますわ。十字軍の時代からヨーロッパに広まったといわれている、サラセンズ・ルートでしょう？」

「えっ？」

　私の返答に何故かショワズール先生は眉間の皺を深め、アンリは素っ頓狂な声をあげた。

「質問ですが、先生は、毎日コンフリーを食べていますか？」

「さっきからなんなんだ」

「大事なことなんです、答えてください」

　ショワズール先生はしばし面倒くさそうな目で私を睨んでいたが、ハンカチを受け取ると、渋々といった顔で話しはじめた。

「……食べたのは数年ぶりだ」

「ソテーにコンフリーの根は入っていましたか？」

「葉だけだが、それがなんなんだ？」

「葉だけ……」

（常用摂取していない？　お昼に食べただけ？　毒の濃度が高い根も食べていない……この状況で、嘔吐障害が起こりえる？　なにかのアレルギーかしら？　それとも別の食べ物が原因……？）

　加熱調理しているソテーなら、細菌性の食中毒の可能性は低い。ピロリジジンアルカロイドによる急性門脈圧亢進や肝肥大も違う。

　喉に魚の小骨が刺さったような、なんとも言いようのない気持ちの悪さを感じる。

（なにか、見落としているような……）

　とりあえず、今ある情報を整理してみよう。

　頭の中で、もう一度、コック達の雑談を反はん芻すうしてみる。……見落としはない……ように思う。

　次に、私はショワズール先生の言葉を反芻して――。

『今日の昼から、どうも調子が悪い。……今日のソテーは妙な苦味がしたが……ブリアの奴め、腐った食材でも使ったのか。頭痛までしてきたぞ』

（苦味……頭痛……脈が速い……）

「まさか……」

　バッ！

　花壇のあった方向を振り返る。――あることを思い出した。

（そうだ……確か、コンフリーによく似た薬用植物で、有毒性を持つものがあった……）

「バリー様？」

　花壇のある一点を注視しながら、よろりと立ち上がる。

　下からアンリとショワズール先生の視線を感じるが、今はそれどころではない。

（以前、厚生労働省の自然毒のリスクファイルで確認した、苦味のある、毒性の強い薬用植物……）

「バリー様!?」

　アンリの声を無視して花壇の前まで駆け付けた私は、制服が汚れることも忘れて、そのままその場に膝を突く。

　遠目に長卵形に見えた葉は、昨日、馬術の授業で見た時よりも大分数が少なくなっている。恐らく、コック達が今日のランチにと摘んでいったのだろう。枯れないギリギリまで、葉を摘まれている。

　妙に皺っぽいその葉は、私の知っている、厚ぼったくてゴワゴワしているものではない。

　震える手で、葉を一枚千切ってみる。手指がチクリとしないことに確信を深めた。葉を裏返すと、その表面に触れてみた。

（チクチクしない？　白い毛が、生えていない……？）

　毎年、コンフリーの草刈りをしていた私は、その手触りをよく知っている。コンフリーの茎や葉の裏には、白い毛のようなものが密生しているのだが――それがなかった。手触りが全然違う。

（でも、まだ確実ではない……）

　私の知っているコンフリーは、鰭ひれ玻は璃り草そうという、小さな桃紫色を咲かせる一種類だけだ。ヨーロッパ原産の帰化植物として、日本に伝播したものの中の、ほんのひとつだけ。鰭玻璃草の近縁種や、大だい玻は璃り草そうの交雑種、ヨーロッパや中国のものは見たことも触ったこともない。――なので、私の知っているその特徴が、すべてのコンフリーに当てはまるかは分からない。流石にそこまでの知識はない。

（だけど、他にふたつある、確かな差異なら覚えてる）

　コンフリーを初めて刈ることになった時、私はインターネットでコンフリーについて検索をかけた。コンフリーも有毒植物だ。素手で触れてかぶれたら困る。――それでヒットしたのが、厚生労働省の自然毒のリスクファイルだった。

　リスクファイルには、コンフリーとよく間違えられる有毒植物が載っており、ふたつの違いが書かれてあった。

　――ひとつ、葉の縁。

　息を呑み、手に取った葉の縁に触れてみる。――細かいギザギザした鋸のこぎり歯ばがあり、先端が尖っていた。

　これはコンフリーにはない特徴だ。

　――確信した。

「これは、ジギタリスだ……」

　手に持った葉を、意を決してひと齧かじりする。強烈な苦味に顔を顰めながら、すぐに地面に吐き出した。

　――ふたつ、苦味。

　ジギタリスの葉は、とても苦いと言われている。

「これを食べれる味に調理出来るなんて……ブリアの料理の腕は一流ね。コンフリーではないと気付かないのは、どうかと思うけど」

　――ジギタリス。暖かくなるとすらりとした花か茎けいを伸ばし、沢山の蕾を付けて、下から順に、釣り鐘形の花を咲かせる。その形から、狐の手袋、妖精の帽子などと呼ばれている。紫色の花が有名だが、ピンク、白、黄色などの花があり、全て内側に特徴的な斑点がある。とても豪華な雰囲気のある花で、筒状の花が風に揺れる様は気品があり、王おう杖じょうと称されるほど。

　観賞花として人気の高いジギタリスだが、利尿作用と強心作用を持つ薬用植物でもある。中世ヨーロッパでは、魔女の秘薬と呼ばれていた。

　しかし、薬は毒と表裏一体。ジギタリス有毒植物としての顔も併せ持つ。ジギタリスに含まれるジギトキシンとジゴキシンは、少量であれば薬として有効的だが、強い毒性がある。

　ジギタリスは株全体に毒があり、口にすれば数時間で下痢、嘔吐などの胃腸障害や、循環器症状、神経症状、視覚障害などが起こる。最悪、心機能が停止して死に至る。

　ジギタリスの誤食による中毒事件は、現在も欧米を中心に発生していたと記憶している。

　私はふたりの元へ駆け戻ると、ショワズール先生の顔を覗き込んだ。

　さっき、アンリは先生の脈が速いといった。――これは既に循環器症状まで出ている。

「先生、吐き気と頭痛の他に何か症状はありませんか？」

「さっきまでは吐き気だけだったのだが、なんだ、これは……？　あと、目がチカチカしていて、……今は、お前達の顔が二重になって見える」

（やっぱりジギタリス中毒だ……どうしよう……）

　震える手をギュッと握り締める。ごくりと唾を呑み込む音が、今日はやけに大きく聞こえた。

「ジギタリス中毒の初期症状が出ています。先生がお昼食べたソテーは、コンフリーではなくジギタリスだったようです。今の時季のコンフリーとジギタリスは、まず見分けがつきませんから」

　ショワズール先生の症状は、明らかにジギタリス中毒の初期症状のソレだ。

　貴婦人のドレスのようなジギタリスと、可憐な鈴のような花のコンフリー。花が咲けばその違いは一目瞭然だが、今のような――根こん出しゅつ葉ようだけの状態だと、見分け方は困難を極める。

「はあ？　ジギタリス中毒？」

　ショワズール先生は、私の台詞に、全く理解が出来ないといった顔になった。しかし今は大量の悪さが勝っており、反論する気力はないらしい。

（早くどうにしかしないと……！）

「アンリ、医学部棟に塩化カリウムはある？　大急ぎで持ってきて！　塩化カリウムを飲ませれば……！」

「エンカカリウム……とは？」

「えっ!?」

　アンリに申し訳なさそうな顔で言われ、思わずギョッとするが――そうか、そうだった。この時代はまだ、塩化カリウムが発見されていないのだ。

　イギリスの科学者ハンフリー・デービーが、水酸化カリウムを電気分解するのは一八〇〇年代に入ってからになる。その見解が一般に普及するまで、更に長い時間を要したはずだ。

「カリウム……草そう木もく灰ばいであれば、市場マルシェに行けば他の肥料と一緒に売っているかもしれませんが」

　困ったような顔で提案するアンリに、私は首を左右に振る。

　カリウムはカリウムでも、そちらは炭酸カリウムだ。

（草木灰を水で溶かして、酸で中和したものを飲ませれば、理論上はカリウムを与えることが出来る。……でも、灰を飲めと言っても、飲んでくれないだろうし）

　――なら、カリウムを多く含む果物のジュースを与えれば……。

　ふと、目の前にカンティーヌがあることを思い出した。

（そうだ、ブリア達にジュースを分けてもらいに行こう！）

「えっと……今から市場に行ってきましょうか？」

「いいえ！　アンリ、先生を今すぐ厨房に運んで！」

「は、はい！」

　アンリがショワズール先生に肩を貸すのを横目で確認したあと、私は一足先に厨房へ向かって走り出す。

　バン！

「ブリア！　いる!?　ショワズール先生になにかジュースを……」

　厨房の勝手口のドアを開きながら叫んだ私は、バケツを抱え、床に蹲るブリア達を見て絶句した。

「あなた達、どうしたの？」

「バリー様、すみません、今日の俺達は体調不良で……」

「なにか変なものでも食べたかな……」

「うげえ……また吐く……」

「うう、また腹が……トイレ……」

　バケツにげーげー吐いている彼等の様子に、私は事態を察した。

「あなた達もコンフリーのソテーを食べたのね？」

「え？　ええ、なんで分かったんですか？」

「正確にはコンフリーじゃないわ。ジギタリスよ」

　バケツから青い顔を上げるブリアに説明をしていると、ドスドスドス！　とけたたましい足音が聞こえてきた。足音はこちらに近付いてくる。

　バン！

　カンティーヌ側の扉が、乱暴な音を立てて開かれた。

「ここでお昼を食べてから、調子悪いんですけど！」

「どうしてくれるのよ！　ソフィーなんかずっと戻してるのよ！　可哀想に……」

　厨房に現れたのは、青い顔をしたアデライードたち王女三姉妹だった。――どうやら彼女達も、例のソテーを食べたらしい。

　三人は私の顔を見るなり、ぎえ！　と鶏の首を絞めたような声をあげた。

「なんでまたあんたがここにいるのよ！　まさか、原因はあんたなんじゃ……」

　言葉の途中で催してきたらしいアデライードは、うっと口元を手で押えた。どうやら嘔気があるらしい。

　とりあえず今は放っておこうと思い、ブリアに視線を戻す。

「果物のジュースはある？　カリウムが豊富に含まれているものがいいんだけれど」

「カリウム……？　ジュースはないですが、果物なら、今日は林ポ檎ムと苺フレーズがありますけど……」

（ふたつともそこまでカリウム含有量が高くない……もっと濃いものはないかしら）

　仕方がない。

「失礼。勝手に厨房を触らせてもらうわ」

「え、ええ、どうぞ」

　果物がないなら、野菜だ。

　私は厨房に入ると、中を見回し、使えそうな野菜を探し始めた。

「ええっと、カリウム含有量の高い野菜ってなんだっけ……？」

　思い出せない。

　ショワズール先生が、ブリア達が、アデライード達が――この場にいる皆が死ぬかもしれない。そう思った瞬間、頭が真白になった。

（どうしよう、どうしよう、どうしよう……）

　半ばパニックに陥っていたその時、馴染み深い匂いが漂ってきた。

「バリー様、喉は乾いておりませんか？　いつものカリフラワーのポタージュがあったので、少し拝借してきました」

「アンリ……」

　非常時になにを暢気な……とも思ったが、彼なりの気遣いらしい。「ありがとう」と言い、カップになみなみと注いであるそれを一口口に含む。

（あれ……？）

　口いっぱいに広がった大好物のスープの味は、いつもと味が少し違う。

「ねえ、ブリア。今日のカリフラワーのスープだけど、何が入ってるの？」

「す、すみません。今日は旬の野菜を混ぜています。カリフラワーの他に、ほうれん草とパセリを……」

「これよ！」

　思わず叫んでしまった私に、厨房内の誰もがポカンとした顔になった。

　スープの上に振りかけているパセリの栄養素は、全野菜の中でもトップクラスだ。

　もちろん、カリウムの含有量も、他の野菜に比べて一際抜きん出ている。

　次にほうれん草。パセリには負けるが、こちらもカリウムがとても豊富に含まれる葉物野菜だ。更にほうれん草のカリウム含有量は、茹でてもあまり下がらない。

　そして最後に、カリフラワー。パセリとほうれん草には及ばずだが、こちらも栄養価が高く、カリウムが豊富に含まれる淡色野菜である。

「アンリ、手伝って！　このスープを皆に飲ませるの！　パセリは多すぎる程振りかけてね！」

「な、何故？」

「事情はあとよ！　これで皆を助けられるわ！」

「しかし、根拠は？　スープに含まれる野菜の成分が、悪い方に作用したら……」

　最もな疑問である。――しかし、今はそれに答えている時間がない。そしてこれは現代の知識だ。この時代の医学生であるアンリが不審がらないように、上手く説明出来る自信もない。

「お願い、私を信じて」

　私に出来ることと言えば、目で訴えることだけだった。

「…………」

　カリフラワーのポタージュが入った大鍋を持ってきた私を見て、アンリはしばし茫然としていたが――どうやら私のことを信じてくれたらしい。力強い表情で、頷いた。

「分かりました、手伝わせてください！」




　――一時間後。

　皆にカリフラワーのポタージュを飲ませ終えた私は、厨房のタイルに腰を突きながら、額の汗を拭った。

（終わった……疲れた……）

「お疲れ様です、バリー様」

「あなたもね、お疲れ様。手伝ってくれてありがとう」

「言われた通りに皆の脈拍を確認してきました。下痢嘔吐の症状はまだあるようですが、こちらは正常です」

　アンリの言葉に、安堵の息が漏れる。

「よかった。これでもう、大丈夫よ」

「え？　これで治療は終わりですか？」

「ええ」

　きょとんと目を丸めるアンリに、ひとつ頷いてみせる。

（現代ならこのあと採血して、血中濃度のチェックや、電解質の確認をするんだろうけど……）

　この世界でそれをするのは、恐らく難しいだろう。そもそも私は、そちらに関しては門もん外がい漢かんだ。

　アンリとそんなことを話していると、まだ顔が青いショワズール先生が、こちらへやってきた。

「学園の女主人よ、何故、私達はスープを飲ませられたのだ？　まだ吐き気はあるのだが」

「でしょうね、でももう大丈夫です」

「何を根拠に？」

（根拠……）

　この時代の人に、しかも魔法薬学の教師であるショワズール先生に、どう説明すればいいのだろうか。――とりあえず、質問が聞こえなかったふりをして話を続けることにした。

「下痢嘔吐は、四、五日で落ち着くでしょう。その間、カリウムの血中濃度を下げないように――なるべく食事を摂ってくださいね。食事が摂れない場合は、今のようなスープやジュースでも構いません」

「はあ？　だからその根拠は？」

「バリー様。俺にも教えてくれまえんか？　コンフリーとジギタリスを間違えたところまでは、分かるのですが……」

「えっと……」

　ふたりに問い詰められて、私は目を泳がせる。

（どこまで正直に言って、いいのかしら……）

　この時代のフランスでは、コンフリーもジギタリスもただの薬用植物でしかない。ジギタリスが有毒植物だということが分かるのは十数年後だし、コンフリーにいたっては更に遠い未来――平成に入ってからだ。

「昔、なにかの文献で、ジギタリスは摂りすぎると毒になるというものを読んだ記憶があって……」

「著者は誰だ？　医者か？　研究者か？」

「大分昔に読んだものなので、そこまでは」

「そなたが大昔に読んだ？　この学園に来る前に読んだというのか？　そんな文献、市井ではなかなか手に入るとは思えないが……」

　納得できないのだろう。ショワズール先生の鋭い突っ込みに、笑って誤魔化す。

「下痢嘔吐の症状が出ると、カリウムが出ていき、低カリウム血症が起きます」

　低カリウム血症の場合、ジギタリスの作用が強くなる。治療域の血中濃度であっても中毒症状が起きたり、中毒症状を悪化させるのだ。

「先生たちの症状を見て、軽度ながら低カリウム血症を起こしていると推測しました。なのでカリウムを与えればよくなるんじゃないかな、なんて」

「テイカリウム、ケッショウ？」

「ケッチュウノウド……とは？」

　そうか。カリウムやナトリウムなどの電解質についても、まだ医学の議論の俎そ上じょうに上がっていない時代だった。

「さっきからなにを言っているのだ？　何故、お前のような女がそのような小難しいことを知っている？」

　やはりというかなんというか、またしてもショワズール先生に突っ込まれてしまった。

　先生は追及の手を緩めない。今だ疑いの視線で、こちらを凝視している。

　どうやって誤魔化そうか悩んだが――嘘には、少しの真実を含めるといいという言葉を思い出した。

「勉強したんです」

　――これは嘘じゃない。

「勉強？　医学を？」

「いいえ、魔法薬学です。実は以前から薬草や魔法薬学に興味がありました。最近、またそれが再熱して……色々、自分の人生について思うこともあったので」

「信じられん」

「先生に信じて頂けるか分かりませんが、……これからは、真面目に生きたいと思っています。そして、将来は、人の役に立つ職業に就きたいんです」

　――これも嘘じゃない。

　短いようで長い時間、私とショワズール先生はジッと見つめ合った。壁にかけられた時計の針の音だけが、厨房内に流れる。

　長い沈黙のあと、ショワズール先生は溜息のようなものを吐いた。

「……ふん、まあいいだろう。具合がよくなったのは確かだ。〝禁断の果実の果汁〟のことは不問においてやる」

「げっ……」

　やはりバレていたか。私とアンリの顔が引き攣った。

「だが、次はないぞ。分かったな」

　ショワズール先生は厳しい表情のまま、踵きびすを返すと厨房から出て行った。先生の姿が視界から消えた瞬間、私達はへなへなと脱力する。

（疲れた……）

「こ、こんなの偶然に決まっているわ！」

「へ？」

　次はアデライード達の番だった。

　少し元気を取り戻したらしい王女三姉妹は、仁王立ちで、床に座り込んだ私の前に立つ。

「そうよそうよ！　本当に四、五日で治るのかしら？」

「そもそもスープで病気が治るなんて聞いたことがないわ！」

「あなた達は先生と違って、循環器症状が出ていなかったから、スープを飲まなくても大丈夫だったんだけど、……勝手に飲んだんじゃない」

「きいっ！　なんですって！」

「だって！　皆飲んでるんだもの！　私達も飲んだ方がいいのかしら？　って思うじゃない！」

「思うじゃない！」

「はいはい、お大事にね」

　三人はしばらくギャーギャー騒いでいた。元気そうでなによりである。この様子なら、この三人に関してはニ、三日で回復するだろう。

「いいわ。今回だけはお礼を言ってあげる。……ありがとね」

「え？」

　フン！と鼻を鳴らすアデライードの顔は、少し、照れているようにも見えた。

「行くわよヴィクトワール！　ソフィー！」

「は、はい！　お姉さま！」

「でも、あんたのことなんて大嫌いなんだから、勘違いしないでよ！」

「勘違いしないでよ！」

「はあ……？」

　ショワズール先生に続き、王女三姉妹も慌ただしく厨房から出て行った。

　なんとはなしに厨房を出て、彼女たちを見送る。

（えっと、これって……感謝されたってことでいいのかしら……？）

　パチパチ瞬きをしていると、アンリと目が合った。

「よかったですね、バリー様」

「なにが？」

「今まであの三人は、バリー様のことを酷く誤解していましたから。少しは誤解が解けたように思います」

「そうね……」

　肩を竦めて笑うアンリに、私も釣られて笑う。

　厨房に視線を戻せば、少し回復したブリア達がバケツを片付け始めている。こちらも大丈夫のようだ。――その時。

「バリー！」

　雲雀ひばりのような明るい声に振り返る。

　アデライード達と入れ替わるように、カンティーヌの入り口にひょっこり顔を覗かせたのは、マリーとルイだった。

「バリー！　ここにいたのね、探したわよ！」

「マリー！　ルイも！」

　またしてもイノシシの如く突進してきたマリーに、危うく床に押し倒されそうになる。

「ああ、バリー！　あなたは大丈夫だったの？」

「なんとかね」

「無事でよかった！　本当に！　助けてくれてありがとう！」

　涙ぐむマリーの様子に、自然と口元が綻んだ。

「ううん、それよりあなた達は大丈夫だったの？」

「そうだわ、聞いて！　あなたのお陰でルイと両想いになれたの！」

「なんですって？」

　まさかの急展開だった。

　コンフリーだジギタリスだカリウムだ、私達が厨房でてんてこまいになっている間に、そんなことになってようとは。

　驚きながら彼女の隣に視線を向けると、ルイが真っ赤になった頬をポリポリ掻いていた。

「バリー、本当にあなたのお陰よ！　ありがとう！」

「よかったわ、おめでとう」

「あなたは私の親友よ。なにか困ったことがあったら、なんでも私に言ってね！」

「じゃ、じゃあ、僕達はデート中だから……」

「バリー、また明日！」

　仲睦まじい様子で退散するふたりの背中を、しばしただ黙って見送ったが――ふと、疑問が過ぎる。

（これはルイルートの媚薬イベントは、いい方向に改かい竄ざん出来た……ということ？　マリーはフェルセンルートから外れて、ルイ十六世ルートに入った……？）

　ルートが変更したとしても、デュ・バリー夫人からすれば火刑エンドからギロチンエンドに変わっただけだが。

（確か、マリーとルイ十六世が両想いになるのは、卒業パーティーの日だったはず）

　ふたりが両想いになるには早すぎる。

　仮にマリーがルイ十六世ルートに入ったにしても、私の知っているシナリオからは大きく外れてきている。媚薬イベントだって、ゲームならもっとあとだったはずだ。今後のシナリオ展開が全く読めない。これからマリーは――そして、私はどうなってしまうのだろう？

（今のところマリーとの仲は良好だし、このまま卒業パーティーまで仲違いしなければ、ギロチンエンドを避けられたり……しないかしら）

　それにしても、本当に長い一日だった。

「なんだか、今日はドッと疲れたわ……」

　私は大きく伸びをすると、背中の骨をポキポキ鳴らしながら、アンリを振り返った。

「そろそろ私達も放課後のティータイムといきましょうか」

「では、俺がエスコートしてさしあげますよ。俺の女王様ラ・レーヌ」

「えっ？」

　王子様然とした様子で、片膝を床に付くと、手を差し出してきたアンリに戸惑いを覚える。こんなことされたら、ドキッとしてしまう。

（えっと……）

「なんかあんた、性格変わってない？」

「気のせいじゃないですか？」

（アンリって、こんなキャラクターだっけ……？）

　困った。どういうリアクションを取っていいのか分からない。

「――って、ちょっと待って！」

　にこやかに自分の腕を取る男の手を、慌てて振り払う。――瞬間、アンリの表情が凍り付いた。

（え……？）

　アンリだけではなく、その場の空気まで凍り付いたようだった。

「アンリ？」

「やはり、不可触賤民に触れられるのは気持ち悪い……ですか？」

　自嘲が込められた悲しげな笑みに、腫れぼったくなっている頬をポリポリと掻く。

「いや……ね、さっきから距離が近いっていうか、恋人同士がするように腕を取られると、流石に恥ずかしいというか……」

　干物女をあまり舐めないでほしい。本当に耐性がないのだ。

　床の木の模様を見つめながら、ボソボソと喪女丸出しの言い訳染みたことを言っていると――プッと吹き出す音がした。

「バリー様……本当に、変わりましたね！」

「そんなに笑わないでよ、怒るわよ」

「ごめんなさい！　でも、おかしくて！」

　ケラケラ笑うアンリを睨み付けた、

（あれ、私……）

　気が付けば、全く気を使わずにアンリと軽口を叩き合っている。そんな自分に自分で驚いた。

（素の自分を出せてる……？）

　――アンリやマリーの前でなら、本当の自分のままでいられるような気がする。

　まだ、少し怖い気持ちはあるけれど。ありのままの自分を拒絶されたり、否定されるのはやっぱり怖い。

　でも、少しずつでいい。これから彼等と――そして、この世界と真剣に向き合ってみようと思った。そして断罪エンドから逃げて、生きて幸せになってやるのだ。

　だが、まだ不安要素は残っている。

　学園長とジャンのこと。そして他の攻略キャラクター達や、断罪エンドのこと。だが、取りあえずは――めでたしめでたし。一件落着である。










エピローグ　死刑執行人のラプレ・ミディ




アンリ side




　最近のバリー様の変化や、珍妙な言動は、どうやら記憶喪失によるものらしい。

　まさかそんなことが……と思ったが、妙にしっくりくる部分もあった。何故なら、最近の彼女は、以前とはまったくの別人だからだ。

　誰よりも贅沢と怠惰を愛し、傲慢に振る舞っていた女王様が、質素なメイドように地味な装いを始めた時は、頭でも打ったかと心配したが――まさか記憶喪失だったとは。

　しかし、記憶喪失のひとことでは納得出来ない部分も多々あった。

　最近のバリー様は、聞いたことのない珍妙な言葉を使ったり、薬用植物であるジギタリスに毒があるなど突飛なことを言い出したりして、アンリとザモルを心配させた。

（ジギタリスに毒、ね……）

　あのあと、アンリも気になって独自にジギタリスについて調べてみた。

　すると、驚くことに、ジギタリスの薬理作用は毒になりうる可能性が本当に出てきたのだ。彼女は昔、文献を読んだと言ったが、どんなに調べてもそれっぽい文献を見付けることが出来なかった。彼女はいったいなにを読んだのだろうか？　問いただしても、はぐらかされるばかりだ。

　もしや彼女が発見したのではないだろうか？　そんな突飛な考えが、アンリの脳裏に浮かんでは消える。今の彼女を見ていると、そんなこともありえるだろうと思えてしまうから不思議だ。




　――あのあと。

　カンティーヌのカフェテラスで。

「サラセンズ・ルートなんて、よくご存知でしたね」

　アンリの言葉に、彼女はカリフラワーのポタージュを詰まらせ、咳込んだ。

「ほ、本で読んだのよ」

「ふむ……？」

　アンリは少し考えたあと「本当に薬師になるんですか？」と、からかい半分、聞いてみた。

　すると彼女はいたって真面目な顔で「愛人業は廃業して、真面目に勉強して学校を卒業したい」「卒業後は、人に感謝される職業に……可能なら、薬師になりたい」と言った。

　どうやら、ショワズール先生の前で話したこと――魔法薬学に興味があるというのは、本音だったらしい。確かにコンフリーとジギタリスの葉が似ているなど、よく気付いたな……と感心したのも事実だ。

　バリー様の変化といえば、あの日の生娘のような初心な反応を思い出し、今日もニヤついてしまった。

　百戦錬磨の娼婦の余裕も、太々しさも、今はもう見る影もない。

（でも……）

『やはり、不可触賤民に触れられるのは気持ち悪い……ですか？』

『いや……ね、さっきから距離が近いっていうか、恋人同士がするように腕を取られると、流石に恥ずかしいというか……』

（嬉しかったな）

　アンリがサンソン家の人間だと知っている人々は、彼に嫌悪の目を向け、身体が接触しないように避けて通る。死刑執行人の家に物を売買することを拒否する店も多い。

　今も昔も、サンソン家の者だと知っているのに、自分を差別しない人間なんて彼女と学園長くらいだ。

（彼女と結ばれる未来があることを、夢想してしまいそうになる）

　駄目だ。邪念は捨てよう。まずは彼女の欲しているベルサイユ学園の卒業証書を与えることを考えなければ。

　――俺が彼女の手となり、足となろう。

　手始めに、ずっと目障りだった小悪党――彼女の若く、美しい身体に住み着いた寄生虫のようなジャン・デュバリー伯爵を排除しよう。女衒業の他にも、後ろ暗いところの多いジャンをしょっ引くネタは、既に何本も掴んでいる。〝説得〟に応じない場合は、サンソン家の力を使って断頭台に送ってしまえばいい。

（死刑執行人の家に生まれてよかった、なんて思う日が来るとはな）

　そのあとは学園長と副学園長か。あのふたりにはまだ死んでもらわれては困る。

（まあ、強ゆ請すりのネタならいくつもあるし、問題ない）

　自然と歪な笑みが零れ、くつくつ喉が鳴った。




「どうしたの？　アンリ？」

　アンリの正面の席には、「傾国の美女」と謡うたえば百人中百人が納得するであろう、世にも美しい女性が座っていた。彼女が首を傾げると、緩く巻いた美しいシルバーブロンドの髪が、胸元に流れ落ちる。

　今日も今日とてカリフラワーのポタージュを飲んでいるアンリの女主人は、怪訝そうな顔をしている。

　――あの嵐のような一日から、既に一週間が経過した。

　些か信じられないことに、先生達の病状は本当に回復した。

　だが、皆、あの日の彼女の言動には懐疑的だ。カリフラワーのポタージュは関係なく、自然治癒した可能性もある。現にアデライード達などはそう言い張っている。

　そもそも、何故スープでよくなるのか？　テイカリウムケッショウ？　とはなにか？　聞いても彼女は「そんなこと言ったかしら？」ととぼけるばかりだ。

（まあ、いいさ）

　――人は誰しも、秘密を持って生きている。

　アンリに誰にも言えない後ろ暗いことがあるように、彼女にもきっと、なにか秘密があるのかもしれない。アンリが死刑執行人の仮面を被ることがあるように、彼女もなにか別の一側面が――アンリの知らない仮面を被って生きていた、ワンシーンがあるのかもしれない。

　――そして、それを無理に暴こうとは思わない。

「いいえ、なんでもないんです」

「そう？」

　無垢で疑うことを知らない瞳の色は、おむ針か子しのものと同一だ。

　美しい花の蜜は、あらゆる害む虫しに狙われる。

（今度こそ、俺が彼女を守るんだ）

　彼女を汚す、汚いもの全てから。

　手に持ったグラスをテーブルに置くと、カフェグラッセの中の氷がカラン！　と音を立てて、黒い液体の中に沈んだ。その時――。

「バリー様、ライ麦のビスキュイを焼いてみました！　試食していただけませんか？」

「あら、ブリア。いい匂い。ビスキュイ……ああ、ビスケットのことね！」

「ビスケット？」

「い、いえ、ビスキュイだったわ」

「スパイスとローズウォーターを入れて、シュルズベリー風にしてみました。昔、イングランドで流行っていたものなんですが、ライ麦を入れてみたところ、ライ麦の香ばしさとスパイスの相性が絶妙で――」

　自信作らしいビスキュイの口上を、ペラペラと述べるブリアの頬は赤い。

（ここにも虫が一匹。やっぱりこいつもバリー様を狙っているよなぁ……）

　笑顔で程よくカフェグラッセを飲んでいたつもりだったが――どうやら殺気が漏れていたらしい。

　ブリアは肩をビクつかせ「ごゆっくり！」と言って、厨房へ走り去った。

「バリー様、ビスキュイが頬に付いてますよ」

「あ、ありがとう」

　本当はなにも付いていないのに、そう言って恥ずかしげに微笑む彼女の頬を指で拭う。

「ふふ、どういたしまして」

　自分は被差別階級の人間だ。彼女には相応しくない。

（でも、少しだけ、身の程知らずの夢を見ても罰は当たらないでしょう？）

　少しだけ。あと少しだけ。――せめて、この穏やかな午後ラプレ・ミディだけ。










あとがき




　はじめまして、踊る毒林檎です。

　この度は、「悪役令嬢は溺愛フラグをへし折りたい　断罪エンド回避で薬師を目指したら求愛されています」をお手に取っていただきありがとうございます。

　今回、ご縁があってベリーズファンタジーさんで発刊していだだいたこと、心より嬉しく思います。

　最近は漫画原作のお仕事のご依頼が多く、小説を書き下ろすのは本当に久しぶりでした。小説を執筆するにあたって、大切なことや忘れていたことも多く、編集様方には多々勉強させていただきました。また、小説を書く楽しさも思い出させていただいたように思います（本作、書いていて本当に楽しかったので！）

　この本の発行に関わった、福島様、校正様、イラストレーターの成瀬先生には感謝感謝！　です！　この場で改めてお礼を申し上げます。




　という事で。――書き終ってみれば、フランス革命（はまだ起きていないけど）、死刑執行人、寵姫、異世界転生、乙女ゲーム、毒草と、私がワクワクする要素をこれでもか！　といったくらい盛り込んだ作品となりましたが、いかがでしたでしょうか？　この本を手に取って下さった方々も、バリーさん達と一緒にベル恋の世界を楽しんでいただけたのなら幸いです。

　作中に出てきたコンフリーとジギタリスですが、割とその辺りに生えているので見た事がある方も多いと思います。どちらも綺麗な花を咲かせますが、毒があります。お見かけの際にはどうぞ気を付けくださいね。




　この本が発売される頃は、年が明けて、雪も降っているのでしょうか？

　ちなみにこのあとがきを書いている現在は、街がハロウインめいてきている頃だったりします。

　では、本作を読んで下さった皆様、本当にありがとうございました。またどこかのあとがきでお会いできることを祈っております。




踊おどる毒どく林りん檎ご　　　
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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